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ＭＦ文庫Ｊ

お前をお兄ちゃんにしてやろうか!?　にっ！


すぎやまリュウ







口絵・本文イラスト●kakao







Ａｐｒｉｌ‐Ｍａｙ　４‐５





21　ｓｕｎ　ｐｒｏｌｏｇｕ　プロローグ

22　ｍｏｎ　１　撫で撫で。夜デート。これからのこと。

23　ｔｕｅ　２　思い出。奇襲。春の嵐。

24　ｗｅｄ　３　変身。別人。テキスト次第。

25　ｔｈｕ　４　前向き。空っぽ。カレー鍋。

26　ｆｒｉ　５　むむむ。心配。秘密の相談。

27　ｓａｔ　６　全員。集合。最終期限。

28　ｓｕｎ　７　練習。デート。初体験。

29　ｍｏｎ　８　飛び出し。暗黒。ハッピーマンデー。

30　ｔｕｅ　９　強がり。弱気。意気消沈。

１　ｗｅｄ　10　計画。本格。デートプラン。

２　ｔｈｕ　11　真剣。献身。進路相談。

３　ｆｒｉ　12　欲しいもの。好きなもの。他言無用。

４　ｓａｔ　13　リベンジ。ハイテンション。２度目のデート。

５　ｓｕｎ　ｅｐｉｌｏｇｕｅ　エピローグ








　僕には両親がいない代わりに、じっちゃんとばあちゃんと親切なおじさんがいたんだ。

　時代劇と散歩が好きで、いつものんびりしてるじっちゃんと、料理が上手で優しいばあちゃん。

　そして、時々うちにやってきて僕になんでも買ってくれる優しいおじさん。

　お父さんって感じはしないんだけど、それでもおじさんがお父さんならいいのにって思った。でも、じっちゃんは僕がそう言うと怒るんだ。おじさんのこと、嫌いなのかな？

　おじさんはデパートのレストランでお子様ランチをごちそうしてくれたり、遊園地に連れて行ってくれたり、新しいおもちゃも買ってくれるいい人だ。

　時々すごく寂しそうな目をするけど、僕の顔を見るとすぐ笑顔になった。

　おじさんはなんでこんなに優しくしてくれるんだろう？

　何度か聞いてみたんだけど「それは陽よう一いち君が良い子にしているからだよ」って、おじさんはいつも同じことしか言わなかった。

　じっちゃんとばあちゃんがおじさんとお話しする時は、僕は部屋に入っちゃいけない決まりになっていた。

　最初は我慢してたけど、そんなことが何度かあるうちにどんな話をしてるのか、気になって仕方なくなった。じっちゃんが大声で怒鳴るようになったからだ。

　心配だった。じっちゃんとおじさんには、ケンカしてほしくない。

　悪いことだと思ったけど……盗み聞きしたら、じっちゃんに見つかってすごく怒られた。

　それから、五月の僕の誕生日におじさんは来られないって話になったんだけど……それでも誕生日におじさんは僕の家にやってきた。

「おじさん今日は来られないって言ったじゃん？」

「予定は変わるものさ。せっかくの誕生日だからね。おめでとう陽よう一いち君」

「うん！　ありがとう」




　この日を最後におじさんは、もう僕の前に姿を現さなくなった。

　僕が盗み聞きをして、悪い子になっちゃったからなのかな？

　家族が一人いなくなったみたいで、なんだか無性に悲しかった。






Ａｐｒｉｌ　４／21　ｓｕｎ

　ｐｒｏｌｏｇｕ　プロローグ






　月曜日まであと十五分。

　俺は自室に戻ると、ベッドの上であおむけになって考え続けた。

　妹候補……いや、もう候補なんてつけるのはよそう。

　妹たちは俺に「お前をお兄ちゃんにしてやろうか!?」と宣言した。

　あのあと、普通にみんなでご飯を食べたし、友とも美みの持ち込んだゲームもした。

　結局、なにも解決していない。

　紫むらさきさんにその後のことすら確認していない。

　流されるままだ。

　妹たちをそれぞれの部屋に送り届けてようやく一人になったけど、考えても考えても、流されるばかりの自分のどうしようもなさが浮き彫りになる。

　妹たちへの援助は打ち切られるのだろうか。

　あの時、俺たちに背を向けて帰ってしまった紫さんがなにを考えているのかも、さっぱりだ。

　聞いたところで「遺言にあるから」とか「守秘義務」みたいな言葉しか返ってこないのかもしれない。紫むらさきさんが黙認する限りこのままなんだろうか。

　俺はどうしたいんだ？　どうなりたいんだ？

　俺は……俺はみんなに……世せ霊れ音ねにも友とも美みにも小さ百ゆ合りにも優ゆう希きにも美み佳かにも、妹たちには幸せになってほしい。

　明日も今まで通り、スマートキーの部屋番号が曜日ごとに変わるのだろうか？

　まずその確認からだ。もし状況が継続してるなら、妹たちそれぞれともう一度ちゃんと話し合ってみたいと思う。

　できるだけ早く紫さんにも直接会って話さなくちゃ。

　そうなると妹のうちの誰だれかと一緒にいる時間を、紫さんとの面会に充てないといけなくなりそうだ。

　紫さんが心を許している美佳に頼るのは……やっぱりよくないよな。そもそも金曜日じゃ遅すぎだ。

　月曜に世霊音と一緒に紫さんの部屋を訪問？　うーん、無理な気がする。

　友美は紫さんを苦手にしてるし、小百合は普段通りならいいけどテンパった時にフォローしきれる自信がない。優希なら理解してくれそうだけど、それだと優希との時間がなくなるんだよな。ああ、また堂々巡りだ……。






Ａｐｒｉｌ　４／22　ｍｏｎ

　１　撫で撫で。夜デート。これからのこと。






「もし俺の妹になったら大金が手に入る……ってなったら万ま里り子こはどうする？」

　放課後の教室で帰り際に、俺は万里子にこんな質問をしてみた。

　万里子は眉まゆを八の字にさせてうつむいてしまった。彼女が言うには「それは困る」のだとか。どうして困るのか聞いたら、今度は眉まゆ尻じりを上げて「バカ！」やら「無神経！」やらと怒られてしまった。

　普段はあんな風に怒ったりしないので驚いた。というか、びびってしまった。逆に「どうしてそんな質問をしたのか？」と、万里子に聞かれて言葉につまる。

　とりあえず「あくまでもしもの話だから」と、はぐらかした。万里子は狐きつねにつままれたような表情になったかと思うと、顔を真っ赤にさせて今度は恥ずかしそうに笑った。

　本気で「真剣に考えちゃった」……とのことだ。

　それから万里子は話題を無理矢理変えてしまった。

　駅前のハンバーガーチェーン店──マッグダノズに、今日から二週間限定の新商品──激辛バーガーが登場するらしい。今から一緒に食べに行こうと誘われた……けど、今日は帰ってスマートキーがどうなるのか、確かめなきゃいけない。

　今度、絶対に埋め合わせをすると約束して万ま里り子こと別れると、俺は自宅に急いだ。

　ずっと万里子にはこんな調子だ。落ち着いたらきちんとしないとな……埋め合わせ。




　駆け足気味にレジデンス太たい子し堂どうに帰ってきた。スマートキーの液晶には、いつのまにか１０１号室のナンバーが表示されていた。

　ほっとしたような気分と、このままでいいのか？　という感情が混ざりあって自分でもなんともいえない気持ちになった。

　一度ドアの前で深呼吸して気持ちを整えてから、俺は世せ霊れ音ねの部屋のインターホンを鳴らした。

　十秒ほどしてガチャリとドアが開く。

「……どうしましたかお兄ちゃん？」

　少しだけ開けたドアの隙すき間まから顔を半分のぞかせて、黒髪の美少女が小さく首を傾かしげてみせた。白い肌はまるできめの細かい新雪のようだ。

　最初に出会った時よりも、いくらか血色がよくなった気がする。

　世霊音の深い色をした瞳ひとみを見つめて俺は頷うなずいた。

「用事というか、その……どうやら先週と同じ状況が続いてるみたいなんだ」

　世霊音は察して頷いた。普段はぼーっとしている彼女だけど、妙に勘が働く時がある。お母さんが占い師なので、そういった才能も世霊音は受け継いだのかもしれない。

「……とりあえず入って。外気は身体からだに毒だから」

「おいおい。まさか、まだ引きこもりなのか？」

「……早くしてお兄ちゃん」

　白くほっそりとした手がドアの隙間からすうっと伸びる。世霊音は俺の手をとると部屋の中へと引き込んだ。




　前に一緒に片付けたのに、早くも世霊音の部屋は元の惨状を取り戻しつつあった。

「まったく。どうして洗濯物が部屋の隅で山積みになってるんだ？」

「……干しっぱなしよりはいいと思う。たたんでもいつか着るために崩すなら、最初から崩しておくほうが合理的だから」

「はぁ……」

　世霊音の片付けに関する処理能力は、彼女のライフワークとも言える服飾関連の布や小物を整せい頓とんすることに１００％注ぎ込まれていた。

　残った絞りかすのような掃除能力と整頓能力では、普段着る服すらまともにたためない。

「……けど、大好きなフィギュアはきちんとケースに入れて飾りました」

「お、おお。偉いぞ世霊音」

　みれば透明なアクリルケースに、ずらっとフィギュア類が並べられて棚に飾ってあった。世せ霊れ音ねが音も無くゆっくりとした動作で俺に頭を向けてくる。

「あの、なんでしょうか世霊音さん？」

「……がんばった女の子を褒めるべきです」

「は、はい。えーと……具体的には？」

「……撫なで撫でしてください」

　俺はそっと彼女の頭を撫でた。艶つやのある黒髪はすべるような感触で、手のひらの上を流れていく。本当に綺き麗れいだ。

「……幸せです」

　抑揚無くぽつりと呟つぶやくと、世霊音はその場にちょこんと座り込んだ。

「……幸せついでに、お茶かコーヒーが飲めたらいいのに」

「相変わらず働かない気満々だな」

　彼女はお気に入りの「働いたら負け」Ｔシャツにプリントされた文字を指さした。

　ポリシーも相変わらずなようだ。

「……それで、なんのご用件ですかお兄ちゃん？」

　俺はキッチンに向かうとマグカップを二つ見つけた。戸棚に紅茶のティーバッグがあったので、それぞれのカップに入れて電気ポットのお湯を注いでリビングに戻る。

　ティーバッグが入りっぱなしのマグカップを手にしたまま、俺は堂々と胸を張った。

「用件は……俺の妹になれ！」

「……お断りします」

　即答だった。

「ど、どうして？」

「……まずは座ってくださいお兄ちゃん」

　マグカップをテーブルにおいて、俺はテーブルを挟んで世霊音の対面に正座した。

「……いいですかお兄ちゃん。わたしは自分で選んだ道を進みたいんです。お兄ちゃんに頼らずに、自立した一人の女性として生きていきます」

　ティーバッグが入ったままのマグカップのお茶を一口飲んで、世霊音はドヤ顔をしてみせた。

　俺は一度席を立つと、キッチンに戻って小さな醤しよう油ゆ皿を取ってくる。紅茶の湯船につかりっぱなしのティーバッグを小皿に移してから告げた。

「お兄ちゃんはお茶のティーバッグを入れっぱなしにして、それを良しとしてしまう世霊音が心配だ」

「……面倒くさいんじゃないんです。合理的な判断なんです。お兄ちゃんなら理解してくれると思ったのに」

　悲しげな眼まな差ざしで見つめ返してくる世せ霊れ音ねに、俺は心の中でため息を吐ついた。

「というか世霊音。今日……学校は？」

　世霊音の中学の制服はしわ一つ無く綺き麗れいなままだった。この世界のありとあらゆる悲しみを憂うような彼女の瞳ひとみが、途端にバタフライでもするようにダイナミックに泳ぎ出す。

「……ええと、創立記念日です」

「調べればあとでわかることだぞ」

「……ごめんなさい」

「素直な世霊音に免じて今のは聞かなかったことにしよう……けど、これからはきちんと学校に……」

　世霊音は顔を上げると、今度はまっすぐな眼差しを俺に向けてきた。

「……お兄ちゃん。実はわたしは、どうしていいのかわかりません」

「わからない？」

「……はい。道を見つけて自分の足で歩みたいという気持ちはあります……けど、その先がわからないんです」

　以前はそんな気持ちすらなかった世霊音が、こうして前向きになったことで自分の計画力や実行力の無さを痛感してる……って感じなのかな。

　俺ががんばれと背中を押したことで、世霊音を悩ませちゃったみたいだ。

　妹の相談に乗るのは兄の務めであり、喜びでもある。俺は意見を口にした。

「まずは外に出て学校に行くのはどうかな？　もちろん今の俺たちの宙ぶらりんな状況で世霊音も今後のことには不安があると思うんだけどさ」

「……お兄ちゃんは、これからどうするつもりですか？」

　偶然かもしれないけれど、世霊音は俺の心の中をまるで見透かしているように言った。

　俺はどうするつもりなのか……どうしたいのか。

　そう、実は助けを求めてるのは俺の方なんだ。

　一人で紫むらさきさんを説得できるかどうか、不安でいっぱいだ。

　けど、ここで世霊音に「今から一緒に紫さんに話を聞きに行こう」とは、言いづらいな。問題を二つ背負えるほど、今の世霊音に余裕はなさそうだし。

「近々、時間を作って紫さんに現状とこれからのことについて確認しに行くよ。世霊音は心配しないで自分のことをしっかり考えればいいから」

「……わかりました。お兄ちゃんのお役に立てなくてすみません」

「あ、謝らなくてもいいって。妹を守ってこそのお兄ちゃんだからな」

　ちょこんと頷うなずいてから世霊音は紅茶を一口飲んだ。

「……今日はなにをしましょう」

「そうだな。時間まで俺は部屋に帰れないし……ここに置いてもらえると助かる」

　世せ霊れ音ねの瞳ひとみがもう一度、俺をじっと見つめた。

「……お、お兄ちゃん……あの……これからもお兄ちゃんって呼んでいいですか？」

「もちろんだ！　世霊音が道を見つけて歩くことと、俺がお兄ちゃんであることは相反したりしないだろ？」

　俺をそう呼んでくれるのに、妹にはならないっていうのもなんだか変な気はするけど。

「……うん。あの、もしお兄ちゃんさえよかったらお願いがあります」

「また一緒に掃除か？」

　ふるふると世霊音は首を左右に振った。なびく黒髪は毛先までしなやかでさらさらだ。

　世霊音は声を震わせて俺に続けた。

「……で、デート……してください」

「デートって……今から外出か!?」

「……厳密には、日が落ちてから。太陽光を浴びるとわたしは消えてしまうんです」

「この前は人魚だったのに、いつの間にか吸血鬼になっちゃったのか？」

「……中二病的なエッセンスを取り込むことで、服のデザインにさらなる可能性を見いだそうとしています」

　ここで「いやいやそれはどうかと」と、否定しちゃうのは簡単だけど、せっかくの世霊音の前向きになった気持ちに水を差しそうだ。

「じゃあ、夕日が落ちたら一緒に出かけよう」

　世霊音がうれしそうに目を細めた。

「……ありがとうございます。お兄ちゃんとならお出かけできます」

　俺がいないとお出かけできないっていうのは困りものだ。けど、世霊音が自分から外に出たいと言えるようになったのは大きな成長だ。今はその気持ちを尊重したかった。




　夕日が落ちるのを待って、俺と世霊音は夜の街へと繰り出した。というと、なんだか不良っぽくもあるんだけど、行ったのは先週と同じく駅前だ。

　世霊音がマッグの新商品──激辛バーガーを食べたいと言ったのでお付き合いした。

　それは本当に、宣伝文句に嘘うそ偽りのない激辛っぷりだった。

　専用のバンズに大きめなパティで食べ応ごたえ十分だ。レタスもシャキシャキでバーガーとしての完成度が高い。

　けど、問題はその辛さだった。

　一見、ケチャップとそう見た目には変わらない特製ソースに使われているのは、ハラペーニョをベースに、ハバネロとジョロキアをミックスしたペーストだ。辛さを通り越して痛みすら覚える。全身の毛穴が開いたのかと錯覚するほど、辛かった。

　おかげで二人して汗を滝のように流し、唇をパンパンに腫はらすことになった、お互いのあんまりすぎる顔を、俺と世せ霊れ音ねは笑い合った。

　繁華街にあるゲームセンターに世霊音は興味津々だったけど、夜六時以降、未成年は入っちゃいけないので世霊音は大層悔しがった。今度、入れる時間に一緒に来ようとリベンジを約束した。

　それから駅の人の波を眺めて過ごし、世霊音が人の多さに酔ったみたいなので公園で休憩をとった。

　時刻が八時を回ったので本日のデートはここまでだ。

　マンションへの帰り道、世霊音はバスの二人がけの席の窓際に座った。バスが停留所を過ぎた辺りでぽつりと呟つぶやいた。

「……お兄ちゃんはこれからどうするんですか？」

　視線はじっと窓の外を見つめたままだ。移り変わる景色を彼女の瞳ひとみはぼんやり眺めていた。外は暗く、ガラス窓が鏡のように世霊音の顔を映しこむ。

　世霊音の隣に座ったまま俺は頷うなずいた。

「さっき話した通り、まずは紫むらさきさんに確認するよ。この先、みんながバラバラになるかもしれないけど、離れて暮らすことになったって俺にとってはみんなが妹だ」

　一度呼吸を整えてから俺は続けた。

「一番いいのはみんな一緒にいられることだから、どうにかできないか紫さんに相談してみる。それが一つ」

「……二つ目にやることは？」

「みんなともそれぞれ話したいな。世霊音と今日、こうして話したみたいに」

　そのまま、俺の口から疑問がこぼれた。

「そういえばあの時どうして『お前をお兄ちゃんにしてやろうか!?』なんて言ったんだ？　みんなしてさ」

「……あれは」

　こちらに向き直ると思い詰めたような顔をして世霊音は呟いた。

「……偶然？」

　逆に問いかけるように首を傾かしげて、世霊音はぼんやりとした眼まな差ざしを俺に向ける。

「あんな偶然あるか！」

「……姉妹だから考えることが似通うんです」

　五人は全員個性的だし、年齢も一年ずつとはいえ離れてる。末っ子で小学生の美み佳かがあの言葉を思いつくとは考えにくい。

　俺が寝てる間か、風ふ呂ろに入ってる時なのかはわからないけど、妹たちだけで俺のいない間になにか話し合ってたのかもしれないな。

　これ以上聞くと「世霊音が俺にばらした！」みたいな格好になりそうだ。世霊音が言い渋ったのも、秘密にしたいからなんだと思う。

　俺が黙り込むと、世せ霊れ音ねはそっと俺の肩に体重をかけて寄り添ってきた。

　バラのようなシャンプーの香りにドキドキ……というよりも癒いやされた。

「……しばらくこのままでいさせてください」

　小さく頷うなずいて返事をする。バスの揺れが気持ちよくて、うとうとしてきた。

　隣に家族がいる。体温を感じられる距離にいてくれる。

　安らいだ気持ちだ。頭の奥がふわっとなった。

　もうしばらく、もう少しだけこのままで……。

　そうこうしているうちに、危うく二人して最寄りのバス停を乗り過ごしそうになってしまった。














Ａｐｒｉｌ　４／23　ｔｕｅ

　２　思い出。奇襲。春の嵐。






　天気予報によると、夕方から春の嵐あらしに見舞われるらしい。

　朝から万ま里り子こはそわそわして落ち着きが無かった。

　天気のことが心配なんだろうか？　と思って話を聞いてみると、どうも天気ではなく家族のことで悩んでいるらしい。

　万里子には千ち歳とせちゃんという中学生の妹がいる。最近その妹の様子が変だと気づいて、万里子が千歳ちゃんに探りを入れてみたところ……なんと、千歳ちゃんに彼氏ができたかもしれないのだとか。

　俺が知っている千歳ちゃんは、どちらかと言えば引っ込み思案で恥ずかしがり屋さんだ。いつも万里子の後ろに隠れてる印象だった。

　だから彼氏ができたなんてちょっと意外だ。いつもカルガモのひな鳥みたいに、親鳥について歩くようなお姉ちゃんっ子だった千歳ちゃん……だけに、万里子が過保護になるのも無理ないと思う。

　当時は万里子の友達の俺にすら、目を合わせるのを恥ずかしがってたもんな。

　万里子に「会ってみないうちからいくら心配してみても始まらないし、きっと大丈夫だよ」と、根拠の無いフォローをしてしまった。

　万里子は「そうだよね」と、気落ちした口ぶりで返した。

　これは結構、まいってるかもしれない。

　相手の男の子がどんな子でも、男の子っていうだけで万里子には心配なんだろうな。

　確かに大切な妹に恋人ができたら……俺だって心配だ。

　俺の妹たちだって、いつかは一人の女の子として誰だれかを好きになる。

　兄としては祝福してあげなきゃいけないのに、想像するとなんだかちょっと……もやっとした気持ちになった。




　学校の授業をなんとか乗りきって帰宅すると、本日も引き続きスマートキーのルームナンバーは日替わりのままだった。

　６０１号室のドアの前に立ってチャイムを鳴らす。鍵かぎは開いてるんだけど、妹の部屋にノックしないで入るのはいかがなものか。親しき仲にも礼儀ありだ。

　けど、友とも美みはゲーム好きでコントローラーから手が離せない時もあるんだよな。

　ドアは開かないし……俺はそーっとドアを開けてみた。

　ゲームをしてれば聞こえてくるはずの銃声や爆発音はなく、玄関に……友美が正座して俺を待ち受けていた。ホットパンツにＴシャツと、なんともラフな格好だ。

「にーちゃん待ちわびたぞ！」

　きりっとした顔で俺を見上げると、友とも美みは立ち上がろうとする。

「なんで正座なんだ!?」

「にーちゃんと会えるのが楽しみすぎて、大作ゲームの発売日前みたいな気持ちだったんだ。よぉし立つぞ！　そいやああ！」

　慣れない正座にすっかり足がしびれちゃったみたいで、普段は機敏な身のこなしの友美が、よろめきながらゾンビのように俺の方になだれ込んできた。

　とっさにその身体からだを受け止める。

　抱きつかれた瞬間、弾力のある感触が押しつけられてドキッとした。

「にーちゃん足がやばい！　超しびれまくってる」

「いったいどれくらい正座してたんだ？」

「三十分くらいかな。むふー。にーちゃんに抱っこしてもらえてうれしいなぁ」

「ともかくリビングに行こう。歩けるか？」

「お姫様抱っこする権利をやろう」

「離すぞ」

「やだやだやだー！　ちぇっ！　にーちゃんのケチ」

　友美に肩を貸してリビングに到着した。ソファーに座ると、友美はぴーんと足を伸ばす。俺も適当にソファーに座った。部屋の様子は前と変わりなく、大きなテレビとサラウンドスピーカーが部屋を占拠していた。プラモを飾った棚も健在だ。

「んでんで、にーちゃんはなにしに来たんだ？　あたしといちゃいちゃしに来たのか？」

「いちゃいちゃって……もちろん友美とは今後とも兄きよう妹だいとして仲良くしていきたいと思うけど……」

「断る！」

　ぐいっとソファーから身体を前のめりにさせて、友美は明るく言い切った。勢い良く胸元が揺れて俺はとっさに視線をそらす。

「にーちゃん、ちゃんとこっち見てって」

「あ、ああごめん。って……断るのかよ」

　友美はうんと大きく頷うなずいた。

「にーちゃんはあたしを妹にしたいのか？」

「当然だろ。友美だけじゃなく、みんなを妹にしたいんだ。どうしたらできるのかはわからないけど、その意思表示くらいはハッキリしたい」

「あたしは妹にして欲しくないって言ったじゃん。逆にあたしがにーちゃんをお兄ちゃんにしてやるのは、やぶさかでないけどさ」

「それって何か違うのか？」

　友とも美みは勢い良く頷うなずいた。

「うん。あたしはにーちゃんに守ってもらうのは嫌なんだ。少なくとも対等以上でなきゃ。だからにーちゃんの妹にして欲しいなんて思わない。それがあたしの『お前をお兄ちゃんにしてやろうか!?』なのさ」

　そう言い切ってから、友美はうつむき気味で伏し目がちになるとほっぺたを赤らめた。

「けどさ、にーちゃんといちゃいちゃしたいのは本当だよ。一緒の時間は楽しく過ごしたいし、みんなと一緒の時はあたし、お姉ちゃんじゃん？　長女じゃん？　責任ある立場なわけだし」

「あ、ああ。そうだな」

「だから二人っきりの時だけは、にーちゃんに存分に甘えたいっていうかさ……」

　乙女心は複雑というけど、友美の妹心もかなり難解だ。

「妹にして欲しくないけど、俺に甘えたい気持ちはある……ってことか」

「にーちゃんが良いって言うなら、くすぐり勝負のリベンジとか炭酸一気のみ勝負とか、色々なメニューを用意してるよ」

「それは甘えるって言わないんじゃないかな？」

　口を尖とがらせるようにしてから友美は身をよじらせた。

「ともかくにーちゃんに構って欲しいんだよぉ！　けど、甘えてばっかりでもいたくないし、自分で自分の気持ちがわかんないんだ。あたしのステータス画面には、最近ずっと混乱のバッドステータスが出ずっぱりなんだ」

　眉まゆを八の字にさせて友美は困った顔になった。

「お、落ち着け友美。まずは深呼吸だ」

　すーはーすーはーと呼吸を整えても友美はそわそわしっぱなしだった。

「勝負して勝ってないけど、にーちゃんにお願いしていい？」

「俺にできることならいいけど」

「ひ、膝ひざ枕まくらして！」

　それで友美が落ち着くならいいか。俺が頷くと友美はぴょんと跳ねるように隣に座って身体からだを倒してきた。俺の膝の上に頭を乗せる。

「これがにーちゃんの膝枕かぁ。ちょっと高いな」

　冗談っぽく笑う友美に俺も軽口で返した。

「高さ調整機能はさすがについてないからな」

　俺の膝の上に頭をごろんとのっけたまま、友美はくたーっと身体から力を抜く。

「落ち着いたか？」

「良い感じだよにーちゃん。あのさ……にーちゃんはとーちゃんのこと、知ってる？」

「とーちゃんって……陣じん矢やさんのことか？」

　我ながら父親という認識が曖あい昧まいで……たぶん、曖昧にしておきたい気持ちがどこかにあるせいで、つい陣じん矢やさんという呼び方をしてしまった。

　友とも美みにとっても太たい子し堂どう陣矢は父親だ。

「うん。あたし会ったことないんだよね。にーちゃんはあるの？」

「ある。ただ、父親だってことは知らなかったんだ。時々うちにやってくる優しいおじさん……って感じだった」

「へぇー。優しかったんだ」

「なんでも俺のお願いを聞いてくれてさ……けど、思いだしてみるとやっぱり父親って気はしなかったな。魔法使いとかサンタクロースみたいなんだ」

「なにそれ？　サンタクロースの正体がとーちゃんってのはわかるけど、とーちゃんの正体がサンタクロースなのか？」

「変な言い方だと思う。でも本当にそんな印象なんだ。漠然となんだけど、父親って強くて怖いってイメージを持ってたから、陣矢さんはそういうのとはかけ離れてて……」

　友美は「ふーん」と、感慨深げに声を上げた。俺は続ける。

「それより、友美が会ったことないってのは本当なのか？」

「そうだよ」

　けろっとした顔で友美は頷うなずいた。













「そういえばここに来るまで、友とも美みはどうしてたんだ？　そこに陣じん矢やさんは来なかったってことだよな？」

「来なかったね。ちなみに、あたしがいたのはかーちゃんの親しん戚せきの家なんだ。あんまり良い思い出はないけど、あたしにも問題があった……って今なら思う。親戚なんていってもやっぱり他人でさ……家族にはなれなかった」

　落ち込んでトーンダウンした友美の頭を、俺はそっと撫なでた。

「ちょ！　にーちゃんそれ反則だから！」

「わ、悪い。くすぐったかったか？」

「そういうんじゃなくて……いきなりでびっくりしただけだから。えっとね……今後はしてもいいよ。不意打ちもむしろ望むところだ！　受けて立つ！」

　膝ひざ枕まくらをしているから友美の表情はわからない。けど、うわずった声に怒ってる気配はなかった。

　友美は続けた。

「にーちゃん！　もっととーちゃんのこと話してよ」

「そう言われるとなにを話せばいいのか……」

　友美が太たい子し堂どう陣矢を知らないってことは、世せ霊れ音ねも小さ百ゆ合りも優ゆう希きも美み佳かも会ったことはないのかもしれない。何か理由があったのかもしれないけど、それでも長男の俺としか会わないなんて……やっぱりひどい父親だ。

「なんでもいいからさ。何回くらい会ったの？」

「多い時でも月一回くらいだったかな」

「会ってなにするの？」

　自分だけ優遇されてた事実が、針みたいに胸をチクリと刺す。俺が考え込むのを察したみたいで、友美は明るく言った。

「別にあたしに遠慮しなくていーじゃん。聞きたいって言ったのはあたしなんだし」

　俺は心の中で頷うなずいた。

「ええと……一緒に外食するのが多かったかな。あと、デパートにはよく連れて行ってもらった。おもちゃを買ってくれるんだ。さっきも言ったけど、サンタクロースが毎月やってくるみたいでさ。俺のわがままをなんだって聞いてくれた」

「いい人だった？」

「優しい人だったよ」

「そっか……」

　友美は寂しそうに続けた。

「ほら、けどあたしだって……あたしたちだって、こうして援助してもらってたんだし、にーちゃんだけが特別ってわけじゃないからな」

　俺を気遣ってくれてるんだろうな。

「なあ友とも美み。その援助のこととか、これからについてなんだけどさ。紫むらさきさんと会って話さなきゃいけないと思うんだ」

　友美はがばっと頭を起こした。俺に向き直るとうんと頷うなずく。

「なら今から行こうよにーちゃん！」

「今から？」

「行くなら早いほうがいいし」

「そうだな。じゃあ、行ってくるよ」

　俺がソファーから立ち上がると、友美は首を左右に振った。

「にーちゃん一人じゃ行かせないって」

「友美も一緒に説得してくれるのか？」

「うん。だって長女だもん。長男のにーちゃんとは対等なんだから、頼ってくれてもいいと思うよ。あたしはにーちゃんの力になりたいんだ」

　友美はエヘンと胸を張った。ぷるんと縦揺れする膨らみからそーっと視線を外しつつ、俺は頷く。

「悪い……いや、ありがとう友美。心強いよ」

「確か２０２号室だよな」

「あれ？　なんで紫さんの部屋を知ってるんだ？」

「えっと、ほら！　美み佳かに聞いたんだ。さっそく出発しようぜにーちゃん？」

「けど、いいのか？　今日は友美の日で、友美はその……甘えたいんだろ？」

「いいっていいって。ちゃちゃっと話をつけて、そのあといっぱい構ってくれればオッケーだし」

　それでも妹にはならない……か。

　友美に手を引かれて、俺は彼女と一緒に部屋を出た。




　エレベーターで二階に下りると、美佳の部屋を通り過ぎて２０２号室の前に立つ。

　当然、俺のスマートキーは２０１号室にも２０２号室にも反応しなかった。

　友美がドアの前で腕組みして仁王立ちになる。

「奇襲するにはどうしたらいいかなにーちゃん？」

「おいおい奇襲って……普通にインターホンを鳴らせばいいんじゃないか？」

「それじゃあ紫さんを揺さぶれないだろ？　正面からぶつかっていっても身構えられちゃうんだ。相手の予想外の角度からの攻撃で機先を制す！」

　友美は戦術論を展開した。こういう考え方がさらっと出てくるあたり、さすがプロ級のゲーマーだ……と、素直に感心してしまう。

　だまし討ちなんていけないと思いつつも、友とも美みの言うことには一理あった。

　紫むらさきさんの鉄壁のガードを崩すには、何かワンアクションあった方がいいかもしれない。怒らせてしまっては元も子もないけど。

　友美はインターホンのカメラをのぞき込んだ。

「あたしに名案がある」

「実行する前に、確認のためどんな案か教えてくれるか？」

「紫さんだってにーちゃんが来るのは想定内のはずだ。そこでインターホンであたしがまず紫さんを呼び出す。にーちゃんはドアの前でしゃがみ込んでインターホンのカメラに映らないように隠れる」

「ほうほう。なるほどそれで？」

「あたしが『直接会って話したいことがある』と紫さんを呼ぶ。紫さんがドアを開けたところで、足下からにーちゃん登場。で、すかさずにーちゃんは靴のつま先をドアの隙すき間まに挟み込んで、ドアを閉められなくする」

「それって紫さんがびっくりしてドアを閉めたら、俺の足が挟まって痛いじゃないか」

「我慢だにーちゃん。刑事物のゲームのムービーでそういうアクションが入るシーンがあって、ボタン入力に失敗するとゲームオーバーになっちゃうんだよ。にーちゃんがやらないなら、あたしがやるよ？」

「わ、わかった。そのプランで行こう」

　俺は玄関脇わきの壁際にしゃがみ込んだ。ドアを開いた時、扉の陰に隠れてしまうと足を挟み込めないので反対側でスタンバイだ。

　ちょうどインターホンを前にした友美の足下にしゃがみ込むような格好だった。

　端から見たら不審者以外の何者でもない。

「じゃあ行くぞにーちゃん」

　友美がインターホンを押すと、返答はなかった。留守なのか、それともカメラ越しに友美の顔を見てあえて返事をしないのか。

　と、俺が考えていると、突然２０２号室のドアが開いた。

　紫さんが飛び出してくる。

　しかも、半裸で。

　タオルを身体からだに軽く巻き付けただけの格好だ。髪も濡ぬれて、タオルに覆われていない部分は、肌に玉のような水滴がついたままだった。

　石けんの優しい匂においがする。

　どうやら紫さんは、シャワーを途中で切り上げて慌てて飛び出してきたみたいだ。

　慌てた口ぶりで紫さんは声をあげる。

「どうかされましたか美み佳かさ……」

　しゃがんでいた俺と紫むらさきさんの視線がぴたりと合った。

　美み佳かの名前が出て、紫さんが下を向いてたってことは……紫さんは美佳が訪ねてきたのだと勘違いしたんだろう。

　下からのぞき込むような角度の俺の姿に紫さんは悲鳴をあげた。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああ！」

「ごめんなさいごめんなさい！　これはあの、その、誤解です！」

　俺も悲鳴をあげていた。

「えっとえっと紫さん、にーちゃんが話があるって！」

　紫さんが泡を食って扉を閉めようとする。友とも美みも混乱していて、それをさせまいとドアを引っ張る。

「待って紫さん！　にーちゃんの話を聞いてあげて！」

「いやああああああああああああああああああああああああああああ！」

　紫さんは片手で閉じようとしていたドアを、両手で持った。瞬間……はらりとタオルが落ちる。

　ドアがバタンと閉まる寸前、俺の目には紫さんの生まれたままの姿がしっかりと焼き付いてしまっていた。













　その一分後、どうしたものかと友とも美みと二人して頭を抱える俺のスマホに「十分お待ちください」と、紫むらさきさんからメールが届いた。

　きっかり十分で、紫さんは髪を乾かしいつものスーツ姿で俺たちの前に現れた。

　ノンフレームのメガネをかけている。そっか、普段はコンタクトなんだな紫さんって。

　それにしてもさっき、悲鳴を上げていたのが嘘うそみたいな落ち着きぶりだ。

　紫さんは小さく会釈をした。

「先ほどは取り乱してしまい申し訳ございません」

　俺は乾いた声で返した。

「こ、こちらこそすみません。お構いなく」

　ああ、なにを言ってるんだ俺は。紫さんは能面のような無表情で、俺と友美を部屋に招いた。

「お話があるとのことですね。詳しくお聞かせ願えますか？」

「失礼します」

「にーちゃん、さっき紫さんの裸見たよな？」

「お、おい！　いきなりなにを……」

　友美が俺を肘ひじでこづいた。その視線は紫さんの顔を注視している。

　紫さんの表情は変わらない。それを確認して友美は落胆したように肩を落とした。

　どうやら十分間で紫さんのガード体制はすっかり整ってしまったみたいだ。

　リビングに通される。家具はシンプルなデザインのものが必要最小限あるだけで、部屋にはテレビすらなかった。

　窓の外の空はいつの間にか厚い雲に覆われていて、部屋は薄暗い。

　紫さんは部屋の明かりをつける。白いソファーに俺と友美は並んで座った。

　対面の席に座って紫さんはじっと俺の顔を見る。

「ご用件をうかがいます」

「あの、さっきはその……ごめんなさい」

「なんのことでしょうか？」

　怒っているような口ぶりじゃないけど、紫さんの言葉はそっけないというよりも冷たかった。友美がわざとらしく聞き直す。

「さっきにーちゃんが紫さんの裸を見たことに関してだよ！」

　たぶん、友美なりに紫さんの動揺を誘おうとしてるんだろうな。

　紫さんは眉まゆ一つ動かさず俺たちに告げた。

「あれは私の不注意です。てっきり美み佳かさんが遊びに……いいえ、なにか緊急の問題が発生して私に助けを求めに来たのかと勘違いしてしまいました」

　顔つきは変わらないけど、もしかして紫さん……揺さぶられてるのか。

「ほらにーちゃん。本題に入ろう！」

　友とも美みが俺にウインクして見せた。友美も紫むらさきさんの様子がおかしいと感じたみたいだ。

「あの、紫さん。俺たちの現状について教えてくれませんか？　期限の二週間が過ぎたのに、俺は妹を決めてません。本来なら援助も打ち切りでみんなバラバラになるはずですよね？　それはまだなんですか？」

　紫さんは一瞬、俺から目をそらすと呟つぶやいた。

「お答えできません」

　回答を拒否られた!?　友美が怒ったように眉まゆ尻じりをつり上げる。

「なんで答えられないの？」

「故人の遺志としか申し上げられません」

　またしても、遺言にあるから……だ。

　思えば最初にこの話をされた時にも、俺はその言葉で押し切られた。

　太たい子し堂どう陣じん矢やはいったいどんな遺言を残したんだ？

　友美はさらに不機嫌になった。

「じゃあ、ずっとこのままでいられるの？」

「お答えできません」

　気炎を吐く友美と、氷でできた壁のように立ちはだかる紫さん。

　今にも衝突しそうな一触即発の雰囲気だ。俺だって「お答えできません」じゃ困るけど、紫さんがいてくれるから俺たちが暮らせてるのは事実だった。

　今、こうしていられるのも、全部紫さんがやってくれているから。

「ちゃんと答えてくれてもいいじゃんか！」

　くってかかる友美の肩を、俺はそっと軽く叩たたいた。

　本当なら俺が怒るべきところなのかもしれない。

　けど、怒れない。紫さんがただの冷たい人じゃないとも思うから。美み佳かのことが好きで、美佳が自分の部屋に来てくれたと勘違いして、シャワー中にもかかわらず飛び出してきてしまうような人なのだから。

「友美。紫さんにも守秘義務があるんじゃないかな。今は言えないんだと思う」

　俺の言葉に紫さんはなにも反応を示さなかった。肯定も否定もしない。やっぱり「何か」が紫さんを縛ってるんだろうか。

　友美は小さく息を吐ついた。

「にーちゃんがガツンと言ってくれてもいいじゃんか」

　すねたような口ぶりで友美はうつむいてしまった。紫さんがもう一度俺を見据える。

「………………すみません。本日はお引き取りください」

　頭を下げられてしまった。

　本日はということは、ある期間が過ぎれば話してくれるんだろうか。いや、話してもらえるというこの考えだって、俺の思い込みでなんの保証もない。

　俺はソファーから立ち上がった。

「あの、じゃあ……俺の今の気持ちを伝えます。俺には一人だけを選ぶことはできません。財産か妹たちか、どちらかを選べと言われるなら妹たちを選びます。けど、俺は高校生でお金なんてなくて……だから、正直に言います。自分勝手なのはわかっています。せめてみんなが大人になるまで、援助のすべてを打ち切らないでほしいんです」

「お引き取りください」

　取り付く島がない感じだ。それっきり紫むらさきさんは頭を下げたまま黙り込んでしまった。




　２０２号室を出た途端、友とも美みがほっぺたを膨らませた。

「にーちゃん、なんで紫さんの肩を持つんだよ！　そんなに大人の裸で興奮したのか？」

「違う！　あれは事故だ」

「そっかなー。っていうか、にーちゃんもしかして年上好き？　年下はだめなのか？　同い年はセーフか？」

「いきなりなにを言い出すんだ」

「ところでクラスメートの幼なじみの人はどうなの？」

「べ、別に万ま里り子こは関係ないだろ」

　万里子の名前を出した途端、友美は一層不機嫌になった。自分から聞いておいて怒らないでくれよ。

「ぶー！　そうだにーちゃん！　景気づけに今からハンバーガー食べにいこ！　あたし、新商品には目がないんだよね」

　新商品っていうとあの激辛バーガーだよな。想像しただけで唇が腫はれ上がりそうだ。連日はさすがに厳しい。

「ごめん友美。実は昨日、世せ霊れ音ねと食べてきたばっかりなんだ。あれは本当に辛いぞ。二日連続はちょっと……」

「にーちゃん本当に世霊音とデートしたのか!?」

「引きこもりの世霊音を連れ出して、ちょっとでも外に馴ならしてあげたいんだ」

「そっか……あたしだけのにーちゃんじゃないし、そうだよな。うん！　じゃあじゃあファミレス行こう！　んで、ケータイゲーム機を持ち込んで夜中まで一緒にモンをハンしていこう！」

「ゲームはやらないけど、ファミレスならいいか」

　もともと友美も自炊は得意じゃないしな。

　バス通りにイタリアン系ファミレスのサエズリヤがあったっけ。あそこならミートドリアとドリンクで安く済む。

「にーちゃんとデート！　デート！　楽しいなぁうれしいなぁ」

　俺と友とも美みはエレベーターで一階に下りた。玄関ホールから外に出ようとして、俺は足を止める。

　玄関の外で風が吹き荒れていた。遠くの空がごろごろと鳴った直後……空が一瞬白く染まったかと思うと爆音が響き渡る。

　雷が落ちたみたいだ。結構、近い。

　それを合図にしたように厚い雲から雨粒が落ちてきた。地面を叩たたく激しい豪雨に、俺はそっと友美の顔を見る。

「また今度にしないか？」

「こ、今度っていつ？」

「来週……とか」

　友美がぶんぶんと首を左右に振った。

「やだやだやだやだー！　今日はにーちゃんに協力したし一つくらいご褒美あってもいいじゃんかー！」

「けどこの雨だぞ。この調子じゃ出前も無理そうだし……弱ったな」

「にーちゃんのばかぁ。あたしもデートしたいよぉ！　傘があればいけるって！」

「この風だと傘ごと吹き飛ばされそうだぞ」

　突然、友美の声が鼻に掛かるように濁った。ぐずりだす。

「にーちゃんのばかあああああああ！　にーちゃんなんてパンの耳でも一人で食べてればいいんだ！」

「お、おい友美！」

　友美はお姉ちゃんモードから妹……というか、だだっ子モードになってしまった。エレベーターのボタンを押して扉を開くと、一人だけ乗ってドアを閉める。

　気づいた時には俺はホールに取り残されていた。友美があんな風になるなんて正直考えてもいなかった。それに嫌な予感がする。追いかけなきゃ！

　俺は階段を駆け上がった。六階は遠い。心臓がバクバクと早鐘を打った。準備運動もなしに走ったせいで足が余計に重くなる。

　それでも、エレベーターの往復を待ってられなかった。

　肩で息をしながら６０１号室の前についた。中から鍵かぎをかけたとしても、俺のスマートキーは友美の部屋のドアを開けてしまうから、走る必要なんてなかったかもしれない。と今更になって思った。

　インターホンで友美を呼んでみたけど反応がない。

　俺はドアを開いた……つもりだった。扉は少し開いたところで止まってしまった。

　中からチェーンロックがかけられている。

　友とも美みはすっかりへそを曲げてしまったみたいだ。開いたドアの隙すき間まから俺は部屋の中に声をかけた。

「おーい友美！　友美ちゃん！　友美さーん！　友美おねーちゃん！」

　返事はない。と、思ったら雷が落ちたような爆音が部屋の中から響いてきた。

　友美はゲームを始めたみたいだ。

　激しい銃声に俺の声なんて簡単にかき消されてしまう。

　スマホでメールをしてみても反応無し。ドアを開けたままにしてると近所迷惑になりそうだし、友美の狙ねらいはそれなのかもしれない。

　俺は諦あきらめてドアを閉めた。外に閉め出された。なにがなんだか、わけがわからない。

　とりあえず俺は一階の玄関ホールに降りると、ぼんやりと玄関のガラス扉から外を眺めた。どこかのお店の立て看板やのぼりが飛んでいくのが見えた。

　もう一度、俺は友美にメールをしようとした。

　けど、なんて書けば友美は機嫌を直してくれるんだ？

　悩んでいる間に嵐あらしが通り過ぎて「今からファミレス行こう！」となればよかったけど、結局雨も風も雷も、その日のうちに収まることはなかった。
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　一限目が終わったところで万ま里り子こが俺の席にやってきた。今朝の万里子は落ち着きを取り戻したみたいでいつも通りだった。

　スマホを俺に見せて万里子は俺に聞いてくる。ＳＴＲＩＮＧっていう無料通話アプリの話だった。流は行やってるみたいだけど話す相手がいないと言ったら、通話だけじゃなくてチャットやゲームもできるんだそうだ。

　あんまり興味は無かったけど万里子に押し切られるような格好で、俺はＳＴＲＩＮＧをインストールさせられてしまった。

　簡単な使い方を教えてもらった。どうやらグループというものを作れるみたいだ。

　使ってみないとその便利さがわからないということなので、とりあえず万里子と二人だけのグループを作成した。二人ならメールで良いような気もするんだけど、何人かで一斉にやりとりをするなら断然ＳＴＲＩＮＧがおすすめらしい。

　妹グループを作れれば、何かあった時に……バラバラになってしまってもつながってられるかも。と、俺はぼんやり思った。




　帰宅すると俺は５０１号室に向かった。水曜日は小さ百ゆ合りの日だ。

　俺がインターホンを押すと、小百合はすぐに迎えに出てくれた。

「おかえりなさいお兄様」

「ただいま……って」

　つられてつい言ってしまった。ここは小百合の部屋で俺の部屋じゃ……あれ？

　俺は目を疑った。小百合の地味だけど女の子らしい服装が、すっかり華やかに変わっている。

　なんというか、ゆるふわガーリー系になっていた。まるでファッション誌のコーディネートをそのままもってきたような完成度だ。薄いピンク系の花柄ワンピースを、小百合はばっちり着こなしていた。

　しかも髪の毛まで伸びている。セミロングで空気をたっぷりと含んだ大きめなウェーブがかかった髪型だ。ちょっと大人っぽく見えた。

「ど、どうしてカツラなんだ？」

「カツラではありませんウィッグです」

「じゃあその服は……いったい」

「お兄様、あの……に、似合いますか？」

　小百合らしいかというと違う気もする。

　それでも似合うかと聞かれたら、こう答えるべきだ。

「似合ってるよ」

「よかった。少し派手かと心配したんですが、思い切ってみました。それに外だけじゃなくて、中も可愛かわいいんですよ？」

　ワンピースのスカートの裾すそを片手でつまんで、小百合はそーっとたくし上げ始めた。

「ちょ、ちょっと待て！」

「お兄様にはきちんと確認していただかないといけません」

「いけないことはないから！」

「まさか妹の下着姿に興奮しないつもりですか？」

「その質問、なんかおかしいだろ！」

　俺はくるりとその場で反転した。目の前に玄関のドアがある。

「帰るぞ」

「そんなお待ちくださいお兄様。いつ押し倒されても構いませんけれど、冷たくされるのだけは耐えられません」

　小百合は相変わらずみたいだ。しぶしぶ俺が振り返ると、しょんぼりと肩を落とした小百合の姿があった。

「俺だってしたくて冷たい態度をとってるんじゃないぞ」

「ではどうしてそんなにつれないんですか？」

「いいか小さ百ゆ合り。妹が兄にパンツを見せるのはまずいだろ。いろんな意味で」

「危険なことほど楽しくて興奮を覚えるものです。あっ！　私としたことが気づきませんでした。お兄様は相手に冷たくすることで興奮を覚えるんですね？　そういう愛情表現の仕方だったんですね。早く蔑さげすんだ目で私を見てください」

　じっと上目遣い気味に小百合は俺を見つめてきた。

　中身は変わってない……というか悪化してる。けど、外見だけならまるで別人だ。

　妹の小百合じゃない違う小百合がそこにいる。街中ですれ違った時に俺は気づけないかもしれない。

　髪の長さ一つでこんなにも印象って変わるものなのか。一度、小百合との兄きよう妹だいという関係性がリセットされてしまったかとさえ、錯覚した。

　一人の女の子としてみると……うん、やっぱり可愛かわいい。って、小百合は妹だぞしっかりしろ俺。

「蔑まないから安心してくれ。そういう趣味でもない。そろそろ上がってもいいか？」

「ここはお兄様の部屋も同然ですから、そのような確認なんてなさらないでください。すぐにお茶をご用意しますね」

　軽い足取りで小百合はリビングに向かった。大きく息を吐つきながら俺は靴を脱ぐ。リビングに入ると九官鳥のキューちゃんが鳴いた。













『イメチェン！　イメチェン！　お兄様に妹を感じさせない大人びた私になるんです！』

　そういうことか。しかし、なんで突然大人びたなんて……そういえば気のせいかもしれないけど、昨日の友とも美みも紫むらさきさんがどうとか年上がどうとか言ってたような……。

　俺が適当にソファーに腰掛けると、急きゆう須すと湯飲みを載せたお盆を手に小さ百ゆ合りがキッチンから戻ってきた。

「唐突ですが、お兄様とお呼びしていると、どうしても兄きよう妹だいを意識してしまいます。二人の時は陽よう一いちさんとか、陽一くんとか、陽一先輩とか……名前で呼んでもいいですか？」

　お茶を俺に出すなり小百合は提案してきた。

「小百合はまだ、俺と……その……」

　確認しづらい。俺の恋人になりたいのか？　なんて妹相手に言うことじゃない。

　まだ小百合は諦あきらめてないんだろうか。

「俺と……こ、恋人にとか……思ってないよな？」

「もちろん思ってます。恋人になった上で陽一さんが妹プレイに興じたいというのであれば、私は陽一さんをお兄ちゃんにして差し上げますから」

　なんだかわけがわからないぞ。

　小百合はなにを言ってるんだ？

　俺は今、かなり混乱してる。

「さらっと名前で呼ばないでくれ！　お兄様っていうのも仰々しかったけど、今まで通りで頼む」

「わかりましたお兄様。ああ、本当は兄妹なのに恋人になった上で兄妹プレイに走るなんて、私たちは背徳の限りを尽くす兄妹ですね」

「いやいやいやいや。尽くしてないから背徳の限りなんて！　いったいどこでそんな言葉を覚えてきたんだ」

　小百合はにこりと微笑ほほえんだ。

「インターネットで調べ物をするのは得意なんです。禁じられているからこそ、兄妹の愛は燃え上がるんです」

「ネットに書いてあることを鵜う呑のみにするな！」

「それはそうと……お茶が冷めてしまいます。飲んでくださいお兄様。１００％普通のお茶ですから」

　この前振り……まさか変なクスリなんて入ってないだろうな……。って、いかんいかん、妹を疑ってどうするんだ。

　俺は一服すると落ち着いた。相変わらず小百合の淹いれてくれるお茶は、ほのかに甘みを感じさせる美お味いしさだ。

　改めて俺は確認した。

「小さ百ゆ合りは俺の妹になってくれるか？」

「お断りします。妹以上恋人以下ですから単純な兄と妹という関係には収まりません」

　恋人未満じゃなくて以下なのか。それだと恋人が含まれるじゃないか。

　世せ霊れ音ねは自立したいから。

　友とも美みは対等でありたいから。

　そして、小百合は恋人になりたいから。

　三人ともそれぞれ理由は違うけど、今のままだと普通に妹になってくれそうにない。

　とりあえず、どうしたものか。

「ところで小百合のそのファッションは、いったいどういう風の吹き回しなんだ？」

「イメチェンです。可愛かわいい妹の私から、素敵な恋人の私になるんです。さなぎから蝶ちように生まれ変わるように」

　部屋の中をざっと見渡した。俺に見られても構わないのか、ラックの中にファッション誌が綺き麗れいに収まっている。確か表紙にある雑誌名のロゴの色によって、赤文字系とか分類があるんだよな。万ま里り子こが前に雑談で話していたのを思いだした。

「もうちょっと背が伸びたら、小百合なら読者モデルになれるかもな」

「お兄様ったらお上手ですね。けど、そういうのは優ゆう希きさんに譲ります。私がなりたいのはあくまでお兄様の恋人ですから」

　重い。キラキラした瞳ひとみで見つめないでください。

「どうして急にお姉さんっぽくなったんだ？　友美の影響か？」

「別に長女らしくなりたいなんて思っていません。ただ、妹ポジションの私がこんなにアプローチをしても、お兄様のハートを射止められないのですから、大人びた魅力が足りないのでは？　と、感じたんです」

「そこでファッション誌を独自研究して、そのスタイルに行き着いた……と」

「はい！　今まで地味な服ばかりでしたから」

　女の子として小百合はとってもがんばってる。だからそのことを褒めてあげたい。あげたいんだけど、褒める＝俺が認める＝恋人なんて図式の独自の理論が展開されかねない。

「お、俺は今まで通りの小百合も好きだぞ」

「そうなんですか？　私、方向性を間違えましたか？」

「いや、間違っちゃいないっていうか、バリエーションが増えたっていうか選択肢は多い方がいいわけだし」

　小百合は心底安心したように息を吐ついた。

「よかった。余談ですが、お兄様の好みではないと思って、ギャル系は見送ったんです」

　うっ……それはとっても当たってます。もちろん、ギャルっぽくても話してみれば楽しくおしゃべりできちゃう人だってたくさんいるとは思うけど、正直なところ共通の話題をこっちから振ろうにもなにを話せばいいのかわからないし、妹にギャルっぽい子がいなくてよかったなと……って、なにを弁明してるんだ俺は。

「どうかなさいましたかお兄様？」

「いや、別に……さてと、今日はどうしようか」

「今まで通りで良いのでしょうか？」

「そのことなんだけど、昨日……友とも美みと一緒に紫むらさきさんの部屋に行ったんだ」

「あまり結果は芳しくなかったんですね」

「ああ。現状維持なのかどうかさえ微妙なところだ。とりあえず今週末までは特に動きはないのかもしれない……っていうのが、俺の勝手な希望的観測だ」

「今日がお兄様と二人きりでいられる最後の日なのでしょうか？　別れを惜しむ時間を与えられたのでしょうか？」

　悲観的なセリフを小さ百ゆ合りは笑顔で言った。

「やけに明るいな。もしかして紫さんから何か聞かされてるのか？　正式に期間延長の通達があったとか？」

「いいえ。そういったことは一切ありません。ただ、バラバラになってもお互いの連絡先さえわかればこれで連絡もできますし」

　小百合はテーブルの上に置いていたスマホを手に取った。

「お兄様が気負いすぎることはないと思います。死んで二度と会えなくなるわけではありませんから。それに……書類の上で他人ということになれば、恋人になれますし」

　それで笑顔なのか！　恐ろしい子！

　けど、なんだか少しだけ気持ちがすっきりした。確かに気負ってみたところで、俺にどうこうできる状況じゃない。

　まったく気にしない楽観主義者にはなれないけど、悲観的すぎるのも考えものだよな。

　小百合はまっすぐな眼まな差ざしで俺を見つめている。

　本当に俺と恋人になりたいんだろうか。

「本気なのか？」

「もちろんです。誰だれのためでもなく、私は私のためにそう決めたんです」

　どうしてわざわざ「私のために」なんて言ったんだろう。

　気のせいかもしれないけど、一つだけ心当たりがあった。

　美み佳かのことだ。聞けば否定すると思うけど、小百合は美佳のことを心配して俺に美佳を選ばせようとしてる……のかもしれない。

　だとしたら、妹でありながら小百合は立派なお姉ちゃんだ。

　精神的に打たれ弱いと思っていた小百合だったけど、俺よりもタフじゃないか。

　しかし、それはそれとしてもう一つ気になることがあるな。

「ところで、なんで紫むらさきさんとの交渉がうまくいかなかったのを小さ百ゆ合りが知ってるんだ？」

「え？」

　小百合は真顔になって固まった。

「友とも美みから聞いたのか？」

「そ、そそそそんなことあるわけないです。その話をし始めたお兄様の表情があまり優れませんでしたもので」

「あ、ああ。そっか。察しが良いんだな小百合は」

「それほどでも……ありますけど」

　一瞬、妙な間があったけどいったいどうしたんだ？

　俺が怪け訝げんそうにじっと見つめていると、小百合が焦った口ぶりでまくしたててきた。

「あの、話は変わりますが、お兄様。よろしければ来月のご予定を教えてください」

「予定ってずいぶんと漠然とした聞き方だな？」

「大まかでいいんです。何か普段と違うようなことはありますか？」

「うーん。今の状況がそもそも普段や普通とは違うんだけど……って、そういうことじゃないよな。特に予定らしい予定はないぞ。もちろん、来月まで今のままでいられたらの話だけどさ」

「そうですか……わかりました。さて、今日はこれからどうしましょうか？　夕飯のご用意くらいしかできませんけど」

「小百合は俺としたいことってないのか？」

　俺にできる範囲内のことなら膝ひざ枕まくらでも散歩でも、何でもござれだ。

「お兄様と……したいこと……」

　今、小百合がゴクリと喉のどを鳴らした……気がした。

「へ、変な意味でとるなよ！」

「変な意味ってどんな意味ですか!?　教えてくださいお兄様！」

「俺の掘った墓穴に飛び込んでくるな！　えーと、じゃあ俺の希望を言うぞ」

「は、はい。いつでも心の準備はできています」

　もじもじと膝をすりあわせるようにして頬ほおを赤らめ伏し目がちになる。妹よ、どうしてお前はそんなに極端なんだ。

　俺は胸を張って宣言した。

「勉強だ！」

「それは……夜のお勉強ですか？」

「普通の勉強だ。正直、お金持ちの通う私立校の勉強はついていくのもやっとで……」

「そうでしたか。では一緒にお勉強しましょう。お兄様が三年生の頃ころには、私は一年生。それって素敵ですよね？　もし里親の元に出されても、たくさん勉強をして特待生になって、学園寮に入れるようにがんばります。お兄様と一緒に登校するのが、今から楽しみでなりません」

　その前に俺が退学や留年になるかも……いや、留年だとむしろ小さ百ゆ合りにとっては都合が良いのか!?

　それから夜まで俺は学校の勉強の復習に時間を費やした。小百合は本当に頭がよくて、俺の使ってる教科書をぱらぱらと見て内容を把握してしまった。

　それから俺に問題を作って出したり、数学については俺よりも早く理解して俺がわかるように懇切丁寧に教えてくれた。

　小百合って……テキストから要点を抜き出してまとめる能力がすごく高い。才能って言えるレベルだ。

　マニュアルに頼るなって言ったけど、むしろ小百合はマニュアルを活用すればするほど、すごいことができるのかもしれない。

　そう思うと、なんだか余計なことをしてしまったんじゃないかと心配になってきた。

　夕食は小百合の手作り料理だった。安心の和食だ。一緒に食事をしながら色々話した。

　今の状況がどうなるかはわからないけど、小百合は夏に向けてトマトを栽培するつもりらしい。家庭菜園はこれからも、続けられるなら続けていくそうだ。

　食後に休憩を挟んで復習の続きをした。本来の俺は勉強が苦手だし、苦手なものが好きなはずもないのに、小百合と一緒に勉強すると集中できて、理解が進んで自分の頭が良くなった気がして、なんだか楽しかった。
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　放課後、教室を出る前に万ま里り子こに「待って」と、呼び止められた。

　どうしても俺に聞きたいことがあるのだそうだ。

　改まっていったいどうしたんだろう？　と、思わず身構えてしまったんだけど、質問の内容は「何か食べたい料理はある？」だった。

　いつもお弁当をごちそうになっていて、それだけで感謝してもし足りない。

　なのでよっぽど変なメニューでない限りは、どんなお弁当のおかずでも大歓迎だ。

　と、返したら「お弁当から離れて」とたしなめられた。

　お弁当のおかず以外で食べたいものか。

　言われてみるとなかなか思いつかなくて、正直にそのことを万里子に話してみたところ、俺はなぜか帰り道の途中にあるスーパーに連行されてしまった。

　万里子は夕飯の買い物を頼まれたのだとか。付き添いついでに俺は食材を見ながら、自分が食べたいものを考えることになった。

　うーん、思いつかない。料理が得意なら食材から料理をイメージできるんだろうけど……ますますわからなくなってきた。

　買い物カゴを手にした万里子について歩いていると、スマホにメールが届いた。

　優ゆう希きからだ。今日は帰宅が遅れるので先に部屋で待ってて……か。

　家に帰って一人になるのは久しぶりだ。なんだか少し寂しいな……と、思った直後に気がついた。

　優希には優希の学校での生活があるのに、俺は今日、このあとすぐに優希に会えるのが当然だと思い込んでいたんだ。

　どれくらい遅れるんだろう。五分や十分くらいなら、わざわざメールなんてしてこないよな。連絡を入れないと俺が心配するくらいの時間は、帰ってこないんだと思う。

　生鮮食料品コーナーを眺めながら、ひらめいた。

　今日は俺が優希のためにご飯を作ってみよう。カレーなら調理実習で作ったことがあるし、たぶん失敗もしない……はずだ。

　俺は自分のカゴを持ってきてカレーの材料を集めだした。

　すると、材料を見て万里子は俺がカレーを食べたいのかと聞いてきた。カレーのルーはまだカゴに入れてないのに、どうしてニンジンとジャガイモとタマネギに角切りの豚肉でわかったんだろう。

　万里子は小さく息を吐ついた。確かにカレーはお弁当にならない。みたいなことを俺に言うと、万里子は少しだけ寂しそうな顔をした。

　ああ、そうだった。俺がスーパーに付き添ったのは、食べたいものを考えるためだったっけ。カレーのことで頭がいっぱいで、なおさら思いつきそうにない。

　結局それは俺への宿題にしてもらって、俺はカレーとサラダの材料を買った。

　カレーの具の量が多いと万里子には心配されたけど、たくさん作って冷凍保存すると言うと、彼女は納得してくれた。

　それから万里子は「初心者はカレーに隠し味を入れない方がいい」とも、アドバイスしてくれた。

　隠し味にはインスタントコーヒーとかチョコとかピーナツバターとか醤しよう油ゆとか色々あるけど、入れすぎて失敗するくらいなら、市販のルーの安定した味をレシピ通りに作る方がいいんだそうだ。

　余計なことをしないっていうのも勇気ある選択なんだな。と、おぼろげに思った。




　ただいまを言う相手がいない。

　優ゆう希きの部屋が、妙にがらんとして見えた。リビングに彼女の姿がないだけで、胸にぽっかりと穴が開いてしまったような寂しさがわき上がる。

　一人って孤独だ。思えば毎日誰だれかが俺を待っててくれた。

　この生活が始まった最初の週末に、やっと一人になれる……なんて思ったけど、今じゃ考えられないな。

　優希、早く帰ってこないかな。いや、優希には優希の生活があるんだし、俺が負担になってどうするんだ。

　我慢しろ俺。むしろ、優希が帰ってくるまでの間にやることがあるじゃないか。

　キッチンに掛けてあった優希のカフェエプロンを借りると、俺はシャツの袖そでをまくって装着した。

　よし！　やるぞ！

　意外にも料理道具が一式、優希の部屋のキッチンにはそろっていた。

　ピーラーがあったのはうれしい誤算だ。おかげで最難関のジャガイモの皮むきを無事に終えることができた。

　お米も炊いておこう。これくらいは、ばあちゃんの手伝いでやったことがある。

　優希は冷凍食品ばかりと思ってたけど、ちゃんとご飯は炊いてるみたいだ。お米をといで炊飯器にセットし炊飯ボタンを押した。

　調理といってもカレールーのパッケージにある通りにやるだけだ。

　野菜と肉を鍋なべで炒いためてから水を加えて煮立て、アクをとって蓋ふたをし、しばらく弱火で野菜に火が通るまで煮る。

　するとだんだん、なんとも言えない懐かしい匂においがし始めた。

　カレーかシチューか、どっちになるかわからない段階の、この鍋なべから立ち上る優しい匂においが俺は好きだ。

　キッチンでじっと鍋を見ていると、突然背後から抱きしめられた。

「兄さん。ボクのお嫁さんになってよ！」

「う、うわああああああ！」

　驚いて悲鳴を上げると、俺を背後から抱きしめた相手も驚いて尻しり餅もちをついた。

　ふわりとスカートがまくれて白い布地が見えた気がする。

　俺は慌てて視線を彼女の顔に向けた。

「ご、ごめん兄さん！」

「びっくりさせないでくれ。心臓が止まるかと思ったぞ」

　俺が手を差し伸べると、優ゆう希きはその手を取って立ち上がった。モデルみたいにすらりとした背の高い妹だ。

　スカートを穿はいている。中学校の制服姿だった。

「優希。スカートを穿けるようになったんだな」

「う、うん。これも兄さんやみんなのおかげだよ。先週の土曜日にメイド服を着たのも良い経験になったと思う」

　そう言いながら優希はスカートの端っこをちょいっとつまみ上げて、ため息を吐ついた。













「けど、スカート姿で外出できるようになったのは制服の時だけだし、学校に行くので精一杯だし……まだまだ女の子としては修行の身さ」

　屈託の無い笑顔で優ゆう希きはスカートの端を離した。

　彼女は友とも美みとはまた違った意味で男の子っぽい妹だ。今まで男装で通してきたけど、俺との出会いをきっかけに女子力アップを目指して特訓中である。

　努力の甲か斐いもあって、この短期間のうちにスカートで登校するまでに成長した。

　けど、学校に制服で登校する以外は、まだスカートで外出するのは難しいみたいだな。

　優希がコンロの上の鍋なべをじっと見つめて小さく首を傾かしげた。

「兄さん。もしかして料理をしてるのかい？」

「ああ。化学の実験じゃないぞ。ちゃんと食べられるものができる予定だから、安心してくれ」

「カレーかな？　ホワイトシチューかな？」

「カレーだ！」

　優希の瞳ひとみがキラリと輝いた。

「やったぁ！　ボク、カレーが大好きなんだ。どうして兄さんはボクの好物を知ってたの？」

「可愛かわいい妹のことならなんでもお見通し……と、言いたいところだけど偶然かな。料理初心者の俺が失敗しなそうなのがカレーだったんだ」

　小さく飛び上がって優希は声を上げた。

「偶然でもうれしいよ！　これは幸福な運命だね兄さん」

　見た目は大人っぽいのに、純粋で子供っぽいところもある。無邪気なせいか、胸が大きく縦に揺れたり、スカートがはだけたりするのに気づいてない。

　優希の純真さが時折、兄は心配です。

　小躍りする優希にお願いして、俺はリビングで待ってもらうことにした。

　鍋の具材に十分に火が通ったところで、一度コンロの火を止めると俺はカレールーを鍋に入れた。ルーを十分に溶かしきってから、焦がさないよう弱火で煮込めば完成だ。

　ちょうど、ご飯も炊きあがった。

　水洗いしたレタスをちぎってトマトを切ってサラダもなんとか形にする。

　優希と二人で食卓を囲んだ。一緒にご飯を食べることって、こんなにも幸せなことだったんだ。自分が作った料理を食べてもらえるんだから、なおさらだ。

　じっちゃんとばあちゃんと別れてからしばらくは、一人でご飯を食べる寂しさに気づく余裕もなく状況に流されっぱなしだった。妹たちと出会ってからは、こうして一緒に食卓を囲めるおかげで寂しさもすっかりなりを潜めていた。

　今日、優希がいなかったことでありがたみに気づくなんて、つくづく俺はだめな奴やつだ。

　カレーは自分で作ったことが嘘うそみたいに、安定した美お味いしさでできあがった……と思う。優ゆう希きも一口食べてますます喜んでくれた。

「兄さん！　このカレーにはどんな隠し味が入ってるの？」

「愛情……かな」

　優希の顔が耳まで真っ赤になった。あっという間にカレーを平らげる。

「お、おかわりいいかな？」

「おう。たくさん食べてくれ」

　おかわりしてもらえるのって……無性にうれしい。料理を作る人って、もしかしてこの気持ちよさがあるから作るのが癖になってるんじゃないか？

　喜んで食べてくれる人がいる。

　これって、やっぱり、すごくすごく幸せなことだ。




　食後に優希は洗い物をし始めた。勝手に料理を作ったんだから俺がするべきところだけど、優希は率先してやってくれた。

　残ったカレーは小さなタッパーに小分けして、あら熱がとれてから冷凍庫行きだ。

　食後にリビングでコーヒーを飲みながら優希が微笑ほほえんだ。

「兄さんのカレーをみんなにも食べさせてあげたいな。すごく、すっごく美味しかった」

　レシピ通りのカレーだから、あんまりハードルを上げられても困るんだけど……。

　ふと部屋の時計を見ると時刻は午後八時を回っていた。

　落ち着いたし、そろそろ優希にも確認しておこう。

「なあ優希。俺の妹にならないか？」

「それは……できないんだ兄さん」

「優希もか」

「うん。兄さんの妹になったら、ボクはきっと兄さんに甘えちゃうから」

「甘えてくれてもいいんだぞ。頼られるのも家族のうちだ」

「ボクもそんな言葉を言えるような、立派な人間になりたいんだ」

　無条件な尊敬の眼まな差ざしが俺に注がれた。立派だなんてとんでもない。優希は俺を過大評価しすぎだし、俺は……口だけで行動も結果も伴わない人間だ。

「だからボクが成長して自立できた時に、改めてお願いしようって決めたんだ。ボクのお兄ちゃんになってくださいって」

　それが優希の「お前をお兄ちゃんにしてやろうか!?」なのか。

　友とも美みと少し似てる気がする。けど、優希の場合はその気持ちの表し方が自然な感じだ。

　一緒に競い合おう！　じゃなくて、成長をそっと見守ってあげたい。と、思った。

　優希を見つめていると、彼女がもじもじとし始めた。

「に、兄さん！　本当だよ！」

「いやいや、疑ってないぞ。それとも何か他ほかに理由があるのか？」

「あ、あああ、あるわけないじゃないか兄さん！」

　これは……あるな。

　優ゆう希きなら余計に「その可能性」が濃厚になる。

「なあ優希。世せ霊れ音ねも友とも美みも小百合も……みんな俺の妹にならないのは……もしかして俺に美み佳かを選ばせるためなんじゃないか？」

「……えっと。それ以上は聞かないで！」

　すっかり困り顔になった優希に、俺は世霊音とのやりとりを思いだした。妹たちだけの会議が俺に「秘密」になっているのは間違いなさそうだ。

　美佳のこともみんなで決めたのかもしれない。美佳自身がどう思っているのかはわからないけど……。

　ともあれ、優希をこれ以上問い詰めて困らせても始まらないな。

「わかった。ええと、現状について俺から報告をしていいかな？」

「うん。ボクらはどうなるの？」

「火曜日に友美と一緒に紫むらさきさんの部屋に行ったんだ。けど、肝心なことは何一つ教えてもらえなかった。今週末にもう一度、全員が集まったところで紫さんからなんらかの発表があると思う」

「そっか。その内容次第でボクらは離ればなれになるかもしれないんだね」

「できるかどうかはわからないけど、俺はみんなと一緒に居たい。その気持ちは伝えた」

「大丈夫だよ兄さん。きっとうまくいくよ」

　先ほどまで不安げだった優希が、笑顔をはじけさせた。この表情につい、ドキッとしてしまう。相手の心を優しく照らす春の柔らかい日差しみたいな笑みだった。

「ありがとう優希。俺も元気が出てきたよ」

　俺が前向きじゃなくて、誰だれが前を向いてみんなを引っ張っていけるんだ。

　優希に大事なことを気づかせてもらった気がした。

　もし、離ればなれで暮らすことになっても、俺たちは自分たちが望む限りつながっていられる……って！　こういう時にこそ使えばいいんじゃないか。

　万ま里り子こに教えてもらったばかりのＳＴＲＩＮＧが役に立ちそうだ。

「そうだ優希。ＳＴＲＩＮＧって知ってるか？」

　優希が笑顔のまま首を傾かしげた。

「え、えーと、なにそれ？」

　台詞せりふが棒読みだ。これまた知ってるみたいだな。けど、知らないということにしておきたいみたいだ。優希がそう思うなら、そうしよう。

　妹には妹のプライベートがある。土足で踏み込むのはデリカシーがない悪い兄だ。

「いや、知らないんならいいんだけど」

　すっと優ゆう希きは立ち上がった。

「兄さん、おかわりはいるかい？」

　コーヒーカップがいつの間にか空になっていた。ミルクと砂糖たっぷりでお願いする。ちなみに今日も優希はブラックコーヒー党だった。




　今後のこととか、諸もろ々もろ確認したところで俺は気になることを聞いてみた。

「ところで優希は今日、学校で何かあったのかい？」

「うん。実は……部活見学をしてたんだ」

「優希は中三だよな？」

　三年生は部活を引退して受験に集中するのが普通だ。入部できるものなんだろうか？

「ほ、本当に見学で、見てるだけだよ。入部するつもりなんてないし」

　眉まゆ尻じりを下げて困ったような顔で優希は俺から目を背けた。よく見ると目が泳いでいる。手にしているコーヒーカップの水面が嵐あらしのように波打っていた。震えすぎだ！

「どうしたんだ優希？　コーヒーの飲み過ぎでお腹なかでも痛くしたか？　さすってあげようか？」

「お腹が痛くなったらさすってくれるの!?　兄さん、ボク……飲むよ。お腹が痛くなるまでコーヒーをがぶ飲みするよ！」

「しなくていい！　ということはお腹は痛くないんだな？」

「う、うん。痛くないよ。痛くない腹は探られてもどうってことないし」

　優希の目がさらにダイナミックに泳いだ。さっきからこっちを見てくれない。

「何か隠し事をしてないか？」

　ビクンッ！　と、優希の肩が跳ねる。

　なんてわかりやすすぎるんだ。優希は素直だな。

「もし優希さえ良ければ、なんだって相談に乗るぞ」

「う、うう……じ、実は……部活見学のことなんだけど……」

　俺が黙って聞いていると優希はぼそりと続けた。

「見学っていうか、の、のぞきっていうか……」

　なんとなく察しがついてしまった。けど、最後まで聞こう。

「のぞきっていうのはどういうことだい？」

「ぼ、ボクはもう三年生だし、入部なんてとんでもないし」

「えっと……どんな部活をのぞいたのかな？」

「さ、茶道部と華道部と手芸部に料理研究部かな」

「どれも女子力高めな部活だね」

「女の子らしくなる勉強になるかと思って……けど、部員はみんな女の子で……は、話しかけづらくて」

　学校だけとはいえスカートを穿はけるようになった優ゆう希きが、さらなる女子力の高みを目指していた。

　けど、のぞきに罪悪感があるみたいで、さっき俺を勇気づけてくれた笑顔がすっかりなりを潜めてしまう。

　俺は同意するように頷うなずいた。

「三年生は受験に向けて部を退くものだ。運動部なら夏の大会までっていうのが一般的だよな。いくら文化系とはいえ、春先に三年生が入部希望っていうのは、ちょっとな」

「そうなんだ兄さん。だから窓の外からとか、扉をちょこっと開けてこっそり……なんだか自分がいけないことをしてるように思えてきて……」

「大丈夫だよ。優希なら歓迎してもらえるって。堂々と見学させてもらえばいいんじゃないか？」

「えっ!?」

「うまく行くっていう根拠もちゃんとあるぞ。優希は良い子だからな。嫌われる要素なんてどこにもない。ただ、さすがに入部っていうのは無理があると思うから、普通に見学させて欲しいってお願いしてみたらいいんじゃないか？　女の子らしさを磨きたいって言ってみるんだ」

「それって部の人たちに気を遣わせるよね」

「今のままコソコソのぞき見をしてる方が怪しまれると思うし、優希なら大丈夫だよ。まあ、これは仕方の無いことだけど、部活の都合で無理って言われたらきっぱりすっぱり諦あきらめること。注意点はそれくらいじゃないか？」

「兄さん……わかった。ボク、やってみるよ」

　笑顔を取り戻した優希に自然と俺も笑顔になっていた。

　すっきりした表情で優希は軽く背筋を伸ばす。背中を反らすと胸が強調されて……やばい。妹なのになんでこんなに見ちゃうんだ。兄失格だぞ俺。

　背筋を元に戻すと優希ははにかんだ。

「やっぱり兄さんには甘えちゃうな」

「お、俺は優希の相談を受けただけだし、これで甘えるなんて言ったら……」

　友とも美みのリクエストした膝ひざ枕まくらのことが脳裏をよぎった。

「えっと、なに？　兄さん」

「な、なんでもない」

「おかしな兄さん」

　くすくす笑う優ゆう希きはそのまま続けた。

「甘えるついでに質問してもいい？」

「俺に答えられる範囲内ならなんでもこい！　だ」

「えっとえっと……もし、ボクに彼女ができたら兄さんはどうする？」

　優希がほっぺたを赤らめた。

「彼女かぁ。そうだな部活見学をしている時に、後輩の女子に優希がすっかり一目惚れされちゃって……って、彼女はだめだろ！　せっかく優希は女の子らしくなったんだし」

「まだまだボクの女子力は精進が足りないよ。じゃあさ……彼氏ができたらどうかな？」

　なんで急にこんな質問をし出したんだろう。優希は彼氏が欲しいのか？

　それは……悪いことじゃない……よな？

　悪いわけがない。良いことだ。なんか……もやっとするけど。

　俺は極力理性をフル稼働させて優希にアドバイスした。

「彼氏を作るのは優希の自由だし、優希の女子力がその男子に認められたってことだから、兄としては嬉うれしいぞ」

　優希は目を丸くさせてから小さく頷うなずいた。

「う、うん。けど兄さん、今のはあくまでもしもの話だよ。本当にもしもの話だから！」

　こんなに必死になって否定するなんて。

　もしかして今日、帰宅が遅れたのは……彼氏と会ってたから……？

「そ、そっか。もしもの話だよな」

「そうだよ兄さん。やだなー。はっはっはっは」

　イケメン風の決め顔で笑う優希に、俺は合わせて笑うしかなかった。

　妹に彼氏ができるのは自然の成り行きなのに、なんでこんなに俺……もやもやしてるんだ？
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　週末になるとクラス内の雰囲気はずいぶんと華やかな感じになった。来週の月曜日は昭和の日なので三連休だ。

　妹たちとのやりとりにいっぱいいっぱいで、実は連休になることも今朝まで気づいていなかった。そういえばゴールデンウイークか。その頃ころには俺たちはバラバラなのかもしれないと思うと、なんだかまた気が重くなってきた。

　優ゆう希きに励まされたばかりなのに。顔に出てたみたいで万ま里り子こにも心配されてしまった。




　放課後、マンションに戻ると俺は二階の２０１号室を訪れた。

「おかえりにーちゃま！　メープルもにーちゃまを歓迎するって！」

　無邪気な笑顔の美み佳かに俺は「ただいま」と返す。

　やっぱり、美佳を守ってあげるのが最善策……なのかな。

　美佳に手を引かれてリビングに入る。テーブルの上には豚の貯金箱とタブレットが載っていた。

　美佳が俺をソファーに座らせる。

「にーちゃま、ココアでいいですか？」

「あ、ああ。お願いするよ」

　メープルをスツールの上に座らせてから、美佳はマシュマロ入りのホットココアを作り始めた。

　ココアができあがって、お盆に載せて美佳がリビングのテーブルまで運ぶと俺のスマホからピコン！　と、電子音が鳴った。

　美佳がテーブルの上のタブレットを手にする。

「あれぇ？　なんにもきてないね」

「鳴ったのは俺のスマホだよ」

「そっかぁ。みーちゃんかんちがいでした」

　ぺろっと下を出して、美佳はこつんと軽く自分の頭をこづいてみせた。なんて可愛かわいい生き物なんだ。

　俺がスマホを確認すると、画面にメッセージ欄が表示されていた。ＳＴＲＩＮＧのチャット機能だ。

　チャットを飛ばしてきたのは万里子だった。というか、万里子しか登録してないので当然である。

　内容は「宿題の答え待ってるから」というものだ。

　週末中には必ず決めるから、もう少し待ってくださいと俺は敬語で返信した。

　万ま里り子こからお許しを得てほっとしたところで、美み佳かが俺のスマホの画面を見ながら声をあげた。

「これ、みーちゃんも知ってる！」

「これってＳＴＲＩＮＧのことか？」

「えっとね、お話ししたりチャットしたりするんだよ。スタンプが可愛かわいいいんだよねぇ」

　美佳のタブレットにＳＴＲＩＮＧのアプリなんて入ってたっけ？　単に俺が見落としてただけかもしれないけど。

　美佳が自分で見つけてインストールしたんだろうか？

「美佳は誰だれかにＳＴＲＩＮＧをインストールしてもらったのか？」

「うん。ねーちゃま！」

　ああ、なるほど紫むらさきさんか。何かあった時に美佳から緊急の連絡を受けるのにも、ＳＴＲＩＮＧは便利そうだしな。

　俺が納得したところで美佳の顔が青ざめた。

「ど、どどどどうしようにーちゃま！」

「どうしようって、大丈夫か美佳？」

「みーちゃんね、アプリのことはにーちゃまに秘密にしなきゃいけなかったの」

　それは大変だ。早く俺は階段から転げ落ちて記憶喪失にでもならないといけない。

「わ、わかった。俺は記憶を消す」

「み、みーちゃんとメープルのことも忘れちゃうの？」

「忘れない。けど、美佳がＳＴＲＩＮＧを使えることだけ忘れるから」

「よかった。一時はどうなるかとおもいました」

　泣き出しそうな顔からほっと安あん堵どの息を吐ついて、美佳は力なく微笑ほほえんだ。

　何か別の話題に変えよう。

「あ、あのさ美佳。先週の日曜日のことなんだけど……」

　しまった、つい重い話題を振ってしまった。

「みーちゃん明日が楽しみだなぁ。メープルもねーちゃまたちにセクハラし放題だって」

「おいおいメープルは自重しなさい。いや、その……」

　美佳が言う楽しみっていうのは、みんなで俺の部屋に集まることだよな。

「どしたのにーちゃま？」

　俺は一度呼吸を整えると、美佳の顔をじっと見つめてから口を開いた。

「美佳……俺の妹にならないか？」

「にーちゃま、だーめ」

　だーめ。ですか。美佳にも俺は兄失格を言い渡されてしまった。

「どうしてだめなんだい？」

「にーちゃまがみーちゃんだけのにーちゃまになるのはだーめ。みんなのにーちゃまになってくれるなら、にーちゃまをお兄ちゃんにしてあげる！」

　無む垢くな笑みに俺は思った。

　お前を妹にしてやる。って言葉はどこからみても上から目線だ。ならないか？　と、言い換えてみても本質は同じだ。

　対等……なのかな。美み佳かにそんな意識はないと思う。けど「お兄ちゃんにしてあげる」っていう言葉は、俺の「妹になれ」っていう言葉が鏡みたいに反射して生まれたものなのかもしれない。

　俺はみんなのお兄ちゃんにしてほしいんだろうか。

　……してほしいと思う。

　この先、太たい子し堂どう家の遺産のこととか全部無関係になって、それでも俺はみんなのお兄ちゃんにしてほしいし、みんなが俺をお兄ちゃんと呼んでくれるなら……。

「にーちゃま、むむむ顔だよ。難しいこと考えてるの？」

「あ、えっと。難しいことじゃなくて、俺が難しく考えすぎてたっていうか……なんでもないんだ美佳」

　美佳は心細そうに瞳ひとみを潤ませると、しゅんとうつむいてしまった。

　席を立ち、俺の耳元にそっと口元を寄せてささやく。

「あのねあのね……秘密にしてなきゃなんだけどね……」

「秘密？」

「ねーちゃまが……友とも美みねーちゃまがいなくなっちゃうかもしれないの」

「友美が……いなくなる？」

「うん。これは秘密だよ。だからにーちゃま忘れてね」

「お、おう」

　野ウサギみたいにぴょんと跳ねて、美佳は自分の席に戻った。

「友美になにがあったんだい？」

　考え込む顔──美佳が言う「むむむ顔」をしてから、美佳はゆっくり大きく頷うなずいた。

「友美ねーちゃまに彼氏ができたんだって。秘密だよ」

「は、はぁ!?」

　つい声が大きくなって、美佳が驚いてビクンっとなった。

「ご、ごめん美佳。驚いちゃって」

「う、うん。みーちゃんもびっくりしたし、にーちゃまがびっくりするのもふつうだから。あのね……友美ねーちゃまに彼氏ができて、みーちゃんたちのこと、いらないってなったらどうしよう」

「そんなこと友とも美みは言わないと思う……けど、彼氏か。友美は男の子の趣味に理解があるし、男っぽいようでいてすごく甘えん坊なギャップ的な可愛かわいさもあるから、モテてもなんの不思議もないよな……ははは」

　美み佳かはうつむいて続けた。

「みーちゃん、友美ねーちゃまのこと好きだよ。ゲームを教えてくれるし、ゲーム上手だし、それにおっぱいおっきいし！」

　そ、それも魅力ですか。まさか美佳がおっぱい星人だったとは。

「美佳が大好きなんだから、男の子から見ても友美はすごく魅力的だよな。彼氏ができたって、ふ、普通のことだよ」

「でもでも、友美ねーちゃまね、彼氏とデートしたことないんだって。だからにーちゃまにお願いするかもって」

　ふと、昨日の優ゆう希きの話を思いだした。

　もしもの話だけど、妹に彼氏ができたらどうする？

　まさか、このことだったのか!?

「友美が俺になんのお願いをするんだ？」

「デートの練習したいって友美ねーちゃま言ってたの。にーちゃまなら適任だって。みんな最初は反対してたけど、小さ百ゆ合りねーちゃまが『姉妹なら協力した方がいい』って、みんなを説得したんだよ」

　小百合が友美の背中を押したのか。つまり、妹たちの承認を得た上で俺にそのお願いをしてくるってことだよな。

「じゃあ、もし俺がそれを断ったら……」

　みんなの気持ちまで否定することになる。

「みーちゃんどうしていいかわかんないよ。メープルはにーちゃまと友美ねーちゃまがデートするなんて十年早いって言うけど、にーちゃまがしなかったら友美ねーちゃまが泣いちゃうかもしれなくて、けど、うまくいったら友美ねーちゃまはデートの達人になっちゃうから、彼氏といちゃいちゃでとられちゃうかもしれないんだよ。みーちゃんたち、ないがしろですか？」

　美佳は悲しそうな瞳ひとみで俺に訴えた。本当に心から心配してるみたいだ。友美の幸せも願っているけど、離ればなれになる不安もあって、小さな胸がいっぱいみたいだ。

　俺は立ち上がると座ったままの美佳をそっと抱き寄せる。

「友美は美佳のことを絶対に忘れないし、ないがしろになんてしないから」

「ホントに？」

「ああ。友美に彼氏ができたって俺たち兄きよう妹だいの関係は、なにも変わったりしないよ」

　そっと美佳の身体からだを解放すると、すぐさま、今度は美佳の方から俺に抱きついてきた。

「うん！　そうだよね！　みーちゃん元気になりました。ありがとうにーちゃま！」

　俺にぴったりと張り付くように抱きついて美み佳かは笑顔になった。

　しかし……友とも美みに彼氏か。火曜日に会った時にはそんな素振りなんてなかったのに……いったい彼氏ってどういうやつなんだ？　変なやつだったら兄としてきちんと抗議しないと……って、俺がそういう口出しをするべきじゃない。ないはずだ。

　なのにどうしてこんなにも、俺は動揺しちまうんだ。
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　土曜の朝七時から７０１号室は賑にぎやかだった。

　妹たちが一斉に部屋にやってきたのだ。

　今回は全員メイド服といったコスプレはせずに、それぞれ私服姿だった。別に……期待していたわけじゃないぞ。妹メイド軍団じゃなくて、ほっと一安心だ。

　世せ霊れ音ねの私服はゴスっぽい。相変わらず部屋着とのギャップが激しいな。

　美佳はロリータ系だった。服を選んでるのって、やっぱり紫むらさきさんなんだろうか？

　友美はボーイッシュなショートパンツだった。活発な友美にはよく似合ってる。

　彼氏ができても、服装は一日二日じゃ変わったりしないよな。けど、そのうち彼氏の趣味に合わせて友美が変わっちゃったりすることもあるんだろうか。

　優ゆう希きはＴシャツにジーンズという定番のスタイルだ。なにを着てもスタイルの良さで着こなしてしまう。スカートに馴なれるためにもジーンズ禁止法の制定が待たれるところだ。

　とはいえ俺がそのことを言うと、無理にスカートを穿はいてパニックに陥る可能性もあるから、今は優希の自主性を見守ろう。

　小さ百ゆ合りはというと、ウィッグこそつけていないものの、今日も可愛かわいいワンピース姿だった。

　派手になりすぎず清せい楚そさそのままに、より女の子らしい服のチョイスに磨きが掛かった感じだ。

　そんな小さ百ゆ合りがエプロンを身につけると、さっそく朝食の準備を始めた。優ゆう希きが自主的にそれを手伝う。

　世せ霊れ音ねが美み佳かと一緒に、ケーブルテレビでアニメを見始めた。

　友とも美みはあくび混じりに食卓に食器を並べ始める。

「ほら、にーちゃんも手伝う手伝う！　働かざる者食うべからずだぞ！」

　普段通りの友美だった。

「あっちの二人はいいのか？」

　二人は並んでテレビ画面に夢中になっている。変身ヒロイン戦隊モノだ。友美がにんまり笑った。

「世霊音には取材、美佳には情操教育になるからいいんだ。それよりにーちゃん洗濯物ため込んでないか？」

　お皿とグラスを人数分出し終えると、友美はきびきびとした足取りで洗濯機のあるバスルームの方に行ってしまった。

　俺は友美についていく。二人きりの方が聞きやすい。

　ドラム式洗濯機の前で柔軟剤と洗剤を手に「うーん、二択かぁ。どっちがどうなんだ？」と迷っている友美に、俺は話しかけた。

「な、なあ友美」

「あ！　ちょうどよかったにーちゃん。どれをどこに入れたらいいんだ？」

「液体洗剤はここで、柔軟剤はここを引っ張って出たトレーに流し込めばいいんだ」

「サンキュー」

　洗濯機を回し始めた友美が、振り返るなり俺の顔をのぞき込む。

「それで、にーちゃんなんの用事だ？　まさかあたしとハグできなくて寂しくなっちゃって、一人になるのを待ってたのか？」

「ち、違う！」

「じゃあなんだよぉ。素直になれよぉ」

「あの……だな……その……えっと……」

　言葉が続かない。彼氏ができたって本当か？　だなんて、突然切り出したら友美に怪しまれるに決まってる。

　誰だれから聞いた？　って話になれば、ますますまずい。

　友美はきょとんとした顔をした。

「にーちゃんどうしたの？」

　俺は慌てて洗濯機を指さした。

「そうそう！　乾燥機能はこのボタンを押しておけば、自動でやってくれるから」

「あ！　ごめんごめんボタン押し忘れてたよ」

　それから友とも美みはじっと俺の顔を見つめた。

「んで、それだけじゃないんでしょ？」

「べ、別に……ただ、この前はごめんな」

「しょーがないじゃん。大おお嵐あらしだったんだし」

　友美はあっけらかんと笑ってみせた。怒って……ないのか？

「あ、あの……最近、何か変わったことってないか？」

「変わったこと？」

　じーっと友美が俺を見つめながら、突然抱きついてきた。胸の膨らみが押し当てられる。柔らかい。それに密着すると友美からは、なんとも言えない良い匂においがした。

「お、おい！　いきなりなにを……」

「声を大きくするとみんなが来ちゃうぞにーちゃん？」

　俺は声を殺して反論した。

「脅迫するな。放してくださいお願いします！」

「だって変わったことがないかにーちゃんが聞いてきたんじゃん」

「それと抱きつくのと、何か関係があるんでしょうか？」

「大ありだよ。最近ちょっと大きくなったんだ。もちろん太ったわけじゃないからね！」

「わかった。わかりました。理解いたしました」

「よろしい」

　満足そうに笑うと友美はようやく俺を解放した。

　ほっとした俺の背後に気配が生まれる。ひやりとしたものを感じて振り向くと、そこにはエプロン姿の小さ百ゆ合りが立っていた。

「あら、お兄様こんなところにいらしたのですね？」

　見られたッ!?　小百合は乾いた笑みを浮かべて棒読み気味に俺に告げた。怒りを押し殺してる感がありありと伝わってくる。

　友美が笑顔で聞いた。

「どーしたんだ小百合？」

「朝食のご用意が整いました。お二人ともいらしてください」

　友美の笑顔に対抗するように、にこやかに告げると小百合は足音も立てずにダイニングの方に歩いていく。

「ほら行こうにーちゃん」

　友美に手を取られて、俺は口から半分魂が抜けかけた状態で廊下を引きずられるように歩いていった。




　朝食はクロワッサンにスクランブルエッグとボイルソーセージにカボチャのポタージュ。それと野菜ジュースにミニサラダというメニューだった。

　どれも美お味いしかった。

　食べながら、なにげない会話のように友とも美みが俺にさらりと告げた。

「にーちゃん。あのさ……彼氏ができたんだ」

　知ってた。とは言えない。ぼんやりとした眼まな差ざしの俺に、友美はぷくっとほっぺたを膨らませると口を尖とがらせた。

「なんだよー。もっとショックを受けてくれてもいいじゃんか」

「い、いや。ごめん」

「謝られると余計にこっちが困るだろ」

「じゃ、じゃあ、おめでとう！」

「ありがとうにーちゃん」

「みんなは初耳……じゃあないみたいだな」

「うん。もう報告済みだからにーちゃんが最後になったんだ。別に驚かせようって気はなかったんだけどね。あたしも夏には十六歳じゃん？　彼氏の一人や二人いる方が健全っていうかさ」

「ふ、二人はまずいだろ！」

「たとえ話だって」

　俺は食卓を見回した。世せ霊れ音ねは半分目を閉じたような眠そうな顔をして、我関せずといった感じだ。小さ百ゆ合りはもじもじと何かを我慢しているように見えた。

　優ゆう希きは美み佳かに視線を向けて心配していた。美佳はというと、あんまり元気がない。この話題は美佳にとっては、相変わらず由々しき問題のままみたいだ。

　友美が俺に続けた。

「でさ、にーちゃんにお願いがあるんだけど……」

　友美が本題に入ろうとしたところで、チャイムが鳴った。

「ごめん友美。お客さんみたいだ」

　来客に心当たりは一人しかいない。友美は肩を落とした。半分寝ていたような世霊音が目を見開く。小百合は一層不安げになり、優希は……俺の顔を見つめると真剣な眼差しで頷うなずいた。美佳もじっと俺を見つめている。

「たぶん紫むらさきさんだな」

　インターホンまでいってドアのロックを解除すると、紫さんがスーツ姿でダイニングに姿を現した。全員が席から立ち上がる。

「お食事中のところ失礼いたします」

　そう前振りをしてから、紫むらさきさんは俺に確認した。

「妹を一人、決めることはできましたか？」

「選べません」

「そうですか……」

「俺は相続権を放棄します。期限までに選べなければそうなるルールですよね？」

「はい。陽よう一いちさんの仰おつしやる通りです」

「期限は……過ぎたんですよね？」

　俺を含め、全員が紫さんの次の言葉を待った。紫さんは小さく息を吐つくと眉まゆ一つ動かさず、淡々とした口ぶりで告げた。

「いいえ」

「期限はまだ過ぎていないってことですか？」

「そういうことになります」

「じゃあ、なんで二週間なんて言ったんですか？　本当は、もっと長い期間だったってことですよね？」

「二週間で決められるとこちらで判断したためです」

「それも遺言ですか」

「それは……はい」

　紫さんが一瞬、言いよどんだ。何かに迷うように。

「本当の期限はいつなんですか？」

「遺言によりお答えできません……ただ」

　紫さんは氷よりも冷たい眼まな差ざしで俺に告げた。

「早く決めることをおすすめします……後悔しないためにも」

「後悔……って」

「妹候補の皆様には、任命された場合の拒否権はありません。陽一さんの決定は絶対です。そのことはお忘れ無く」

「俺は……選ばない」

　一人を選ぶ後悔と遺産の相続権を失う後悔。普通なら後者の後悔の方が大きいものなんだと思う。

「そうですか。では、失礼いたします」

　一礼すると紫さんは出て言ってしまった。緊張した空気が一気に弛し緩かんする。

　俺は大きく息を吐きながら呟つぶやいた。

「なんなんだよ……後悔って」

　今日の訪問は以前にも増して事務的な印象だった。それに脅しまでかけられたような気がして、釈然としない。

　やっぱり紫むらさきさんにとっては、俺たちは仕事上のみの付き合いっていうか、あくまで依頼人との契約を履行するためだけの関係なんだろうか。

　妹たちはそれぞれ席に着き直した。

　友とも美みが気まずそうに呟つぶやく。

「あ、あのさにーちゃん。どんまい！」

「どんまいって……俺、なにかまずいことでもしたかな。存在自体がまずいのか？」

　小さ百ゆ合りが首を左右に振った。

「いけないのは肝心なところで答えてくださらない紫さんの方です。お兄様は悪くありません」

　優ゆう希きもコクコクと何度も首を縦に振る。

「そ、そうだよ兄さん。ボクは難しいことはわからないから、あえてここは楽観的でいてもいいと思うな」

　美み佳かがメープルをぎゅーっと抱っこした。

「みーちゃんたち、まだ一緒にいていいの？」

　俺は美佳の言葉にゆっくり頷うなずく。

「ああ。大丈夫みたいだ」

　それでも「早く決めないと後悔する」なんて言われたら、やっぱり内心落ち着かない。

　世せ霊れ音ねが澄んだ声で呟いた。瞳ひとみが虚うつろだ。俺たちの目には映らない何かを見ているような、神秘的な表情だった。

「……お兄ちゃん。最終期限はありますか？」

「最終期限か。紫さんのあの言い方だと、あるだろうな」

　俺の言葉に世霊音はちょこんと頷いた。

「……選考期間内に早く決めないと……いけないのは……」

　世霊音が時間を止めたみたいに動かなくなる。心配になって俺は聞き返した。

「いけないのは？」

「……すぅ…………すぅ……あれ？　おはようお兄ちゃん」

　世霊音は大あくびをして目をこすった。もしかして、寝ぼけてたのか？

　小百合が小さなあごを指でつまむようにしながら口を開く。

「いつまでが選考期間なのかと、早く決めた方が良い理由についてはわかりませんでしたね。紫さんから聞き出すことは難しそうです」

　友美がにかっと笑った。

「じゃあさ、追い出されるまで今の暮らしを楽しめるな！」

　後ろ向きな前向きさだけど、一理あるか。

　いや、これを認めて安易に流されていいのだろうか？

　俺が迷っていると、友とも美みが明るく俺に続けた。

「んでさ、話を戻すんだけど……にーちゃんにお願いがあるんだ？」

　紫むらさきさんの登場で友美の話が中断されっぱなしだったな。改めて俺は友美に向き直った。

「そういえば話の途中だったな。先に断っておくぞ。お願いについて聞くだけ聞くけど……俺にできること以上のお願いをされても叶かなえられないからな」

「できるって！　いけるいける大丈夫！　にーちゃん……あたしとデートしようぜ！」

「ど、どうして？」

「ほら、彼氏と本番する前に、練習しときたいじゃん。妹選びの期限だってまだ先みたいだし、可愛かわいい妹のお願いなんだからさ、聞いてくれるよな？」

　俺はちらりと小さ百ゆ合りの表情を確認した。柔和な顔つきだ。一番に反対しそうな気がするのに、小百合が友美に協力的というのは本当みたいだ。

　小百合は俺の視線に気づいてにっこり微笑ほほえんだ。

「友美さんのたっての願いです。叶えてあげてくださいお兄様。時間が有限ならなおさらです。私は姉妹の幸せを願います。みなさんそれぞれに彼氏ができたなら、その交際がうまくいくよう、全力でサポートしますから」

　にこやかに宣言する小百合に、俺の背筋が震えた。

　もし、世せ霊れ音ねにも優ゆう希きにも美み佳かにも彼氏ができて、小百合が彼氏を作らなかったとしたら……。

　小百合の未来予想図に描かれているのは、俺と小百合二人だけの姿じゃないだろうか？

　どうりでさっき、友美と俺が偶然密会したような形になったところに遭遇しても、怒らなかったわけだ。

　小百合の宣言に美佳がくりっとした瞳ひとみを潤ませた。

「そっか。みーちゃんが浅はかでした。小百合ねーちゃまは、友美ねーちゃまに幸せになってほしかったんだね。みーちゃん、小百合ねーちゃまを尊敬ですから」

　美佳から放たれる純真無む垢くなリスペクトに、小百合は一瞬だけばつの悪そうな顔になった。やんわりと謙けん遜そんで返す。

「姉妹としては当然です。私たちは家族なのですから……ははは」

　小百合の乾いた笑みに、優希は困ったような表情を浮かべた。世霊音はぼんやりしたままだ。

　友美が俺の顔をのぞき込むように、テーブルの上に身を乗り出した。

「んで、にーちゃんは協力してくれるのか？」

「わ、わかった。しよう。します！　させてください！」

　妹たちの近くにいられるうちにやってあげられることは、全部やってあげたい。

「ところでデートはどこでするんだ？　駅前辺りか？」

「にーちゃんってばまだまだだね。地元でデートじゃ箔はくが付かないじゃん。せっかくだし高難易度マップに挑戦しようよ」

「高難易度マップって……デートに難易度なんてあるのか？」

「まあ、あんまり難しくてクリアできなくてもアレだけどね。それでもメジャーな街を制覇すれば、自信がつくし。やってみる価値はあると思うんだ。あの難所を越えたなら、どんな街でもデートを楽しめる！　ってね」

　友とも美みにとってはデートもゲームと同じ感覚なんだろうか。

「そのメジャーな街ってどこだ？」

　友美はびしっと天井を指さした。

「渋しぶ谷やだよにーちゃん」

「し、渋谷ってあの、ハチ公のいる渋谷か？」

「そうだよにーちゃん。デートの聖地だろ？　巡礼しない手はないって」

　渋谷なんて行ったこともない。俺のイメージだと、なんだか怖そうという漠然とした印象だ。

「まあにーちゃんはあたしに任せて、大船に乗ったつもりでいればいいって。攻略ルートはこっちで考えておくからさ。それに、ピンチの時は世せ霊れ音ねにナビしてもらうし」

　俺が世霊音の方を向くと、世霊音はうんうんと二度頷うなずいた。

「……お部屋からサポートするよ」

「あ、ああ。ありがとう世霊音。それで、いつ行くんだ？」

「明日だにーちゃん！　善は急げっていうしな」

　もう一度、俺は妹たちを見回した。美み佳かがメープルの両腕をばんざいさせる。

「みーちゃんもデート行きたい！　メープルも同伴です！」

　美佳の声に小さ百ゆ合りがコクリと頷いた。

「明日は私たちも同行します。もちろん、距離をとって尾行するような形を取りますから、お二人のお邪魔になるようなことはありません」

　慌てて優ゆう希きが口を開いた。

「ぼ、ボクも行くよ。渋谷には有名なアパレルのお店やブランドショップもあるし、女子力が上がりそうだからね」




　こうして俺は、明日……妹の友美とデートすることになった。

　それからの土曜日はいつも通り、何事もなかったように過ぎていった。

　みんなで友美が持ち込んだゲームをしたり、テレビを見たり、渋谷へのアクセス方法をスマホで調べてみたり。

　夜には食事を済ませて、それぞれお風ふ呂ろに入ると明日に備えて早めの就寝となった。

　また、あの大きなベッドの上で兄きよう妹だい全員で。

　これだけは本当にどうにかならないんだろうか。

　友とも美みの彼氏のことや、紫むらさきさんの「後悔する」発言。いろんな不安を抱えたまま、夜は静かに更けていった。
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　日曜日の午前九時半。

　俺が目を覚ましてベッドから起き上がると、ベッド脇わきに世せ霊れ音ねが座っていた。

　世霊音が言うには友美は現在、別の部屋でお出かけの準備中らしい。

　まだ時間がかかるということで、俺も出かける準備をささっと済ませると、先に渋しぶ谷やに向かうことになった。

　友美の準備が終わるまで待てると言ったんだけど、世霊音に半ば追い出されるような格好だ。

　７０１号室を出る時に世霊音が俺に秘密のポーチなるものを渡してきた。ピンクの花柄の女の子っぽい可愛かわいらしいものだった。正直、これを持ち歩くのはちょっと恥ずかしい。

　けど「大事なモノ」が入っているのだそうだ。

　困った時に使って……とのことだけど、使う時までは開けちゃいけないとも言い含められた。ゆっくり焦らず、できれば使わないことがお互いの、つまり俺と友美のためになる……とも。

　いったいなんなんだろう。開けるなと言われると余計に気になるな。

　気になりつつも、ポーチをショルダーバッグにしまいこんだ。中にいれてしまえば目立たない。

　俺は世せ霊れ音ねに「行ってきます」と挨あい拶さつしてからマンションの外に出た。バスに乗って最寄り駅に向かう。

　まだこの街に来て一ヶ月も経たっていないけど、バスの車窓を流れる風景もだんだんと見慣れてきた。それにしても、日曜日の外出なんて、なんだか久しぶりだ。

　渋しぶ谷やと一口に行っても広いし、どこに行くのか友とも美みまかせで少し心配だ。けど、俺があれこれデートスポットを調べたら友美の練習にならないんだよな。

　そんなことを考えながらバスを降り駅で私鉄に乗り、途中でＪＲに乗り換えて……十一時前には渋谷のハチ公前に到着した。

　人、人、人。なんて人の多さだ。ハチ公前広場は待ち合わせ場所の代名詞なだけに、大いに賑にぎわってる。ここで誰だれかと合流するには、人をかき分けて探さなきゃならないんじゃないか？　逆に効率が悪いように思えてきた。

　ハチ公前広場の先には、朝のニュースでライブカメラの映像として、よく映されてる五ご叉さ路ろが広がっている。

　歩道のへりに人がせき止められるみたいに次々とたまっていって、歩行者信号が青になった途端、波のように交差点を埋め尽くす。みんなそれぞれ行きたい方向に歩きながら、スムーズに行き来していた。よくぶつかったりしないもんだ。

　こんなところに世霊音が来たら卒倒しかねないな。

「よっ！　にーちゃん待った？」

　十一時十分。交差点の方を眺めていた俺の背中に、声が掛けられた。

　十分しか違わないなら一緒に渋谷まで来れば良かったのに。

　あ、この「待った？」っていうやりとりもデートの一環なのかもしれない。

「えーと、今来たところだ」

　定番の一言とともに振り返ると、そこにはいつものラフな格好の友美が……いなかった。

「お、お前……友美か？」

「失礼だなにーちゃん。あたしだって本気をだせば、これくらいちょちょいのちょいだっての」

　白のブラウスに春らしい淡いピンクのスカート姿だった。ブラウスにはレースがあしらわれていて、胸元を黒いリボンタイで留めてある。

　足は素足にパンプスだけど、ピンクのラメ入りのペディキュアをしていた。

　これは結構時間がかかってるな。俺が寝坊している間も、ずっと準備してたんだろう。

　手の指のネイルもばっちりだ。

　普段は化粧っ気のない……まあ、無理にしなくてもいいと思うんだけど……ともかく友美とは思えない女の子らしいセンスだった。

　まつげも上げて目元がいつも以上にぱっちりしてるし、ほんのり薄ピンクのチークで……この自然な仕上がりは小さ百ゆ合りの仕業か？

　友美は小さく肩を上下させた。

「なんかさー。化粧って時間かかるんだね」

「自分でやったのか？」

「そんなわけないじゃん。メイクは小百合。服は世せ霊れ音ねに頼んだんだ。靴は小百合に借りた。サイズが近いのは小百合だったし。ほんと面倒くさいな女の服装って」

「せっかく可愛かわいくなったのに、本人が面倒くさがるなよ」

「そ、それって普段の友とも美みちゃんが可愛くないってことか!?」

　顔を真っ赤にさせて怒りながら友美は笑った。力を入れずに軽く握った両りよう拳こぶしで俺の胸をぽこぽこ叩たたく。もしかして恥ずかしがってる？

　ふと見ると、ハチ公像の台座の裏から、三人が顔を出してこちらをのぞいていた。小百合と優ゆう希きに美み佳かだ。美佳はメープルをリュックのように背負っていた。俺と目が合うと、三人はひょいっと顔を引っ込めてしまう。

　今日のデート実習のお目付役をするって、本気だったのか。世霊音は自室から監視役の小百合の報告を受けて、役立ちそうなデータを送ってくれるらしい。

　さっそく俺のスマホにメールが届いた。

「世霊音からだな。なになに……このハチ公は二代目で、先代は駅の方を向いてなかったんだってさ」

「ネットの情報をコピペって感じだねにーちゃん」

「ま、まあいいじゃないか。その……デート中に会話がなくなった時に、こういう豆知識から話題が盛り上がることもあるかもしれないし」

　今のメールの追伸にあったけど、俺たちの現在地情報はスマホのＧＰＳ機能で世霊音も把握してる……とのことだ。美佳たちの位置も世霊音は把握できるらしい。迷子になっても合流はできそうだな。

　友美がその場でくるりと回った。

「うは！　スカートってやっぱスースーするのな」

「高校に行くときはスカートを穿はくだろ？」

「基本ジャージ登校だよ。うちの高校あんまうるさくないからさ」

「そ、そっか。そういえば、友美って部活には入ってないのか？」

「ゲーム部があったら全国大会に連れてってあげられるんだけどね」

「それは残念だったな」

「べ、別にゲームは部活じゃなくてもできるし。んなことよりそろそろ行こっかにーちゃん？」

「まずはどこに行くんだ？」

「え、えっとぉ……」

　世せ霊れ音ねからメールが届いた。

「渋しぶ谷やは坂の多い街らしい。名前のついた坂がいっぱいあるんだってさ」

　ハチ公広場から交差点に向かって歩きながら、俺の隣で友とも美みはうんと頷うなずいた。

「えっと、確か宮みや益ます坂ざかとか道どう玄げん坂ざかとかスペイン坂にオルガン坂なんてのもあるんだぜにーちゃん」

「へー。博識だな友美は」

「ま、まぁね」

　歩行者信号が青に変わったところで、二人並んで対岸に向けて歩きだす。

　書店の前で友美は一度、足を止めた。右の道はセンター街。左に行けば００９だ。確かマルクーの名前で有名だよな。俺でも知ってる渋谷の有名スポットだ。女の子の服のお店が多いんだっけ。

　センター街の方は、服だけじゃなくいろんなお店がありそうな雰囲気だ。

「どっちに行くんだ？」

「も、もちろんマルクーだよ。ほら、女子の聖地だし」

　どっちも賑にぎやかだけど、てっきり俺は友美がセンター街方面に行くものと思っていた。

「じゃあ行こうか」

「ちょ、ちょっと待って！　にーちゃん。て、手を……つないで歩いていい？」

「子供じゃないんだし迷子にはならないだろ」

「そういうんじゃないんだよぉ！　こ、これはデートなんだからさ」

　そう言うと、友美は俺の隣に寄り添うようにくっついた。手のひらを合わせてから俺の指の隙すき間まに友美は指を差し込むようにしてくる。

　つなぐより密着した、握る感じだ。指の股またがこそばゆい。

「こ、これはちょっと密着しすぎじゃないか？」

「人が多いんだからこれでいいの！　これなら迷子にならないし」

　あれ？　やっぱり迷子対策なのか？

「ね？　いいでしょにーちゃん」

　甘えるような瞳ひとみに俺はつい、頷いてしまった。




　歩道をゆっくりと歩いた。人の名前みたいな薬局の前を通って、三さん叉さ路ろに出る。俺たちが来た道はＹの字にたとえるなら下の棒だ。ここから二ふた股またに道を隔てる分岐点に、マルクーの建物がそびえ立っていた。

「なんか雰囲気がギャルギャルしくなってきたなにーちゃん」

　楽しそう……ではなく、身構えるように友とも美みが銀色のタワーを見上げた。すると天の声……もとい世せ霊れ音ねからメールが届く。

「どうやら、エレベーターで上の階まで行ってから中のエスカレーターを下っていくといいらしいぞ」

　と、メールの攻略情報を口にしてから俺は首を後ろに向けた。美み佳かをこんな繁華街で連れ回して大丈夫なんだろうか？　心配した俺をよそに、美佳は笑顔で優ゆう希きと並んで手をつなぎながら歩いていた。とりあえず優希も美佳も大丈夫そうだ。

　小さ百ゆ合りと目が合う。今日の小百合は地味目な服装だった。

　目が合うと困ったように小百合は笑った。瞬間、俺の耳がぐいっと引っ張られる。

「にーちゃんよそ見は禁物だよ。もっと友美ちゃんを見てってば」

「あ、ああ。ごめん。ちょっと美佳たちが気になっちゃって」

「小百合を見てたじゃんか」

「それはその……そっちは任せたぞっていう兄としてのアイコンタクトだ。それじゃあ行ってみようか」

　俺にとって服と言えば、ばあちゃんと一緒に行くしもむらか、ちょっと背伸びしてもユニクラだった。

　マルクーはいろんな意味で未知の世界だ。

　一気に八階までエレベーターで上る。運良く小百合たちとも一緒のエレベーターに乗ることができた。

　八階のフロアに出ると大音量のＢＧＭに驚かされた。英語の女性ボーカル曲がフロアを埋め尽くすように流れている。アップテンポな電子音で、音なのになんだかまぶしく感じる。友美がぎゅっと俺の手を握ってきた。軽く汗ばんでいる。

「にーちゃん。すっげえアウェイな感じだな」

「確かにな。けど、行くと決めたのは友美だから、楽しもうぜ」

「そ、そうだね。えっと……」

　八階はクラブ系……で、良いんだろうか。色で言うなら、黒とピンクの組み合わせって感じだ。

　悪そうなやつはだいたいＴＯＭＯＤＡＣＨＩ！　みたいなノリに思えた。これは俺の一方的な偏見なんだろうけど。

「あ！　にーちゃん見て見て！　ケティーちゃんさんじゃん！」

「ちゃんのあとにさん付けかよ……って、おおぅ。これは確かにさん付けしたくなるな」

　ケティーちゃんといえば超有名な猫のキャラクターで、全国のご当地アイテムとコラボしたり有名アーティストとコラボしたりの多忙っぷりだが……クラブ系ファッションとも融合を果たしていた。

　俺たちと一定の距離をとっていたお目付役チームの中から、黄色い悲鳴があがる。

「わ！　ケティーちゃんだぁ！　かわいい！　あのねあのね、メープルはケティーちゃんさん先輩って呼ぶんだよ。変だよねふしぎだよねー」

　美み佳かが目をキラキラさせていた。友とも美みが小さく肩を落とす。

「なんか美佳の方が楽しんでるかも」

　俺はざっくりとフロアを見渡した。

「気に入った服はあったか？　細かく店の棚を見るよりも、ディスプレイされてるマネキンのコーディネートを見て、これは！　ってのを探すのがいいらしいぞ」

　これも世せ霊れ音ねのメールの受け売りだ。

「う、うーん。ちょっとこういうのは好みじゃないかな」

　眉まゆを八の字にさせて友美は困ったように笑った。

「じゃあ次のフロアに行ってみよう」

「う、うん」

　手をつなぎ直して、俺と友美はエスカレーターを下った。そこでメールが届く。優ゆう希きからだ。

「なになに……美佳がケティーちゃんに夢中だから、優希が一緒に残るみたいだ。ここからは別行動だな」

「い、いいんじゃね？」

「いいのか？」

「監視役はちゃんとついてきてるしさ。美佳と優希はあっちはあっちでデートっていうかなんていうか」

　振り返ると、エスカレーターの階段の段数にして五段ほど後方に小さ百ゆ合りがついてきていた。

「女の子二人で大丈夫かな」

「暗くなる前に合流すれば問題無いって。このあとも渋しぶ谷やを歩き回るんだし、坂も多いしさ。美佳を連れ回すみたいになって、疲れさせちゃったらかわいそうじゃん」

「うーん、まあ、そうかもしれないけど」

「あたしの買い物に付き合ってへとへとになんのは、にーちゃんだけで十分だよ」

　優希と美佳は楽しそうだったし、二人の息抜きになるならいい……か。監視役の小百合は大変だろうけど。

　そんなことを考えているうちに、七階のフロアについていた。

　七階の色のイメージは青い空と白い砂浜っていう印象だ。西海岸テイストのアメカジだった。友美がエスカレーターを降りた目の前にある二軒のショップをざっと見てから、向かって左のお店の服を見る。

　見るだけで手に取らないし、接客されそうな雰囲気を察した途端に友とも美みは逃げるように戻ってきた。

「どうしたんだ友美？　気になるならもっと見ればいいじゃないか」

「う、うーん。嫌いじゃないけど欲しいって感じもしないかなぁ。次行こう！」

　女の子の買い物って時間が掛かって待たされるってイメージだったけど、拍子抜けだ。

　六階に下りると、友美はアクセサリーショップを見つけた。髪留めやブレスレットといった小物がそろっている。こういうのなら、今ここで買ってつけていけるな。

　あれ？　ええと……俺がプレゼントしてあげた方がいいのか？　練習とはいえデートなんだし。

　けど、そんなことをしたら小さ百ゆ合りが乱入してきそうだ。友美だけずるいって話にもなりかねない。

　友美はカラスの行水よろしく、さっと見るだけだった。俺がちょっと悩んでいる間に見終えるなんて、せっかく来たのになんだかもったいなくないか？

「なあ、友美。デートなんだしさ。アクセサリーを手につけたり髪に合わせたりして『似合う？』とか、やるものなんじゃないのか？」

「え、ええ!?　そうなのにーちゃん？」

「買うかどうかは別にしても、せっかく来たわけだし試してみるくらい、いいと思うんだけど」

「そ、そっかぁ。勉強になるなぁ」

　納得するように友美は頷うなずいた。

「というわけで、さっそくブレスレットをつけさせてもらったらいいんじゃないか？」

「そのテクニックは本番で試してみるよ。次だ次！」

　お店から離れながら、友美は小さく息を吐ついた。

「なんか苦手みたい」

「なにが苦手なんだい？　金属アレルギーとか？」

「そうじゃなくて、あの店員さんの感じがさ……」

「別に普通じゃないか」

「うーん、なんだろ。ギャルっぽい人ってあたし、苦手なんだよね」

「インドに行ってカレーが苦手って言うようなもんだぞ」

「うん。ごめん、あたしが間違ってた」

　なんで友美はマルクーを選んだんだ？　苦手を克服するためだったんだろうか。

　疑問に答えが出ないまま、五階に下りた。このフロアは色合い的に中間色なイメージの服が多い。ビビッドというよりパステル。そしてほんのりレトロでガーリッシュな感じだ。

　ちらりと後ろを確認すると、小さ百ゆ合りが店員さんにつかまっていた。

「どしたのにーちゃん？」

「いや、あの……小百合が……」

「小百合はこういう服が好きっぽいよね。っていうかにーちゃん！　後ろ気にしすぎ！　もっとデートに集中してくれないと！　本番で失敗したらにーちゃんのせいだからね」

「俺のせいかよ！」

「っていうのは冗談だけど、もうちょっとあたしのこと、見てほしいな」

「う、うん。わかった」

　途中でしょんぼりしおらしくなった友とも美みに、俺は反省した。今日の主役は友美なんだ。

　小百合を残して一気に三階まで下りると、タイツとストッキングの専門店を見つけた。

「にーちゃんは素足より、こういうのをつけてる方が好きか？」

「い、いきなりなにを言い出すんだよ」

「逆にエロイよな」

「おっさんの発想ですよ友美さんや」

　黒のストッキングを穿はいた足だけのマネキンを見て友美はにんまりした。

「優ゆう希きに似合うかもなぁ。あいつスタイルいいし」

　先日、それに近いものを穿かせたという謎なぞの経験をしたせいか、俺はなんとなーくマネキンから目をそらしてしまった。

　結局なにも買わないまま二階に下りる。駆け足気味なデートだ。日曜日でどこもお店は混雑していて、ゆっくり見られないっていうのもあるにはある。けど、それにしたって友美はデートを楽しむというより、こなそうとしている気がした。俺の気のせいかもしれないけど。

　二階のお店はより女の子らしい、キュートでフェミニンな服がそろっていた。スカートの丈も短めなものが多いな……って、マネキンのスカートの丈を冷静に心配してる俺っていったい……。

　友美は相変わらず、冷やかし程度にさっとお店を見ては、すぐに戻って来てしまった。

「にーちゃん。あたしもこういうのが似合うようになった方がいいのかな？」

　普通の女の子らしい服装……か。

「今日の服だって似合ってるし、そんな心配しなくてもいいんじゃないか？　なにより友美が着たいと思う服を選ぶのが一番だよ」

　好きな服が似合わないということも、友美ならたぶんないと思う。

　もともと可愛かわいいのだから。

「そしたらあたしって、万年ジャージか短パン姿になっちゃうな」

　友美は恥ずかしそうに笑った。

　エスカレーターを下る。一階の靴屋さんの前で、友とも美みは口を尖とがらせた。

「うわ高ッ！　新作ゲーム何本買えるんだよ。こんな歩きにくそうな靴なのに」

　ディスプレイされたハイヒールに友美はご立腹なようだ。確か、ヒールって足を美しく魅せるための靴だったと思う。運動靴と比較しちゃいけないな。

「こういう靴には足の綺き麗れいさを強調するっていう、立派な使命があるんじゃないかな？」

「靴なんて歩きやすい方がいいに決まってるじゃん。あ！　そうそう、ヒールのかかとが折れたところに、颯さつ爽そうと主人公がやってきて女の子をお姫様抱っこしたりするんだぜ。そういう意味ではありかもしれない」

「友美らしいな。主人公ってことは、ゲームでそういう演出があったのか？」

「アニメだけどね。酔いつぶれてヒールのかかとが折れて、昔の男におんぶされながら帰る……みたいな」

　元ネタがわからないけど、ゲームやアニメの話になると友美は途端に元気になる。ショップの店員さんに怯おびえて、コソコソしてたのが嘘うそみたいに生き生きしてるぞ。

　結局、俺と友美はマルクーに完全敗北するような形で、一階の出入り口からはき出されるように外に出た。

　後ろを確認すると……小さ百ゆ合りがいない。

「なあ、小百合なんだけど……」

「にーちゃんってば心配しすぎだよ」

　友美がスマホを取り出した。そしてすぐに頷うなずく。

「小百合は服を買うかで悩んでるっぽいし、美み佳かと優ゆう希きはもうマルクーを出て、センター街にあるチーズタルトのお店の大行列に並んでるってさ」

「そ、そっか。じゃあ俺たちもチーズタルトを食べに行くか？」

「にーちゃん、そしたらＷデートになっちゃうだろ。今日は一対一のデートの練習だし」

「ごめん。じゃあ次はどこに行こうか？」

「道どう玄げん坂ざかってのが有名みたいだから、そっちの方に行ってみようよ」

　俺と友美はマルクーを出ると緩やかな傾斜のある歩道を歩き始めた。

　ユニクラ道玄坂店のあたりで、友美は足を止めると車道の反対側に視線を向けた。

「にーちゃん、あれ映画館だよな」

「ＴＯＹＯシネマズって書いてあるな」

　公開中の映画の四角い看板がパネルのようにはめられて並んでいた。

「もし、にーちゃんならデートムービーはなににする？」

　デートの練習に相応ふさわしい問題だ。

　看板はゴールデンウイークに合わせてアニメ映画が多かった。中でもハリウッドの長編ＣＧアニメで、ゲームの有名なキャラクターが登場する映画が俺は気になった。

「ほら、あれなんて日本のゲームキャラが出てくるし、おもしろそうじゃないか」

「うわ！　ホントだ！　け、けどデートだし、もっとラブロマンスっぽいのがいいんじゃないかにーちゃん？」

「あ、ああ。そうか、デートだもんな。そうだ、今から何か観みていこうか？」

　友とも美みが急に焦ったような口ぶりでまくし立て始めた。

「渋しぶ谷やの偵察にきたのに二時間拘束は映画がいくら楽しくてもちょっと……それに映画なんてどこでも見られるし！　地元のシネコンで十分だって。あ！　でも最新の立体音響とか座り心地の良い椅い子すとか３Ｄとか、期間限定だけど客席が映像に合わせて揺れたりする４Ｄなんてのもあるらしいんだよ。技術ってすっごいよなにーちゃん！」

「お、おう。なんだかわからないけど、すごそうだ」

　そういえば友美って、テレビや音響機器にもこだわってるんだっけ。映画の内容よりも、映像技術の話になってしまいそうな勢いだ。

「でっしょでしょでしょ？　実はホームシアターにも興味あるんだよねぇ。映画も海外ドラマもネット配信で手軽に視聴できるし、家庭用プロジェクターも４Ｋ時代突入……みたいな？」

　これ以上はついていけそうにない。というか、俺はすっかり会話から置いてけぼりだ。

「わ、わかった。最近の技術はすごいんだな。けど、映画やホームシアターの話は、また今度にしよう」

「あっ……うん、つい熱くなっちゃった。ごめんねにーちゃん」

　少し残念そうな顔をしつつ、友美の視線が映画館の隣のお店に移った。

「う、うー。渋谷って誘惑多すぎだよぉ」

「誘惑？」

　映画館の隣はセカのアミューズメント施設だった。

「プレイヤーの質もきっと高いんだろうなぁ」

　半分口を開けてほわーっとした表情になると、友美は身をよじらせる。

　ゲーム好きの友美らしい反応だ。

「ゲームがしたいなら我慢しなくてもいいんだぞ？」

「が、我慢なんてしてないし！　だ、だいたいゲーセンなんて女の子らしくないじゃん」

「クレーンゲームやプリフォトは、むしろ女の子がやってる印象だな。それに、クレーンゲームの場合、カップルで行って男の方が『よーし！　俺にまかせろ。なんでもゲットしてやる！』みたいなのって、デートのお約束な気がするし」

「にーちゃん、そのお約束があたしに通じると思ったか？」

「あ、はい。俺の出る幕はないってことですね」

「そういうこと。クレーンゲームは三手で取れるやつを見極めるのが大事なんだ。プリフォトはゲームの要素がないからあんまり興味ないかな」

　わくわくした表情の友とも美みに、俺は確認した。

「本当はゲームセンターが好きなんだろ？」

「す、好きだよ！　むしろ大好き！　ゲームは家でネット使って対戦できるけどさ、あたしはゲーセンのあの独特な雰囲気も込みで愛してるんだよねぇ。街ごとにプレイヤーのレベル差も出てくるし……」

　その場でエアスティックを操作してみせる友美。どうやら銃撃戦のゲームだけじゃなく、格闘ゲームにも通じてるみたいだ。

「じゃあ、ますますもったいないじゃないか。俺のことは気にせず戦ってきてもいいんだぞ。ちゃんと応援するからさ」

「そ、それじゃあデートっぽくな……あう」

　友美が急にお腹なかの辺りをさすった。甘えたような声で俺にすり寄る。

「にーちゃんお腹減ったぁ」

「そうだな。そろそろ昼飯にするか」

「渋しぶ谷やらしいランチがいい！」

「らしいって言われても……というか、今日は友美のプランでデートをするんじゃなかったのか？」

「プランは常に柔軟に現場の状況に合わせて変更されるものだよにーちゃん」

「じゃあ、柔軟に……ロイトな」

　道沿いにあったファミレスのロイヤルホットを俺は選んだ。

「えー！　ファミレスなの？　ロイトなんて渋谷じゃなくてもあるじゃん」

「この前、雨で行けなかったからそのリベンジだ」

「あ、そっか。ならばよし！」

　あっさりと友美は承諾した。友美は渋谷にしかない場所にこだわりがあるみたいだけど、いったいこのあとどこに行くつもりなんだろう。今日の友美はあんまりにも場当たり的で、今回のデート練習が無計画なもののように思えてしまった。




　昼食を済ませると時刻は午後一時半を過ぎていた。ロイトを出て友美がすぐに立ち止まる。駅方面に戻るか先に進むか悩んでるみたいだ。

「にーちゃんどうしよ？　来た道を戻るのってなんかもったいない気がするんだけど」

「駅から離れるほどお店は少なくなるんじゃないかな？」

「セオリー通りならそうだよねー。けど東とう京きようは都会だから、その街の端っこが隣の街の入り口なんだぜ！」

「迷子になりそうだな。マルクー以外にも行きたいお店ってないのか？」

「え、えっと……うーんと……にーちゃんと一緒ならどこでもハッピーだけど……あっそうだ！」

　友とも美みはコインを取り出した。通貨じゃなくてコインだ。

「こっちのお城が描かれてる面が表だぜにーちゃん。で、表が出たら進む。裏が出たら戻るってことにしよ」

「柔軟っていうよりも運まかせじゃないか」

「運も実力のうちって言うじゃん！」

　友美は親指でコインを弾はじくようにトスすると、パシン！　と、手の甲と手のひらで挟む。そっとかぶせた左手をどけると、出た面は表だった。

「先に進むといいことがあるってさ！」

　とびきりの笑顔で言われてしまうと、やっぱりきちんと目的地を決めよう！　とは言いづらい。そもそも俺が提案しすぎても友美の練習にはならないわけだし。

「わかった。コインの言う通りにしよう。ところで美み佳かたちは大丈夫かな？」

「何かあったら連絡くるし！　三人ともあたしたちに気を遣ってくれてるんだよ」

　コインをお財布にしまうと友美は俺の手を握った。並んで歩き出す。

「じゃあ冒険を再開しよう！　にーちゃん」

「あ、ああ。けどこの先にお店なんてあるのかな？」

「お店に限らずおもしろスポットがあるかもしれないじゃん。犬も歩けば棒に当たって砕けろの精神だよ！」

「混ざってますよ友美さん」

　友美は俺のツッコミにうれしそうに目を細めた。

「そういえば、にーちゃんって時々敬語だよね」

「よそよそしいかな？　つい出ちゃうんだ」

「最初はよそそよしいって思ったけど、今はまったく気にならないよ。口癖なんでしょ？」

「そんなところだな」

　緩やかな坂を上がっていくと、右手に銀色のゲートが見えた。立ち止まって友美が見上げる。

「これ、なんて読むんだにーちゃん？」

「たぶん百ひやつ軒けん店だなじゃないか？」

「文字通りならすごいじゃん。お店が百軒あるってことでしょ？」

「それだけあったら、友美が見たくなるような渋しぶ谷やっぽいお店も見つかるかもな」

　友美はうんうん頷うなずいた。

「行こうにーちゃん！　なんか路地裏感もあるし、知られざる名店が見つかるかも」

「うーん、なんだか嫌な予感がしなくもないんだが」

　友とも美みに手を引かれて俺は百ひやつ軒けん店だなの路地に足を踏み入れた。

　すぐに蛍光色の目立った看板と電飾で飾られた、なんだかよくわからないお店（？）に出くわす。

　友美が首を傾かしげた。

「なんだろこれ。無料案内ってなにを案内してんのかな？」

「さ、さあ。なんだろうな」

「あ！　わかった。知られざる名店を教えてくれるんだよにーちゃん」

「それはたぶん違うと思うぞ」

「せっかく親切に無料ってついてるんだから利用しようよ」

　俺だって知識はない。けど、歓楽街にあるこういうお店には、未成年が関かかわっちゃいけない気がする。

「友美落ち着け。いいか……冒険にガイドがあったらそれは真の冒険と言えるのだろうか？」

「兄ちゃん……かっこいい。惚ほれ直した！」

　落ち着かせるつもりが、友美は興奮し始めた。

「わかってくれたならうれしいよ。俺たちは選んだ道を自分の足で先に進まないとな」

「そうだよね！　案内してもらおうなんて甘えだよね！」

　無料案内所の前を通過して道なりに歩く。あんなに多かった街の人ひと混ごみが嘘うそのように消えて、路地は静かだった。

　お店らしいお店もない。途中に喫茶店があったくらいで、道はどんどん入り組んで細くなり、クモの糸に捕らわれた蝶ちようのように俺たちは迷宮に迷い込んでしまった。

　とは言い過ぎだけど、本当に……大丈夫なのかこの道。

　不意に友美が立ち止まった。

「にーちゃん。こういう人ひと気けの無いところだったらさ……キスとかできるんじゃね？」

「いきなりなにを言い出すんだ！」

　と、ツッコミを入れた俺の心臓が早鐘を打ち鳴らした。じっと見つめてくる友美の瞳ひとみが潤んでいる。

「べ、別に……にーちゃんとキスの練習したいってわけじゃないぞ！　誤解すんなよ恥ずかしい！」

「わ、わかってるよそれくらい」

　俺の返事に友美はしょんぼりと肩を落とした。

「そんな風に言わなくてもいいじゃん」

　なんだか友美の様子が変だ。今日はずっと落ち着きがない。

「別に否定してるわけじゃなくてだな……」

「じゃあ、あたしがしてってお願いしたら、キス……してくれるの？」

　ゆっくりと友とも美みの顔が近づいてくる。吐息がかかるくらいの距離にまで。

　俺は後ずさった。背後は建物の壁だ。手は握られたままで、友美は俺に引き寄せられるように密着してきた。壁を背にして逃げ場がない。

　俺は決断した。

「そりゃあ……ほっぺになら」

　ゆっくり俺に迫っていた友美がぴたりと動きを止める。

「ば、ばばばばっかじゃないの。にーちゃん本気にした？　今の練習だし。マジで練習だからね！」

「お、お前なぁ……」

　笑ってみせる友美に俺は複雑な気持ちになった。友美の唇が近づいてきた時に、俺は兄にもかかわらずよからぬことを、一瞬とはいえ考えてしまった。

　それにこの通り……路地裏という言葉がしっくりくるんだけど、なんだか奇妙な気持ちにさせられる。

　俺の気のせい……だとは思うんだけど。街が持っている雰囲気や場の力、いわゆるムードっていうやつは、侮れないと思った。

「ほらほら、ぼーっとしてないで行こうよにーちゃん！」

　友美に手を引かれて再び歩き出すと、道沿いにようやくお店を見つけた。ガラス張りのショーウインドウにはセーラー服やスクール水着がディスプレイされている。

　少なくともどこかの学校の指定制服を売っているお店でないことだけは確かだ。

　ナース服やバニーガールの衣装なんかもあるし……。

「にーちゃんお店発見だ！　コスプレショップだってさ」

「入りたいなんて言わないでくださいお願いします」

「ちぇー。なんかおもしろそうなのに」

　ぼやく友美の手を引いて進むうちに、俺はようやくこの人ひと気けの無さを理解するに至った。

　右を見ても左を見ても、あるのはホテルだ。

「に、にーちゃん。もしかしてここってさ……エッチな場所なんじゃないか？」

「友美、わざとじゃないよな？」

「ごめん。こういうとこがあるって知識では知ってた。けど、出くわすとは思わなかったんだよ！　けどにーちゃん見てあれ！　外国のお城みたいじゃん」

　古城を模していたり南国のビーチリゾート風だったりと、なんだか大人の世界はすごいな……という感想が心の中で漏れた。

「ともかく早く抜けよう」

「う、うん。そうだねにーちゃん」

　俺たちみたいな場違いなのが迷い込んできて、さぞや街の方も迷惑してるだろう。早く退散しようと急ぎ足で進むと、急に友とも美みが足を止めた。

「うっ……にーちゃん。もうちょっとだけゆっくり歩いてほしいな」

「ごめん。ペースが速かったか？」

「普段はこれくらいどうってことないんだけどさ、靴が窮屈で歩きにくいんだ」

　そういえば、今日の友美は立ち止まることが多かった。足が痛むのに俺に言い出せなかったのか。気づいてあげられなくて、ちょっとかわいそうなことをした。

　休憩した方が良さそうだ。

　俺は天の声にメールを送った。ここらへんで休憩できそうなお店がないか、世せ霊れ音ねに検索をお願いする。十秒でメールが返ってきた。

「ホテルクリスタル宮殿。サービスタイムは休憩で４５００円……って、そういうんじゃない！」

　わざとか!?　わざとなのか世霊音！

「にーちゃん、休憩してくのか？」

「脱出が先だ。とりあえず外に出よう！」

「ここは外だぞにーちゃん」

「あげあしとるな！」

　友美の足の調子をみつつ、スマホの地図を頼りにしながら、さっきよりもかなりゆっくりめのペースで歩き続け、ついに俺たちは道どう玄げん坂ざか二丁目の西せい急きゆう百貨店前に出た。

　ホテル街の静けさから、都会の喧けん噪そうに戻ってきてほっとしている自分がいる。

「やっと元の世界に戻ってこられたな」

「異界だったね。ドキドキの大冒険だったねにーちゃん」

　いろんな意味でドキドキしたぞ……まったく。

　俺はもう一度友美に確認した。

「足の方は大丈夫か？」

「うん。ゆっくり歩いてくれてありがとね」

　西急の建物を前にして、俺はスマホの地図と現在地を照らし合わせる。

「さてと……右か、左か……右に曲がれば駅の方だな」

「なら左に行ってみよう！」

「まだ冒険するのか？」

「当然だよ。せっかくのデートなんだし」

「その前に、どこでもいいから少し座って休める場所を探そう」

「にーちゃんの方が疲れちゃったんならしょうがないな。デート勝負はあたしの勝ちってことにしておいてあげるよ」

「デートに勝ち負けなんてないだろ」

「勝ち組デートと負け組デートはあると思うよ」

　今回のこの無謀で行き当たりばったりなデートコースは、たぶん負け組だ。

　歩き出した友とも美みにつられて、さらに駅から離れていった。繁華街の風景が閑静な住宅街へと変わっていく。

　たどり着いたのは鍋なべ島しま松しよう濤とう公園だった。緑が多い。都会のオアシスっていう言葉の意味を、今日、初めて実感できた。

　公園内のベンチに二人で腰を落ち着ける。

　俺は大きく息を吐ついた。

「ハァ……なんか大変だなデートって」

「ため息なんて、にーちゃんおもしろくなかったか？」

「そ、そんなことはないぞ！　色々と初体験っていうか……なんていうか。それより、足が痛むんじゃないか？　無理してないか？」

「心配性だなぁ。うーん。ちょい、かかとの上のとこが靴擦れしちゃったかも」

　友美は右足だけパンプスを脱いだ。靴擦れしたところが赤く腫はれて痛々しい。

　こんな足で歩いてたのか。公園までの道のりだって辛つらかったんじゃないか？

「こんなに腫れてるじゃないか！」

「あちゃー。結構きてるね。痛みはコントロールできると思ってたんだけど、患部を見たら痛くなってきたかも」

「左足はどうだ？」

「こっちは大丈夫みたい。サイズがちょっと小さいってのもあったけど、そもそもこういう可愛かわいい靴って履いたことないからさ。こんなに靴擦れすると思ってなかったよ」

　困ったな。絆ばん創そう膏こうでもあればいいのに。薬局に行って買ってこようか。

　と、思った瞬間、俺はショルダーバッグにしまったままの、花柄ポーチのことを思いだした。世せ霊れ音ねが思わせぶりなセリフとともに俺に持たせたものだ。

　バッグから可愛いポーチを取り出すと、友美がほっぺたを膨らませた。

「にーちゃんそれなに？　絶対にーちゃんの趣味じゃないよね？」

「世霊音に持たされたんだ。困った時に開けるようにって」

　俺はポーチを開くと……絆創膏を取り出した。困った時に使えって、これを世霊音は予期してたのか。ゆっくり焦らずっていうのは、歩くスピードのことだったんだな。

「あっ！　絆創膏じゃん。世霊音って結構、女の子っぽい気遣いができるんだな。なんだか負けた気がする。悔しい！」

　友美が目をきゅーっとつむって悔しがった。

「じゃあ貼はるから右足だけ伸ばしてくれ」

　俺はベンチから立つと友とも美みの前にひざまずくような格好になった。

　すうっと白い右足を友美が伸ばす。

「にーちゃん。足だけ見ろよ。ちょっとでも視線を上げたら……ボンッ！　だからな」

「爆破しないでくれ」

「それとも友美ちゃんの勝負パンツに、にーちゃんは興味津々だったりするの？　正直に白状したら、ちらりと見せてあげるにやぶさかでないよ」

「べ、別にないから」

「ちらり程度じゃ満足できないってことか。にーちゃんの食いしん坊さんめ。まるっと舐なめるようにパンツが見られなきゃ嫌なのか？」

　友美が無邪気に笑っている間に、俺は絆ばん創そう膏こうを友美の患部にぺたりと張った。

「痛ッ！」

「ご、ごめん。痛かったか？」

「べ、別に痛くないし！」

　涙目で友美は笑ってみせた。やっぱり痛かったんじゃないか。

　俺はそっと足を放すと、立ち上がって友美の頭を撫なでた。

「痛いのを我慢して友美はよくがんばりました。けど、本当に痛い時は正直に言ってくれよ」

「べ、別に嘘うそなんてついてないし！　あ、あうう！　にーちゃんそれずるいよぉ。こっちが立ち上がれない姿勢でそんなにされたら、はうあああああ」

　猫のように目を細めて友美は顔を緩ませた。

「なあにーちゃん……チューしよっか」

　友美がどこまで本気なのか俺には正直……わからない。

　俺たちは兄きよう妹だいだ。そういうことはしちゃいけないし、そもそも友美に彼氏ができたのに、俺がそんなことをするのは……たとえ友美と兄妹でなかったとしても、あってはならないことだ。

「友美。それはできないよ」

　友美は目を見開くと俺をじっと見据えて口を開いた。

「にーちゃんが……もっと本気になってくんなきゃ練習になんないよ」

「ほ、本気になれって、なれるわけないだろ。けど、真剣に今日のデートに臨んでるぞ」

「うん。そんなのわかってるよ。にーちゃんはちゃんとにーちゃんしてたし、なのに……あたしは……」

　思い詰めたような顔で友美はうつむいた。

「どうしたんだ友美？　大丈夫か？　足が痛い以外にも、何か我慢してないか？　なんでも言ってくれよ！　俺たち、兄妹なんだから」

　震える声で友とも美みは呟つぶやいた。

「なんで……なんでにーちゃんが……にーちゃんなのかな」

　そっと顔をあげると、友美は今にも泣き出しそうな表情で俺を見つめた。

　こんなに悲しそうな顔、初めてだ。

　友美は前向きで、どんなピンチに追い込まれても逆転のチャンスを狙ねらっている……そんな強い女の子だと思っていた。けど、それは俺の思い込みだったのかもしれない。

　小さな肩を震わせて、今にも泣き出しそうな妹に……俺はどうしていいのかわからなかった。

「俺、何かまずったか？　友美の地雷を踏むようなこと言っちゃったか？　友美は俺にどうしてほしかったんだ？」

　ぶんぶんと首を横に振ると、友美はパンプスを履き直して立ち上がった。

「どうって……ばか……ばか……ばかばかばかばか……にーちゃんの……ばかあああああああああああああああ！」

　なにがなんだかさっぱりわからない。惚ほうけたようにぽかんと立ち尽くす。

　そんな俺を置き去りして、友美は突然走り出した。

「ちょ、ちょっと待て！　友美！　友美ってば！」

　友美は……泣いていた。涙を振り払うようにしていた。

　本気で追いかけたのに、公園を出たところで俺は友美の背中を見失った。絆ばん創そう膏こうが効いたのか友美は全力疾走だ。

　俺はなにを間違えた？　どうすれば良かったんだ？

　すぐにスマホで友美に電話をかける。けど、おかけになった番号は現在電波の届かない場所にいるか、電源が切られている可能性があります。という、定型のメッセージが流れるだけだった。

　世せ霊れ音ねにも問い合わせてみたけど、電源オフにされるとＧＰＳが機能しなくなってお手上げらしい。

　俺は駅方面に向かって友美を探しながら歩いた。

　途中のマッキーマウマウのグッズショップで、優ゆう希きと美み佳かと合流して事情を話した。そのあと、すっかりマルキューで衝動買いに走り、買い物袋を抱えて立ち尽くしていた小さ百ゆ合りも加えて、俺たちはハチ公前広場に戻ってきた。

　警察に相談した方がいいかも。と本気で考え始めたところで、世霊音から友美のＧＰＳの位置情報が復活したというメールが届いた。

　どうやらＪＲから私鉄に乗り換えたあたりらしい。俺が電話をかけてみても、友美は出てくれなかった。

　ハチ公前で美佳が心配そうに俺に聞く。

「にーちゃま、友とも美みねーちゃまとケンカしちゃったの？」

　俺が何かを見落としたんだ。重要な何かを。だから友美が爆発した。いや、俺が爆発させたんだ。

　この前の火曜日の時もそうだった。これで二度目だ。なのに、友美の導火線がどこにあるのかわからないままだった。

　友美の爆弾を爆発させた俺は、兄失格だ。

　混乱してる。考えがまとまらない。けど、それを美み佳かに悟られるのも、やっぱり兄失格だとだけは思った。

「ごめんな美佳。心配かけて。でも大丈夫だよ」

「ほんとに大丈夫？」

「ああ。美佳は優ゆう希きとデートしてどうだった？」

「すっごく楽しかったよ！　メープルも楽しかったって！　憧あこがれのケティーちゃんさん先輩の仕事ぶりに、ふかいかんめいを受けたんだって。マウマウさんは偉大すぎるって。あと、みーちゃんはチーズタルト美お味いしかったです。中がとろとろなの！」

「そっか。よかったな。優希もありがとうな。美佳のことをみててくれて」

　心配そうに優希が俺に聞く。

「ボクも美佳ちゃんと一緒で楽しかったよ。兄さん、ボクになにかできることがあるならなんでも相談してね」

　友美とのことを心配してくれてるみたいだけど、なにをどう相談すればいいんだろう。今の俺は友美との間で「なにが問題だったのか」すら、把握できていない。

「あ、ああ。ありがとう優希。じゃあ、そろそろ行こうか」

　小さ百ゆ合りの荷物の半分を俺は持つことにした。

「これは私がうかつにも買ってしまったもので、お兄様に運んでいただくなんて……」

「小百合も買い物をして疲れてるだろ。暗くなる前に帰ろう」

「は、はい……」

　小百合は力なく頷うなずいた。慣れないお買い物に精根尽き果てたみたいだ。

　友美に遅れること数十分、俺たちは帰りの電車に乗った。最寄り駅に着く頃ころには空はあかね色に燃えていた。

　本当にどうしちゃったんだ友美。妹たちにも心配されて、それじゃあお姉ちゃんらしくないじゃないか。

　俺が悪かったならはっきりと、どこがいけなかったのか言ってくれればいいのに……ああ、考えれば考えるほど余計に混乱してきた。
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　昨日、あれからどうなったかというと……７０１号室に帰り着いていた友とも美みが、世せ霊れ音ねと一緒にけろっとした顔で俺たちを出迎えた。なにも無かったようにふるまう友美に、俺は胸を締め付けられた。

　友美を泣かせてしまったんだ。俺が……。そんな罪悪感で落ち込む俺とは対照的に、友美はいつものフレンドリーな友美に戻っていた。

　美み佳かが寝入ってしまったので、深夜十二時を回ったところで、みんなで美佳を部屋まで連れて行くことにした。

　こんな時間にならないと、それぞれが自室に戻れないのはちょっと困るな。

　夜型の世霊音はいいにしても、最年少の美佳や規則正しい生活を心がけている小さ百ゆ合りには、つらい時間だ。小百合は睡魔と戦いっぱなしで、時々敗北して船をこいでいた。

　美佳は戦いもせず、すやすやと安らかな寝息を立てている。

　起こさないよう気をつけつつ、俺が美佳を背負ってエレベーターを降りた。美佳をベッドに寝かせると、そのまま二階の廊下で解散となった。

　友美を呼び止めたけど「ごめんなにーちゃん。今日は付き合ってくれてありがと！」と、いつもの調子で言われてしまった。

　帰ってからずっと、友美は「公園での出来事には触れてくれるな」と、視線で訴え続けていて、取り付く島がない。

　自室に戻って一人になった。

　俺も慣れないデートで疲れてたみたいで、シャワーを浴びてベッドに倒れ込んだところまでは覚えてるけど、気がつけば二十九日の午前十時になっていた。

　遅刻だと飛び起きてスマホを確認してからすぐに気づく。

　今日は祝日だ。

「あれ？　万ま里り子こからだ」

　ＳＴＲＩＮＧのチャットに万里子からのメッセージが届いていた。来たのは三十分くらい前か。内容は、今日は休日だからどこかに遊びにいかない？　というお誘いだった。

　午後……というか、夕方から世霊音の部屋に行くなら、せっかく誘ってくれたんだし万里子と遊びに行けるかもしれない。

　と思う反面、二日連続で女の子をとっかえひっかえ遊ぶなんて、人としていかがなものかとも思う。いや、友美の方は妹なんだけど。

　万里子にはずっと世話になりっぱなしだし、買い物の荷物持ちくらいの恩返しをしても罰は当たらないよな。

　三十分前のメッセージ。もしかしたら、もう万ま里り子こは他ほかの友達と出かけてしまった後ってことも考えられる。

　いや、だからといってこのメッセージに返事をしないのはよろしくない。

　寝坊して返事が遅れたことを、まずは謝ることにした。

　メッセージを飛ばすとすぐに万里子から返信があった。まだ出かけてないそうだ。

　買い物がてら昨日の一件を万里子に相談してみようか。

　あくまで友達から聞いた話として。

　友とも美みとのデートで俺がどんなミスをしてしまったのか……いくら一人で考えてもわからないし、わかるようならきっと友美を泣かせたりしなかったはずだ。

　万里子に「じゃあ、十一時に駅前で」と、返事をしようとした瞬間──。

　メールが届いた。世せ霊れ音ねからだ。文面に俺は目を見開いた。鼓動が速まり息がつまる。

『助けて』

　ただ、その三文字だけだった。

　世霊音のやつ、まさかぶっ倒れたのか!?

　妹が倒れた！　とは言えるわけもない。急な予定が入ったと万里子にＳＴＲＩＮＧで返した。胸の奥がチクリと痛む。

　万里子は「じゃあ、友達と行ってくるね」と、俺を気遣ってくれたのか、そもそも俺も誘う友達の一人でしかないのか……ともかく、これまでの埋め合わせができないことを平謝りして、俺はパジャマのままスマホとスマートキーと財布だけ持って部屋を飛び出した。

　ドアを閉めてから一瞬だけ、しまったと思った。

　スマートキーの番号が１０１に変わってしまい、俺は自室に戻れなくなったのだ。

　きちんと調べてみたわけじゃないけど、夜中から朝方までは出入りしてもルームナンバーは変わらない。気づけばいつの間にか変わっている事が多かった。

　エレベーターで一階まで降りると、ノックもしないで世霊音の部屋に飛び込んだ。

「大丈夫か世霊音！」

　遮光カーテンが閉め切られて薄暗いリビングの床に世霊音が倒れていた。目を閉じ長い黒髪は床に広がりっぱなしで、おとぎ話の眠れる森の美女のように……安らかな寝息を立てていた。

　その手にはスマホが握られている。

「おい世霊音しっかりしろ！」

　ほっそりとした身体からだを抱き起こして揺すると、世霊音は閉じていた目をゆっくりと開いた。弱々しい声で呟つぶやく。

「……お兄ちゃん……」

「ああ！　俺だ！　大丈夫か？　救急車を呼んだ方がいいか？」

　力なく首を左右に振って世せ霊れ音ねはか細い声で俺に告げた。

「……間に合ってよかった」

「間に合うって……なんだよそれ！　そんな言い方、不吉すぎるだろ！」

　まるで死ぬ間際に顔を見られてよかった。みたいな口ぶりじゃないか。

　世霊音の身体からだは冷たい。俺はぎゅっと抱きしめた。

「……温かい……」

「死ぬな！　お願いだから！」

　俺の体温が少しでも世霊音に伝わるように密着した。

　もしかして、世霊音は不治の病に冒されてたのか？

　だから誰だれとも会わず、学校にも行かず人とのつながりを断っていたのか？

　知り合って仲良くなればなるほど別れが辛つらくなるから。なんて、ふ、ふざけるな！

　俺と一緒に、日につ暮ぽ里りに行きたいっていうのは……あれは叶かなわない夢を語ってたんじゃないだろうな？

「……お兄ちゃん。最後のお願い……聞いてくれる？」

「最後なんて言うな！　なんだって聞いてやるから！　俺にできることならなんでも！」

　青白い顔で微笑ほほえむと世霊音は俺に願った。

「……シュークリームが食べたいです」

「はっ!?」

「……シュークリームは美お味いしいから。お腹なかが空すきました」

　瞬間、俺はやっと理解した。そして猛烈な勘違いをしていたことが、急激に恥ずかしくなってくる。

　抱きしめていた世霊音の身体を解放すると聞いた。

「なあ世霊音。もしかしてお腹が空いて倒れてたのか？」

　世霊音は小さな頭をコクリと縦に振ると、薄暗い部屋の中でも輝きを失わない宝石のような瞳ひとみで俺を見つめた。

「……はい。だから余計なカロリー消費をしないように、こうして待機電力モードのように慎つつましやかに暮らしていました」

　安あん堵どとともに、俺は大きなため息を吐ついた。

「びっくりしたぞ。というか『助けて』ってメールは怖すぎるじゃないか！」

「……わたしにとっては深刻な事態です」

「じゃあ、ご飯を食べれば元気になるんだな」

　今度はコクコクと二回頷うなずく。

「……シュークリームならより元気になれます」

「カップ麺めんはどうしたんだい？」

「……最近、お兄ちゃんと一緒に外食をしたり、小さ百ゆ合りちゃんのご飯を食べてすっかり舌が肥えてしまって。一人ですするカップ麺めんのむなしさに気づいてしまいました」

　つい最近まで、世せ霊れ音ねは「カップ麺だけで生きていける」みたいな食生活をしていたから、味覚が発達することは喜ばしいことだ。人間として正常化に一歩近づいたと思う。

「部屋で倒れる前に買い物にいけばいいんじゃないかな？」

「……日光を浴びると溶けます。お兄ちゃんは妹が溶けてもいいんですか？　とろける妹にお兄ちゃんは耐えられますか？」

「チーズみたいな言い方だな。ええと……これからは、ちゃんと『お腹なかが空すいたからなにか食べさせてください』って素直に言うように。なんかすごい言い方だけど、事実をきちんと伝えてくれた方が俺も助かります」

「……お兄ちゃんの甘やかしに今にも自立心が崩壊しそうです」

「甘やかされてる自覚があるなら自立しよう。よし！　今からコンビニに行かないか？」

「……一緒にですか？」

「俺が一緒なら外も怖くない！　これまでの修行によって、世霊音は昼間に外を出歩いても大丈夫な域に達しているはずだ」

「……午前中に外に出るなんて恐ろしい。それだとまるで人間のようです」

「いいじゃないか人間なんだし」

「……わたしは夜の眷けん属ぞくにして闇やみの末まつ裔えいです。黒い太陽の二つ名は伊だ達てではありません」

「いやいやいやいや。そんな二つ名は聞いたことがないぞ。そもそも世霊音は月の女神の名前なのに、なんで黒い太陽になるんだよ」

「……黒い太陽、つまり日食を引き起こすのは月だから。月と太陽が重なると……い、今のはそ、そういう意味じゃないです」

　部屋が暗いと、世霊音の表情の変化がうまく読み取れない。けど、声が少しだけ震えていた。恥ずかしがってる……のか？

「そういうってどういう？　もう少しわかりやすく言ってくれ」

「……だから、月がわたしでお兄ちゃんは陽よう一いち……太陽です。二つが重なるといっても、その……あの……は、恥ずかしいです」

　なにを言わんとしてるのか、よくわからない。

　二つが重なるってことは、俺の前に世霊音が立って二人でエグザールごっこ？　確かに恥ずかしいかもしれない。あれは人数が多いからこそ絵になるものだ。

　世霊音はそれっきり黙り込んでしまった。話題を変えよう。

「えーと……じゃあ世霊音は空うつ蝉せみをやめたのか？」

「……そちらはネット上に公開している仮の名前ですから。魂に刻まれた二つ名は、決して知られてはいけません」

「おもいっきり俺に教えてるんだけど、いいのかそれ？」

「……お兄ちゃんはいいんです。特別ですから」

　世せ霊れ音ねはうつむいた。

　確かに俺と世霊音……を含む妹たちとの関係って、普通とは言えないよな。

　それはそれとして、さてと。どうしたものか。

　カーテンを閉め切った薄暗い部屋を俺はぐるりと見渡してから、世霊音に確認した。

「ところで、世霊音は相変わらず学校に行ってなさそうだけど……？」

「……今日は祝日です。ハッピーマンデーばんざい」

　誇らしげに胸を張る世霊音に俺は肩を落とした。

「じゃあシュークリームはどうするんだい？　一緒に買いに行くつもりはないみたいだし。俺は世霊音とコンビニに行きたいんだけどなー」

　少し意地悪かもしれないけど、俺はわざとらしい口調で告げた。

　世霊音はむむむっと眉み間けんにしわを寄せて考えると、きっかり一分後に頷うなずいた。

「……我慢します。断腸の思いです」

「考えた末に結局我慢しちゃうのかよ！」

　どれだけ外に出たくないんだ世霊音は。

　友とも美みとのデート練習の時も、世霊音は７０１号室にノートパソコンを持ち込んで、室内からの情報支援に徹していた。

　世霊音は小さく首を左右に振ってから続けた。

「……それにお兄ちゃんをその格好で出歩かせるわけにはいかないから」

　言われて俺も自分の服装を今一度確認する。

　パジャマ姿だ。確かに日中、この格好で出歩くのは勇気がいりそうだ。

　世霊音は俺の服装を頭のてっぺんからつま先まで確認してから、こう結論づけた。

「……推論すると、今日はお兄ちゃんと一日中引きこもれるんですね」

　俺が世霊音を連れ出すプランが逆転して、俺が外に出たくても出られなくなってしまった。

　まさかこんな日が来ようとは……いや、諦あきらめるな俺。兄として世霊音を説得しよう。そう簡単に引きこもってなるものか。

「ったく。ご飯はどうするんだ？　なにもしなくてもお腹なかは空すくぞ」

「……カップ麺めんも二人で食べれば美お味いしいですよ。夕飯はデリバリーを頼みます」

　しまった。その手があったか。

　ああ、なんて怠惰な一日なんだ！　このまま俺はのみ込まれるしかないのだろうか。

　世霊音は怪しく手招きした。

「……さあ、お兄ちゃんも闇やみの世界に墜おちてください。抵抗しないで、身も心もわたしにゆだねるんです。最近のお兄ちゃんには、ダラダラリラックスが足りないから。ほら、床に寝そべってみると、もう動く気力も起こりません。一緒に闇やみ墜おちしましょう」

「い、いかん。闇よ退け！」

　俺は立ち上がった。カーテンに手を掛けると一気に開く。陽光が窓から差し込み部屋を照らした。今日は連休に相応ふさわしい行楽日和だ。

「……いやあああああああ」

　淡々とした悲鳴をあげて世せ霊れ音ねは倒れ伏した。そのまま呟つぶやく。

「……お兄ちゃん。わたしはもうだめです。カップ麺めんのお湯を沸かしてください」

　俺はしぶしぶキッチンに向かった。




　カップ麺を食べ終えて一息吐つくと、俺は世霊音にお礼を言った。

「昨日はちゃんと言えなかったけど、ありがとうな世霊音」

　子リスのような小動物的な仕草で首を傾かしげながら世霊音は聞き返した。

「……なにがですか？」

「メールで情報を教えてくれたじゃないか。それにあのポーチの絆ばん創そう膏こうも助かったよ」

「……友とも美みちゃんは負けず嫌いでせっかちなところがあるから、靴のサイズが合ってないのに無理して歩き回っちゃうと思ったんです」

「友美が世霊音の女子力に負けた！　みたいな事を言ってたぞ」

「……それほどでもあります」

　世霊音はやればできる子だけど、いかんせんやる気を出すポイントが限定的すぎる。

「昨日、友美が先に帰ってきた時に何か言ってなかったか？」

「……特になにも。ただ……」

「ただ？　何かあったのかい？」

「……これはわたしの個人的な考えです。だから、違うかもしれない」

「聞かせてくれ世霊音。あくまで参考までに」

　少し悩んでから世霊音は深くゆっくり頷うなずいた。

「……友美ちゃんに彼氏ができたと思えない、です」

　最初、世霊音がなにを言っているのかわからなかった。

「ど、どういうことなんだ世霊音？」

「……理由はわかりません。けど、昨日一日の様子を見て、友美ちゃんは彼氏ができたと嘘うそをついているように感じました」

　俺は小さく深呼吸をした。混乱しそうな自分の心を落ち着けてから、世霊音に確認する。

「もしそうなら、なんで友美は彼氏ができたなんて嘘をついたんだ？」

「……わたしにはわかりません」

　俺にもさっぱりわかりません。

「……今のはわたしの考えで、事実と違うかもしれないから、お兄ちゃんの胸に秘めておいてください」

「あ、ああ。わかった」

　証拠も無いのに疑っているわけだし、このことは他言無用だ。

　不意に世せ霊れ音ねの瞳ひとみが潤んだ。

「……お兄ちゃん……一つ聞いていいですか？」

　真剣な世霊音の眼まな差ざしに俺は黙って頷うなずいた。

「……もし、わたしの引きこもりが治ったら……お兄ちゃんはもう、デートしてくれなくなりますか？」

　心細そうな声で世霊音は呟つぶやく。

「それが心配なのかい？」

　コクコクと二回、小さく頷いて世霊音は続けた。

「……お兄ちゃんとする夜のデートが楽しくなってきて、太陽が外に出ているうちのデートにも憧あこがれが生まれました。友美ちゃんとお兄ちゃんがデートしてるのが、なんだかうらやましくなりました。けど……もしわたしが日中に外を出歩けるようになったら、もうお兄ちゃんとの外出練習は、必要がなくなります」

「俺は世霊音とデートしたいし、練習はいくらしたっていいじゃないか」

「……お兄ちゃん」

　世霊音がなめくじよりもゆっくりした動きで俺にそーっと抱きついてきた。

　俺は笑顔で世霊音に告げる。

「この調子でゴールデンウイーク明けから、世霊音も学校に行ってみないか？　目指せ日につ暮ぽ里り問屋街デート！」

「……うう。お兄ちゃんのドＳ」

「そこまでハードル上げてないと思うんだけどな。世霊音だって自立したいって言ったじゃないか」

「……それは……そうです。困りました。考えさせてください」

　困ったり考えたりするってことは、世霊音も真剣に前向きに自分を変えようとしてくれてる証あかしだ。

　時間をかけてゆっくりと後押ししてあげられればいいんだけど……俺たちの時間はあとどれくらい残ってるんだろうか。

　部屋の壁掛け時計を見ると、時刻はまだお昼前だった。

「……そうだ。お兄ちゃんにわたしの怠惰で恥ずかしい一面を包み隠さずさらけだすのに、今日はうってつけですね。わたしの人生を追体験することで、もっとわたしの弱点を見つけてください。きっとわたしの更生のお役に立ちます」

「さっきの闇やみ墜おちを言い方変えただけじゃないか」

　世せ霊れ音ねは真顔で俺に告げた。

「……本質は同じでもパッケージング次第で良くも悪くもなります。わたしの一日は……まずお昼まで寝ます。そして、起きたらご飯を食べて録画アニメのチェックです」

　世霊音がリモコンでテレビとレコーダーの電源をオンにした。

　今日は外に出るのを諦あきらめるしかなさそうだ。

　アニメは世霊音の好きな変身ヒロイン戦隊ものだった。オープニングのあと、タイトルコールの場面になる。




〈え？　わたしだけ呼ばれてない？　ミキのどっきり誕生日〉




「……これは見たやつでした」

　とっさに世霊音がレコーダーの停止ボタンを押した。間髪いれず別のアニメを流し始める。男の子がたくさん出てくるロボットものだ。

　世霊音は妙にそわそわしていた。俺の方を向いてくれない。

「どうしたんだ世霊音？　珍しく慌ててるみたいだけど」

「……わたしは常にマイペースで冷静でる」

　語尾を噛かんだ。珍しいこともあるもんだ。




　それから夕方までアニメ漬けだった。途中で俺は辛抱たまらず、部屋の掃除を始めてしまった。

　夕飯は世霊音がネットでお弁当の宅配サービスを頼んで二人で食べた。

　夜が深まるほど世霊音はやる気を出し始め、十時を回ったところでミシンタイムに突入した。ものすごいスロースターターっぷりだ。

　集中して作業をする世霊音を見ていると、あの床で寝ていた姿がまるで嘘うそみたいに思えてくる。

　世霊音がミシンと格闘している間、俺はぼんやりと明日のことを考えていた。

　友とも美みと二人きりだ。

　謝らないとな。正直に、俺のどこがいけなかったのかも教えてもらおう。

　きちんと謝って許してもらえたら、友美の本心を聞ける……かもしれない。

　彼氏のことはわからなくても、友美とじっくり話す時間は絶対に必要だった。






Ａｐｒｉｌ　４／30　ｔｕｅ

　９　強がり。弱気。意気消沈。






　朝のホームルームの前に、万ま里り子こが俺の席までやってきた。

　上機嫌って言うと変な感じだけど、何か吹っ切れたような笑顔だ。良いことでもあったのかと聞いてみたところ、心配事が一つ解決したのだそうだ。

　妹の千ち歳とせちゃんの彼氏問題である。

　そういえば、偶然にも俺と万里子は同じ問題を抱えてしまっていたわけだ。

　いや、問題っていうと悪いことみたいだな。恋人ができた妹にどう接していいのかっていう悩みだ。

　万里子が何かをして解決したってわけじゃなくて、千歳ちゃんときちんと話をして判明したのだそうだ。

　結論から言ってしまえば……恋人は芸能人だった。もちろん千歳ちゃんの片かた想おもい。

　万里子が思い切って彼氏の写真を見せてとお願いしたところ、人気アイドルグループのメンバーだということが明らかになった。

　昨日の買い物の誘いで、万里子は俺に千歳ちゃんのことを相談したかったらしい。

　けど、あっさり自己解決したので、気にしないでと万里子は俺を気遣ってくれた。

　今なら万里子に友とも美みのことを相談できそうな気もする。

　けど、やっぱり兄きよう妹だいの問題は兄妹の間で解決して、乗り越えて先に進むべきなのかもしれない。それに万里子にはまだ、妹たちのことを話してすらいないもんな。

　俺の友達の妹の彼氏の話なんだけど……って、回りくどい嘘うそを重ねるのは、やっぱりよくないよな。

　彼氏の写真……か。

　写真を見せて欲しいなんて言ったら、友美は嫌がりそうだ。なんとなくだけど、そんな気がした。




　放課後、俺は覚悟を決めてマンションに戻ると６０１号室のインターホンを鳴らした。

　二人きりになるのが嫌でチェーンロックをかけられてるかもしれない……という心配は杞き憂ゆうに終わった。

「にーちゃんおかえり！」

「あ、ああ。ただいま友美」

「入って入って」

　友美に手招きされて俺は彼女の部屋にお邪魔した。

　リビングに通されてソファーに座らされる。友美はキッチンの冷蔵庫からコーラのペットボトルを二本持ってきた。

「今日はなにしよっかにーちゃん？」

　ひんやり冷たいコーラのボトルを受け取って、俺は開栓するとグビリと飲んだ。

「おっ！　にーちゃん良い飲みっぷりだね」

「ぷはー！　美う味まいな」

　言葉が続かない。友とも美みの方もなんだかそわそわしていた。

「なあ友美！」

「にーちゃん！」

　沈黙に耐えきれなくなるタイミングまでぴったり一緒で、二人同時に切り出してしまった。

「な、なんだい？　友美からどうぞ」

「いやいやここはにーちゃんから」

「遠慮しなくてもいいのに」

「そんなことないってば」

　お互いに主導権のバトンを相手に押しつけ合ってから、俺は軽く咳せき払ばらいをした。

「えー。ではお言葉に甘えまして。……友美は彼氏とうまくいってるのか？」

　瞬間、友美の表情が笑顔のまま固定された。

「と、ととと当然じゃん。にーちゃんに心配されるようなことはなにもないって」

「そうか。それでいつ紹介してくれるんだい？」

「しょ、紹介？」

「まあ、相手もちょっと気まずいよな。こっちは複雑な家庭環境だし」

　友美は大きく頭を縦に振った。

「そうだよ説明するとちょっとアレだし、にーちゃんには悪いんだけど、紹介しづらいっていうか……」

「じゃあ写真だけでも見せてくれないか？」

　友美の顔から血の気が引いた。

「しゃ、写真とかＮＧなんだ」

「一緒に写真撮ったりしないのか？」

「うん。なんていうかシャイなんだよ」

「そうなのか。どういう人なんだ？」

「えっと……背格好はにーちゃんくらいで、性格はまじめなところもあるけど、どっか抜けてるところもあるんだよね。面倒見は良い方かな。自分からジョークを言ったりはしないし、どっちかと言えばツッコミ気質かも。なのに天然ボケっぽくて、こっちからいじってあげると輝くタイプかな。あと、結構優しいとこもあるし……」

　友とも美みの表情がなんとも乙女チックになった。その人のことを考えるだけで、友美がときめいたような顔をするなんて……。けど、話を聞く分には悪いやつじゃなさそうだな。

「名前は？　年齢は？　あ……ごめん。根掘り葉掘り聞くのは、いくら兄きよう妹だいでもよくないよな」

「そ、そうだぞにーちゃんだって幼なじみの彼女のことを、妹にあれこれ言われたくないだろ？」

「万ま里り子こは幼なじみだけど、友美が考えてるような関係じゃないって！」

　友美は両肩をプルプルと震わせてから、俺をじっと見据えた。

「だ、だいたいにーちゃん、妹の彼氏のことを知ってどうするつもりなの？」

「どうもしないよ」

「じゃあ聞かなくていいじゃん」

「どうもしないけど、気にはなるんだ」

「気になるの？」

「ああ。気になる。正直、気にならないって言う方が嘘うそになる」

「それってさ……具体的にはどれくらい気になってるの？」

「具体的にって言われても……」

「手を握って一緒に歩いてるのか？　とか、ちゅ、チューしてるのか？　とか、そんな感じで気になるの？」

「し、ししししてるのか!?」

「してないよ！」

「そっか……」

　俺は心の中で胸をなで下ろした。

「あっ！　今、ほっとした？　もしかしてほっとしてくれた？」

「べ、別にそういうんじゃ……」

　友美はほっぺたを赤らめると、ぴしゃりとこの話題を打ち切った。

「はい！　じゃあここまで。彼氏のことは忘れて、にーちゃんゲームしよう！　なにがいいかなぁ。対戦ゲーよりも協力プレイできるやつがいいよね。そうだ、このギャングになって街で大暴れするやつとかいいかも。一緒に警察署を襲撃しようよ！　友美ちゃんのぶっといロケットランチャーをお見舞いしてやる！」

「なんて反社会的なゲームだ！」

「えー。じゃあ協力プレイはできないけど、島国の独裁者になって住民から血税を搾り取ってスイスの個人口座を潤わせるやつ、やってみる？　国政に口出しするデモ参加者を軍隊で蹴け散ちらしたり、活動家を暗殺したりもできるよ。こっちが暗殺されることもしばしばだけど。クーデターに政権乗っ取られるんで軍人階級は優遇すること。これ豆知識ね」

「想像つかないけどやめておきます。しかし、よくそんなゲームを見つけてくるな」

「ゲームで食べていくって言ったじゃん。ゲームは遊びじゃないんだよ！」

　きりっとドヤ顔で言ってのける友とも美みは、なんだか楽しそうだった。

「この前のデートの時、やっぱりゲームセンターに行った方が良かったかな？」

「に、にーちゃん！　あれは忘れて！　全部忘れて！」

「忘れてと言われても……」

「いいから忘れて！　もう、ああいうのはいいんだ。あたしはこうしてにーちゃんと、仲良く肩を並べて一緒にゲームできるだけでも幸せだからさ。どこかに一緒に行ったりしなくてもいいんだ。妹として十分に幸せだよ」

　俺を見つめる友美は笑っていた。けど、その瞳ひとみは悲しげだ。

　無理に笑っていた。

　こんな顔は、友美らしくない。

　友美がこの前のデートを失敗だと思い込んでるように思えた。デート恐怖症になったら、それは俺の責任だ。

　友美とのデートはおもしろかった。

　失敗がなかったとは言わないし、俺も失敗したと思う。それがなんだったのかもまだ、俺自身理解できてない。だからこんな言い方じゃ足りないと思う。

　けど、アクシデントも含めて全部、おもしろかった。楽しかった。

　反省点は次に生かせばいいんだ。

　リベンジできる。しなきゃいけない。

「そうだ。なあ友美……デートしよう」

　友美は声も出さずに半分口を開いたまま固まった。

「もう一度、俺とデートをしてくださいお願いします」

　俺が念を押すと、ようやく友美は我に返った。

「ど、どうしてだよにーちゃん？　あたしとデートしても……その……あの……あのね……にーちゃんだって……楽しくないだろうし……あたし、デートの才能ないし……」

　まるで怪け我がをした子鹿みたいに友美は怯おびえていた。

「俺は楽しかったぞ。普段は行かない場所を大冒険したからな！　だからお礼も兼ねて、今度は俺にデートをリードさせてほしいんだ」

「にーちゃんが……デートコースを決めるの？」

「ああ。どこに行ってなにをするか。俺なりに考えてみたいんだ」

「にーちゃんもデートの練習がしたいのか？　それなら小さ百ゆ合りとか優ゆう希きとか……」

「友美じゃなくちゃだめなんだ。きちんと俺とのデート練習を完遂して、デートへの恐怖心をぬぐい去ってもらう！」

「そ、そんなことしてくれなくてもいいよ」

「失敗のイメージを持ったまま、友とも美みを彼氏とデートさせられない。だから、一緒に楽しいデートをしよう」

　俺は友美の手をとって両手で包むように握った。友美は小さく「う、うん」と頷うなずく。

　了承してくれたみたいだ。

　よし。がんばろう！　友美が楽しんでくれるデートを俺がプロデュースするんだ！






Ｍａｙ　５／１　ｗｅｄ

　10　計画。本格。デートプラン。






　昼休みに万ま里り子このお弁当をごちそうになりながら、あっという間に四月が終わっちゃったね的な会話をしていると、万里子の方から俺に今月の予定を聞いてきた。

　今のところ明確に決まっているのは、今週土曜日のデートだけだ。その先もどうなってしまうかわからないから、安易に予定が入っていないと言いづらい。

　うまく説明できない俺の顔を、万里子は思い詰めた表情でのぞき込んできた。

　来週以降は特にない。と、つい答えてしまった。

　万里子が満面の笑みで頷いて……なんとなく、罪悪感を覚えてしまった。




　土曜日に友美とデートをすることを、小さ百ゆ合りやみんなに伝えておくべきだろうか。

　悩みながら５０１号室のインターホンを鳴らすと、すぐにドアが開いた。

「お兄様、おかえりなさいませ」

「た、ただいま」

　小百合の今日のコーディネートは、先週渋しぶ谷やのマルクーで見たパステル系のショップのマネキンそのまんまだった。

「似合ってるぞ小さ百ゆ合り」

「本当ですかお兄様！　ありがとうございます」

　うれしそうにはにかみながら俺を部屋に通すと、小百合はさっそくお茶を用意してくれた。九官鳥のキューちゃんが俺を見るなりしゃべる。

『これは衝動買いじゃありません！　衝動買いじゃないんです！』

　俺が一方的に思う小百合のイメージは、財布の紐ひもが堅そうなんだけど……普段しっかりしてる分、その反動で先週ははっちゃけてしまったんだろうな。

　お盆にお茶を載せて恥ずかしそうにうつむきながら、小百合がキッチンから戻ってきた。

「キューちゃん、なんてピンポイントなことを言うんですか？」

『お兄様はこの服、気に入ってくれるでしょうか？　不安です』

「ううぅ……少し静かにしててください」

　困り顔で小百合はキューちゃんの鳥かごに黒い布製のカバーをかけた。すると、キューちゃんが静かになる。

「これでよし……です」

「これじゃあ真っ暗で可哀かわい想そうじゃないか？」

「夜だと思って寝てくれるんです」

　キューちゃんが昼夜逆転生活になっちゃいそうだな。

　お茶を一口飲んでから俺は小さく息を吐ついた。

「あの、お兄様。本日はどのようにして兄きよう妹だいの絆きずなを深め合いましょうか？　もちろん、兄妹という枠組みを取り払ってしまうのも私としてはやぶさかではありません」

「ええと、今日は俺の相談を受けてもらえるとありがたいんだけど」

「もちろんです！　私にできることでしたらなんなりと仰おつしやってください」

「じゃあその……デートの相談なんだけど」

　小百合の瞳ひとみがキラリと輝いた。

「少々お待ちください！　今、資料をお持ちしますから」

　寝室に行ったかと思うと、小百合は雑誌の束とノートに筆記用具を持ってリビングに戻ってきた。うきうきしながらテーブルの上にそれらを並べていく。

「ずいぶん準備がいいんだな？」

「お兄様のためにと、私なりにまとめておいたんです」

「おすすめのデートコースがあるのかい？」

「もちろんです。関かん東とう日帰りのデートスポットをエリア別にまとめてあります」

「ご教示頂ければ幸いです」

　俺が一礼すると、小百合はノートを開いた。

「ではさっそくコースその１。新しん東とう京きよう電波塔と下町エリアデート！」

「電波塔ってデカイツリーのことか？　展望台からの景色はすごそうだけど……」

「お兄様。ツリーに登るだけが魅力ではありません。もちろんその眺望は魅力的ですけれど、足下にあるソララマチには商業施設がたくさんあるんです。少し歩けば下町的な雰囲気も満喫できて二倍お得！　それに下町の入り組んだ路地には人ひと気けの無い場所もいっぱいですから」

　まるで暗記していたみたいに、すらすらとよどみない口ぶりで小さ百ゆ合りは説明した。

　ちらりとノートを見ると赤字で「警察こない」やら「人通りなし」やら「社会の死角」だの「ものかげ」といった単語が、地図に書き込まれていた。

「わ、わかった。なるほど電波塔だけじゃないんだな。すごく魅力的だけど、その１ってことは他ほかにもあるんじゃないかな？　小百合はいっぱい調べたみたいだし」

「当然です。では定番中の大定番！　マウマウランドを紹介いたします」

　ノートの次のページをめくり、一緒にテーマパークの専門誌を開いて小百合は講義を続けた。

「こちらは千ち葉ば県にある、みんな大好きな遊園地です」

「実は行ったことないんだよな」

「わ、私も初めてです。初体験がお兄様とだなんて……素敵すぎます」

　言い方がおかしな方向に行ってますよ小百合さん。

「けど、超人気スポットだけに混こんでるんじゃないか？」

「そうですね。開園前からゲートに並んでも、パレードの場所取りや人気アトラクションの優先パスを取りに走らなきゃいけません。あっ！　園内で走るのは危ないのでいけないのですが……ともかく混雑をいかに避けるかというのが重要になります」

「なるほど。ちょっとノートを見せてもらってもいいかい？」

「え、ええと……どうぞ」

　最寄り駅からマウマウランドのある舞まい浜はま駅までの電車の乗り換えから始まり、到着後も分刻みでスケジュールが立てられていた。

　開園と同時に超人気アトラクションの優先パスをとりつつ、園内を効率良く回るルートが書かれている。そのルートもいくつかに派生していて、混雑が予想されるアトラクションを避ける代案や、雨天時に便利な屋根のある場所についてもメモがしてあった。

「行ったことがないのに、まるで行った気持ちになれる予定表だよ」

「それは……その……」

　小百合は困ったような顔で微笑ほほえんだ。

「何か問題があるのか？」

「じ、実は……雑誌の丸写しなんです」

　小百合はテーマパークの専門誌のとあるページを開いた。付ふ箋せんでチェックされているページの内容が、わりとそのままだ。

　ただ、丸写しといっても雑誌にはない情報がノートの方には付け加えられていた。

　遊園地の地図に「チューポイント」「監視カメラなし」「中の人などいない（？）」などの、謎なぞの暗号がちりばめられている。

　うん、見なかったことにしよう。

　俺はノートの次のページをめくった。途端に小さ百ゆ合りがあわあわし始める。

「あ！　そこから先はいけません！」

　俺に覆い被かぶさるように立ち上がると、小百合はノートを奪いかえそうとしてきた。

「ちょ！　小百合！」

「お兄様後生ですから……きゃあ！」

　悲鳴をあげて小百合は足をすべらせると、俺に向かってダイブしてきた。座ったままの俺の顔に小百合の胸が押しつけられる。

　服の柔軟剤の優しい香りと……柔らかい感触。俺の手からノートを奪いかえそうとしていたはずなのに、小百合は俺の頭をぎゅっと抱きしめてきた。

「お兄様返してください！　ノートを返してください」

「ふがふがふあ！　小百合、落ち着いて！」

　なんとか小百合の抱きしめ固めから抜け出して俺は立ち上がった。













「お兄様。なんで立ってしまうんですか？」

「しまうんですか？　じゃない！　抱きついてきたところまでは兄きよう妹だいだから良しとしよう。けど、胸を押しつけるのはいかがなものか!?」

「今のはものの弾みです。垣根を越えたなにかです」

「越えるな！　そっちがそういうなら、小さ百ゆ合りが恥ずかしがる俺に見せたくない秘密のページを朗読してしまうぞ」

　俺は手にしたままのノートを開いて確認した。

　何か恐ろしい計画でも書かれているのかと思ったけれど、そのページの見開きは……実にわかりやすく整理された、小百合オリジナルであろうデートプランだ。

「なになに……都内パワースポット巡りin巣す鴨がも」

「はわああああああ！　お兄様、声に出すなんて恥ずかしすぎます」

　胸を押しつけるのは恥ずかしくないのか!?

「巣鴨はおばあちゃんの原はら宿じゆくです。中学生の私が憧あこがれているのを知られるなんて、恥ずかしすぎます」

「いやいや、とげ抜き地蔵くらいは俺でも知ってるし……というか、パワースポットっていうのはなんなんだ？」

「霊的なエネルギーが集まっていて、行けば元気になれる場所のことです」

　あっ！　そういえば小百合は占いやスピリチュアルが好きだったっけ。じゃあ、この三つ目のプランが小百合にとっては本命なのかもしれないな。

　もちろんデカイツリーもマウマウランドも魅力的だけど、このパワースポット巡りのページには、小百合のこだわりが感じられた。

「俺はこの三つ目のプランも結構好きだぞ」

「ほ、本当ですか？」

「ああ。うまく言えないんだけど、小百合の個性が光ってると思うんだ」

「良い雑誌の記事がみつからなくて、ネットを中心に情報を集めたものなんです。だからプランとしての完成度は前の二案と比べると見劣りしてしまいます」

「そんなことないって。小百合の『行ってみたい！』っていう気持ちがすごく出てるし」

　例のごとくマップに「暗がり」「立ち入り禁止区域」「袋小路」といった、謎なぞの書き込みがあるけれど……気にしたら負けな気がする。

　ノートを返すと小百合は恥ずかしそうにノートをぎゅっと抱きしめてうつむいた。

　たとえ定番のデートスポットでなくても、行きたい場所に行くのって……重要なんじゃないか？

　小百合に大切なことを教えてもらった気がした。
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　昨日から万ま里り子こは上機嫌で、いつも以上ににこにこしっぱなしだった。

　千ち歳とせちゃんの好きな人がアイドル歌手だったので、心配事がなくなったから……なんだろうか？　万里子は俺に「妹に過保護すぎるかも」と漏らしたけど、俺はどう返事をしていいのかわからなかった。

　俺のお兄ちゃん歴は一ヶ月。一方、万里子のお姉ちゃん歴は十年以上。

　妹を……家族を心配するのに一緒にいた年月は……関係ない！　と、言い切れない自分がいる。先月まで俺たちは他人同士だったんだ。

　それでも何かをしてあげたい。

　ぼんやり考えていると、万里子が俺への宿題の話をしはじめた。

　ずっと、食べたい料理のことで返答を保留してたんだっけ。

　俺がまた悩みだしたのを見て、万里子は「リクエストの受け付けを終了しました」と、俺に笑顔で告げた。なんだか万里子にも悪いことをしてばっかりだ。

　結局料理の件がなんだったのか、聞いても万里子は教えてくれなかった。後の祭りだ。

　本当に……なんだったんだろう。

　ただ、万里子が怒っている様子もなければ、悲しんでいるような雰囲気でもなく、ずっと笑顔だったので俺はそれ以上追及できなかった。

　そもそも、決められなかった俺が悪いんだし。そのくせリクエストの受け付けが終了したからって、しつこく聞くのもおかしな話だ。




　万里子のことが気になりつつも、帰宅する。

　今日は優ゆう希きが部屋で俺のことを待ってくれていた。うれしい反面、部活見学の件がうまくいかなかったのかもと、心配になる。

「おかえり兄さん。さあ、上がって」

「た、ただいま」

　リビングに通されソファーに座ると、優希はさっそく俺にコーヒーを作ってくれた。お願いしなくてもミルクと砂糖がたっぷり入ったコーヒーだ。

　ブラックコーヒーのマグカップを片手に座ると、優希は俺をじっと見つめた。

「今日は兄さんに報告があるんだ」

　優希の瞳ひとみがキラキラ輝いている。

　よかった。この感じだと部活見学はうまくいってるみたいだ。

「なにか良いことがあったみたいだね？」

「うん！　実は茶道部の部活見学をさせてもらったんだ」

　笑顔をはじけさせる優ゆう希きに、俺もうれしくてつい笑顔になる。

「おお。良かったじゃないか。女の子相手に緊張しなかったか？」

「な、なんとかがんばれたよ。これも兄さんとみんなのおかげだと思う」

　少し恥ずかしそうにうつむきながら、優希ははにかんだ。

　素直で優しくていじらしい。ちょっぴり遠慮がちだけど、それって奥ゆかしさの表れだ。優希って本当に良い子だな。つい、子煩悩ならぬ妹煩悩になってしまう。

「それで、見学はどんな感じだったのかな？」

「抹茶と和菓子をごちそうになったよ。簡単にだけどお茶の作法も教わってきたんだ。茶道って格式とか伝統とか堅苦しいイメージがあったんだけど、みんないい人で、歓迎してくれたんだ」

　優希がうまくできて一安心だ。

「そっか。優希は偉いな」

「兄さんが背中を押してくれたからだよ。それでね兄さん……ボク、高校に入学したら部活に入ってみようと思うんだ」

　優希がまた一歩踏み出そうとしている。兄としては応援せずにいられない。

「部活って言っても色々あるけど、茶道部に入るのかな？」

　困ったように優希は眉まゆを八の字にさせた。

「ボクの足りない女子力を磨くには、やっぱり女性らしい部活がいいかな？」

「俺は優希が茶道をする姿を見てみたいと思うぞ。きっと着物もばっちり着こなしちゃうんだろうな」

　優希はいきなり耳の先まで真っ赤になった。

「そ、そそそそんな無理だよ。着物なんて似合うわけないよ」

「そこまで慌てなくてもいいだろ」

「で、でもでも……無理なんだよ兄さん」

　涙目になって優希は俺に訴えた。

「着物が苦手なのか？」

「む、胸が大きいと和装は似合わないっていうし……じゃなくて、じ、実は……正座が苦手なんだよ。足がしびれて立てなくなるんだ。今日もそれで茶道部の人たちに、足のマッサージまでしてもらって……自分が恥ずかしいよ」

　得意な人……というか、普段から正座に馴なれている人はいると思うけど……。

「俺も苦手だから、そう言われるとなんと返していいのやら。あ！　そうだ、お茶そのものはどうなんだ？」

　優希はマグカップの中身に視線を落とした。

「やっぱりコーヒーの方が好きかな」

　茶道ならぬコーヒー道があったら優ゆう希きはハマったんだろうか。

「ま、まぁあれだよな。俺もよく知らないから漠然としたイメージでしか話せないけど、茶道ってお茶を自分で飲むんじゃなくて、お客さんをもてなす美しい作法を学ぶって感じだよな。おもてなしの心ってやつだ」

「そ、そうだね。うん……おもてなしって女の子っぽいよね。なのにボクって……ぜんぜんおもてなしできなくて……」

　優希がへこんだー!?

　話題の振り方を少し間違えてたっぽいな。

　部活はなにも文化系に限らないわけだし。

「そうだ！　優希なら運動部も有りなんじゃないか？　背が高いからバスケ部やバレー部に引っ張りだこかもしれないぞ」

「体育の授業でしかやったことがないから、初心者丸出しのボクが高校から始めてもいいのかな？　足を引っ張っちゃいそうで心配だよ」

　奥ゆかしいけど、やっぱり遠慮がちだ。

　優希にはもっと自信をもってもらいたい。

「誰だれだって始める時は初心者だし、高校からだって遅くないと思うぞ。なにを隠そう俺だって、お兄ちゃん歴一ヶ月未満の初心者だからな」

　優希は吹き出すように笑った。

「ふふっ！　……あ、ごめん兄さん。変なことを言うから驚いちゃったよ」

「変じゃないだろ。ああそうだ！　演劇部なんてどうだ？」

「ぼ、ボクが演劇だって!?　できるわけないよ！」

「いやいや、そう最初から無理だって言うこともないと思うぞ。優希は男の役も女の役もどっちもできるし」

　優希はぶんぶんとポニーテールを犬の尻尾しつぽみたいに大きく左右に振った。

「男役でも女役でも、そもそも人前で演技なんて絶対無理だって！」

「度胸をつけるにはいいと思うんだけどな。それに演劇って役者だけじゃなくて、裏方もあるじゃないか？　衣装にメイクに照明や音響効果。あと、小道具に大道具あたりか。いろんな役割があるから、何かしら優希が興味を持てるものが見つかるかもしれないぞ」

「詳しいんだね、兄さん。やっぱりすごいや」

　そこで尊敬の眼まな差ざしを向けられても困りますよ優希さん。

「別に詳しくないって」

「あの……演劇部もいいんだけど、他ほかにどんな部活がいいかな？　高校には中学よりもたくさん部活があるんでしょ？」

　確かにそうだけど、優ゆう希きが入部して充実した高校生活を送れそうな部活っていったいなんだ？　そもそも俺は中学時代ですら部活には参加してなかったわけだし、かじったことすらないのにアドバイスなんて……。

　そういえば、中学の生徒会でいろんな部活の部長さんとやりとりをしたり、部長会議に生徒会長の代理で出席したっけ。

　中学にあったのは軟式野球部にソフトテニス部にサッカー部に陸上部。吹奏楽部に美術部……うーん、優希の才能が生かせそうな部活ってなんだ？

　どの部活も、優希ならある程度うまくこなしてしまうような気がして、特別「これだ！」ってのが思いつかなかった。

「と、ともかく！　優希なら運動部でも文化系でも、どんな部活でもうまくやっていけるよ。俺が保証する」

　全部できる！　なんて、助言としては赤点だ。それでも優希は笑顔で返してくれた。

「ありがとう兄さん。そうだ兄さんの中学時代のことを教えてよ」

「俺のことか？」

　優希はうんと大きく頷うなずいた。

「参考までに知っておきたいな」

「優希に部活動を勧めておいて言うのもあれだけど、実は部活には入ってないんだ」

「え!?　そ、そうなんだ」

　目を丸くさせた優希に俺は続けた。

「けど、生徒会には入ってたぞ。一年生の頃ころから雑用を手伝って、最終的には生徒会の副会長をやったんだ」

「会長さんじゃなくて副会長なんだ。兄さんより優秀な人がいたなんて驚きだよ」

　きょとんとした顔で優希は吐息混じりに漏らした。

「こらこら。俺をなんだと思ってるんだ」

「妹想おもいの素敵な兄さんに決まってるじゃないか！」

　優希は素直すぎる、皮肉とは無縁な女の子だ。

　本気で慕ってくれるのが……ああ、なんとももどかしい。心が痛い。

　俺は優希に尊敬されるような人間じゃない。むしろ、ほとんど無能なポンコツです。ごめんなさい。

　と、自分を卑下しないと心の均衡が取れなくなるくらい、優希は俺をまっすぐな眼まな差ざしで見つめ続けた。

　やめてください！　自分がふがいなさすぎて死んでしまいます！

　俺はがっくりと肩を落として言い訳を始めた。

「え、ええと……生徒会で後輩指導なんかもしてたおかげで、こうして優希とも普通に話せるっていうか……当時は年下の面倒見がいいって、生徒会長に褒められたりしたっけ。けど、本当にそれくらいで、副会長になってからも一年生の頃ころとやってることなんてほとんど変わらなかったし、優ゆう希きが思ってるような立派な人間じゃないぞ。立派な人っていうのはちゃんと上に立って決断できる人間のことを言うんだ」

　今思えば、俺は当時の生徒会長に後輩の世話を全部押しつけられてたんだろうな。

　おかげでいきなり妹が五人できても、なんとかお兄ちゃんをやれてる……と、思う。至らないところの方が多いだろうけど。

　納得したと、優希の顔に書いてあった。

「兄さんの面倒見がいいのはそういった経験があったからなんだね。やっぱりすごいよ兄さんは」

「褒めないでくれ！　恥ずかしいから！」

　優希はフルフルと軽くポニーテールを左右に振った。

「ボクは兄さんをいっぱい褒めるよ。兄さんが褒めて伸ばしてくれたんだから、少しでも恩返しがしたいんだ。兄さんは優しくて面倒見がよくて、カレーを作るのが得意で……それに……か、かっこいいし」

　頬ほおを赤らめる優希の顔が、なんとも女の子らしくて、しおらしく見えた。

　二人きりになると、時折優希が見せるこんな表情にドキッとさせられる。

　自分じゃ女の子らしさが足りないなんて言うけど、優希は女子力を秘めた原石だ。もう、ところどころ磨かれた部分から光を放ち始めている。

　耳の先まで真っ赤にさせながら、優希はあわてた口ぶりで繰り返した。

「ほ、本当だよ。兄さんはとっても、とってもかっこいいから！」

「あ、ありがとう！　けどやめよう！　これ以上は危ない」

　お互いに褒め合うのって、すごく奇妙で微妙な空気になる。それに、俺へのハードルが高くなりすぎだ。優希の期待に添えない自分が、ますますだめに思えてくるじゃないか。

　優希への「自信を持て」っていう言葉が、そのまま俺にブーメランになって突き刺さった……ってことなのかな。

「なあ優希。俺に褒められるのって嫌だったか？　プレッシャーになってたか？」

「は、恥ずかしい時もあったけど、嫌だって思ったことは一度もないよ。兄さんはいい人だからね。すごくうれしかった」

　優希は屈託の無い笑みを浮かべた。そのまま続ける。

「ボクは兄さんを尊敬してるんだ。それに尊重できたらって思うよ」

「尊重って……」

「兄さんにだって高校生活があるんだし、今の生活が明日にも終わってしまうかもしれないけど、また来週も再来週も続く可能性だってあるから。だから、兄さんに高校の友達がいて、放課後、一緒にどこかに行きたいとか、そういうお付き合いがあるんなら……ボクのことは気にせず行ってきてほしいんだ」

　優ゆう希きは身を乗り出すと真剣な眼まな差ざしで俺の顔をのぞき込んだ。

「けど……そうしたら……」

「土日に会えるんだし、木曜日は一応ボクの日なんだから、決定権はボクにある。兄さんに有意義に過ごしてほしいんだ。もちろん、他ほかに予定がないならボクは大歓迎だよ」

「あ、ああ。ありがとう」

　脳裏に万ま里り子この顔が浮かんだ。優希からこうして提言してくれたんだし、次にそういう機会が訪れたなら、お言葉に甘えよう。

「じゃあ、今日はボクがカレーを作るから、兄さん食べていってよ！」

　そう言うと、優希は夕飯の支度を始めた。

　優希の作るカレーの隠し味は、なんとなく想像していたけど……インスタントコーヒーだった。
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　ゴールデンウイークの後半戦が始まった朝。

　唐突に万里子から「チキンの丸焼きに決定」というＳＴＲＩＮＧのメッセージが届いた。

　最初はなんのことかと思ったけど、すぐにそれが「締め切られたリクエスト料理」のことだと気づいた。

　丸焼きなんてまるでパーティー料理じゃないか。

　それに挑戦するってことは、誰だれかのお祝いのための料理の練習なのかな。

　メッセージへの返信がてら、チャットで万里子と雑談した。

　今日、万里子は千ち歳とせちゃんと出かけるらしい。チャットは五分ほどで万里子の方から切り上げられた。

　それから俺はスマホで調べものを始めた。

　明日、友とも美みとデートをするための企画を実はこつこつと練っていたのだ。

　小さ百ゆ合りのノート整理術を参考にして、俺なりに構築したデートコースを再確認した。

　ばっちりだ。週末の天気は晴れだけど、念のため雨になった時のパターンも用意しておいた。




　明日の準備が終わっても、時刻はまだ午前十時を回ったところだった。きちんと外出できる服装で部屋を出る。金曜日は美み佳かの日だ。エレベーターで二階に下りた。

　２０１号室のインターホンを鳴らすのに、緊張が伴う。

　いや、さすがにないとは思うけど……紫むらさきさんと鉢合わせになったらどうしよう。

　可能性はゼロじゃない。

　なんて悩んでいたらドアが開いた。

　メープルを抱えるように抱っこして美佳が姿を現す。

「にーちゃまおかえりなさい。ごはんにする？　おふろにします？　それともみーちゃんですか？」

　美佳はほっぺたを片手で押さえるようにして、いやんいやんと身もだえする素振りをしてみせた。可愛かわいい仕草だ。けど、誰だれだこんなことを吹き込んだのは。

「お昼ごはんにはまだちょっと早いし、お風ふ呂ろは夜でいいんじゃないかな」

「じゃあみーちゃんと遊びましょ」

　美佳に手を引かれて俺はリビングに向かった。

　美佳はメープルを抱っこしたままスツールに座って、ソファーに腰かけた俺をジトッとした目で見つめてきた。













「みーちゃん、噂うわさで聞きました。情報のでどころは秘密です」

「どうしたんだい改まって？」

「にーちゃま、友とも美みねーちゃまとデート二回目ですか？」

「あ、ああ。誰だれからそれを？」

「友美ねーちゃ……秘密ですから」

　明日のデートのことは友美からみんなに伝わってるみたいだな。念のため、あとでメールで俺からも説明しておくか。

「ええと、事実を認めます。俺は明日、友美ともう一度デートします」

「友美ねーちゃまだけ二回デートするのは、ねーちゃまが長女だから？　みーちゃん末子だから、デートなし？」

　不安そうな瞳ひとみで美み佳かは声を震えさせた。

「そ、そんなことはないよ。今回は偶然そうなっちゃったんだ」

「じゃ、じゃあみーちゃんも、にーちゃまとデートできるの？」

「もちろん。約束するよ」

　心細そうにしていた美佳が、笑顔をまぶしくはじけさせる。

「うん！　絶対だよ。あのねあのね、メープルと一緒に三人でデートだよ。あっ！　でも優ゆう希きねーちゃまと紫むらさきねーちゃまも一緒がいいかも」

　優希はまだわかるけど、紫さんまで同伴なんて……。

「友美と小さ百ゆ合りと世せ霊れ音ねはそのデートにいけないのかな？」

　困ったように美佳はうつむいてしまった。

「あのねにーちゃま。世霊音ねーちゃまは太陽の光を浴びると、溶けちゃうんだって。みーちゃんは良い子だから、カラスが鳴いたらおうちに帰らなきゃいけないの」

「ああ。なるほど」

　世霊音が本気を出し始めるのは、日が暮れてからだ。

「友美ねーちゃまは彼氏がいるから、にーちゃまとばっかりデートしてたら彼氏がかわいそうだよ」

「そ、そうですね。じゃあ小百合は？」

「小百合ねーちゃまは……えっと、なんとなく！」

　前の二人と比べると明確な理由がない!?

「なんとなくって、なにか理由はないのかな？」

　うーんと困ったように首を傾かしげてから、美佳は思いついたように頷うなずいた。

「だって小百合ねーちゃまって、友美ねーちゃまと彼氏をくっつけようとしてばっかりなんだもん……」

「そうなのか？」

　小さ百ゆ合りの「自分以外全員彼氏ができればいいのに大作戦」は続行中みたいだ。美み佳かは口を尖とがらせて続けた。

「あのねあのね、みんなお話しするときね……あっ！　これ、言っちゃだめなの。にーちゃま、他言無用で。他言無用でおねがいします！」

「あ、ああ。わかった。言いません約束します」

　そういえば妹秘密会議はいつ行われてるんだろう。誰だれかの部屋に集まってるって感じもしないし。まあ、詮せん索さくすると美佳を困らせそうだ。止やめておこう。

　美佳はゆっくりと深呼吸をしてから、メープルをスツールに座らせて席を立つと、俺の膝ひざの上にちょこんとのっかってきた。

「ど、どうしたんだい美佳？」

「あのねあのね、にーちゃまってなにが好き？　メープルは女の子が大好きなんだって！　クマの女の子じゃなくて人間の女の子がいいんだって」

「は、はぁ。メープルっていったい……」

「にーちゃまも女の子が好きなの？」

「お、俺はその……好きっていうのは食べ物の話とかなのか？」

「うん！　食べ物でもいいし、ほしいものとか集めてるものとか、なんでもだよ」

「改めて聞かれると困るな」

　こうして妹たちと暮らせる今があれば、それだけで幸せ……じゃあ、だめかな？　やっぱり。

「ねえねえなんでもいいよ？」

「俺は……というか、なんで急にそんなことを俺に聞くんだい？」

「それは秘密です。女は秘密が多いミステリアスな方が魅力的なんだって」

　左様ですか妹君。美佳も真剣だし、しからばきちんと答えよう。

　この前、万ま里り子こには回答を引き延ばしてばかりで変な感じにしちゃったしな。

「俺は妹が好きだぞ」

「え!?　にーちゃま、もっとたくさん妹がほしいの？　じゃあ、みーちゃんよりちっちゃい妹もできるかな？　みーちゃんもお姉さんだね」

「いやいや現状で十分です。っていうか身に余る光栄です」

「はぁ、そうですか」

　今の口ぶり、なんだか紫むらさきさんみたいだった。

「ええと妹以外で好きなものか……」

　実は欲しいものっていうのが、今の俺にはあんまりない。生活に必要なものがそろっていれば幸せだ。今、自分が住んでる部屋なんて贅ぜい沢たくすぎると思うけど。

　こうなったきっかけはたぶん……陣じん矢やさんだ。

　子供の頃ころ、俺は陣じん矢やさんにお願いすれば、なんでも買ってもらえた。

　陣矢さんが来なくなってからしばらく、俺はじっちゃんとばあちゃんに無いものねだりする悪い子供になってしまった。

　じっちゃんにきちんとしかってもらって、ようやく改心できたんだ。

　その反動……って言い方はしたくないけど、今でも物をねだったりほしがったりすることが、なんとなく悪いことのように思えてしまう。

　そういえば、陣矢さんが来なくなったのっていつからだっけ……。

「にーちゃまどうしたの？　お腹なか痛い？」

「へ？　あ、ごめん美み佳か。ちょっと考え事をしてたんだ」

「にーちゃまの好きなもの、みーちゃんにこっそり教えてくれていいんだよ？」

「うーん。そうだな。えーと……」

「じゃあ、抱き枕まくらね」

「抱き枕って……」

「にーちゃまが夜、みーちゃんがいなくてさびしんぼうになったら、みーちゃんと思って抱っこできる抱き枕がいいと思います」

　なるほど。それで俺も寂しくないか……っておいいい！　しかし、反論しようにも欲しいものなんて思い浮かばないし……。

「だ、抱き枕でお願いします」

「うん！　にーちゃまにはぴったりお似合いだよ」

　なんだろうか……この謎なぞの敗北感は。

　美佳は俺の膝ひざの上から立ち上がって、その場でくるんとターンをしてから俺の顔をのぞき込んだ。スカートがふわりと開いて、ああ、なにをしても愛らしい。

「それからね、にーちゃまに予定があったら、金曜日でもみーちゃんはがまんできるんです。もうお子様じゃないですから」

「は、はい？　あの、それって……」

　昨日、優ゆう希きが言ってたこと……だよな。俺は確認した。

「金曜日に俺に予定ができたら、美佳のことは気にするな……ってことかい？」

「一日くらい我慢できるよ。にーちゃまが来られない日は、みーちゃんね、ねーちゃまたちをお部屋に呼んでもいいし、みーちゃんとメープルが遊びに行ってもいいんだって」

　妹秘密会議で決まったことみたいだな。そういった相談や協力の話し合いなら、俺に秘密にしないで、教えてくれても……。

　いや、もしかしたら、兄が口を挟めない妹同士でしかできないような会話があるのかもしれないけど。

　べ、別に仲間はずれにされて寂しいと思ってるわけじゃないぞ。

「わかった。俺に外せない用事ができたら、その時は美み佳かの優しさに甘えさせてもらうよ」

「うんうん！　にーちゃまは学校で付き合いの悪い人になっちゃだめだよ」

　ピンポイントで耳が痛いです。クラスじゃ相変わらず浮いてるし、友達もいないしな。ああ、何かのイベントで男同士で二人組を作れとか言われるのが今から怖い。

「ありがとう美佳」

　感謝を込めて頭を撫なで撫ですると、美佳はうれしそうに微笑ほほえんだ。
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「奇跡とミラクルの違いってわかるかにーちゃん？」

「どっちも同じ意味……だよな？」

　そうじゃないからあえてこうして聞いてるんだろうけど、俺には違いがあるとは思えない。

「これってあたしが発見したんだけど、奇跡っていうのは願望が含まれてるんだよ。たとえば手術が成功して奇跡的に一命を取り留めた。とか、奇跡の大脱出！　みたいな」

「うーん、いまいちよくわからないな」

「お医者さんは救いたいっていう気持ちで手術をするし、脱出する人だって脱出しようっていう願望があるから奇跡が果たされるんだ」

「じゃあミラクルはどうなんだ？」

「こっちは期せずして起こった幸運だよ。たとえば自分と同じＴシャツを着てる人と街ですれ違うとかさ。別に『同じＴシャツの人とすれ違いたい！』って思って街に繰り出したりしないじゃん。けど、そういうシチュエーションに出会った時って、ミラクルって感じがするんだよね」

「言われてみるとそんな気がするような……そうでもないような」

「今日のこのデートって奇跡なのかな？　ミラクルなのかな？」

　複雑な構内を進み駅の改札から出ると、友とも美みは瞳ひとみをキラキラと輝かせた。

　俺が選んだ街……それは。

「秋あき葉は原ばらよ！　あたしは帰ってきた！」

「帰ってきたって、もしかして前にこの辺りに住んでたりしたのかい？　だったらデートするには新鮮味がないよな。まいったな……俺のリサーチミスだ」

　人差し指を立てると「ちっちっち」と言いながら、友美はぴょこぴょこ指を左右に振った。

「違うよにーちゃん。今のはお約束ってやつだし」

　そんな約束事は知らないんだけど……友美が楽しそうだから街のチョイスは間違ってなさそうだ。

「ま、にーちゃんはオタじゃないからしょうがないか。ちなみに……本当は初秋葉原なんだ」

「俺もだよ」

「秋葉童貞＆処女兄きよう妹だいだな」

「そういう言い方はやめてください」

　ここ何日か、スマホのグルグルマップとにらめっこした。

　マップの写真データは昔の街並みなので、駅を出てすぐの眼鏡店はセカのアミューズメント施設になっていたし、ラヂオ会館という秋葉原を象徴する建物も工事中だ。

　それでも、大まかな街の印象は予習した通りだな。

　駅ビルは新しくなってたけど、電でん気き街がい方面はあまり変わってなさそうだ。

　今日の友美の服装は普段着の延長だった。ショートパンツにシャツにパーカーを羽織っている。靴も履き慣れたスニーカーで、歩きやすさ重視だ。そして、ほとんどすっぴんに近いナチュラルメイクだった。

　俺たちの背後には本日も監視役が並んでいる。

　小さ百ゆ合りがヤママ電機前の広場をぐるりと見渡してから俺に向き直った。

「お兄様。今日はきちんと最後まで監視役をいたしますね」

　友美が小百合にあっかんべーをする。

「別についてこなくていいって」

「そうはいきません！　優ゆう希きさんも美み佳かさんもしっかりと監視を……」

　小百合の脇わきを美佳がすり抜けるように、セカのアミューズメント施設に向かって駆けていった。

　なんと、アミューズメント施設の一階入り口前に巨大な傘を揺らした着ぐるみがいるのだ。

「わああ！　きのこだー！」

　美み佳かが大好きなアプリのキャラクターが営業……もとい、秋あき葉は原ばらに遊びに来ていたのである。優ゆう希きが美佳を追いかけながら俺に言った。

「兄さん。美佳ちゃんはボクに任せて！」

「お、おう！　頼む！」

　友とも美みが肩を小さく上下させる。

「あたしはきのこにキャーキャー言う年齢じゃないし。あ！　小さ百ゆ合りはあっちのチームに行きたいなら遠慮しなくていいんだぞ」

「わ、私だってきのこはその……可愛かわいいとは思いますが……監視役としてきちんと世せ霊れ音ねさんに状況を報告しなきゃいけませんから、ストーカーか背後霊のようにお二人についていきます」

　と、小百合が宣言したところで、俺のスマホにメールが届いた。マンションに待機中の世霊音からだ。

　友美を驚かせたくて現地に着くまで、今日のデート先のことは秘密にしてたんだけど、それが世霊音にはショックだったみたいだな。メールの内容はこうである。

『秋葉原に行くなんてずるいです。本日のサポート業務を終了します』

　って、いきなり職務放棄か！　なんとなーく、うらやましがるかもなとは思っていたけど、秋葉原はそこまで衝撃的でしたか世霊音さんや。

　俺のスマホをのぞき見て友美が笑った。

「すねちゃってるね。まあ、世霊音もこんな状態だし、報告もできなくなったから小百合も無理についてこなくていいよ？　調理家電くらいしか興味ないだろうしさ」

「確かに最新型のオーブンレンジや油を使わないフライヤーも気になりますが、先ほどから二人きりになろうと必死な友美さんの行動は、それ以上に気になります。なにかやましいことでもしようとしているのでは？　と、勘ぐってしまうほどに」

　笑顔で小百合が言った。目が笑ってない。友美が両肩をビクンとさせる。

「そ、そんなわけないじゃん。っていうか、そもそもこれはにーちゃんとあたしのデートだし、二人きりになるのは普通だよ普通！」

「デートではなく厳密に言えばその練習です。しかもお兄様と二回もデート……の、練習をするなんてうらやましすぎます」

　ハブとマングースよろしく、妹二人が視線の火花を散らし始めた。止めないとケンカになりそうだ。

「ちょ、ちょっと待った！　小百合、今回は俺が友美を誘ったんだ」

「それは初耳です。ど、どうしてですか？　お兄様は友美さんともっともっとデートしたいのですか？」

「ええと……その……あのだな……」

　友とも美みが胸を張った。

「あたしがちゃんと彼氏とデートできるように、二回も練習してくれるんだ。そうだよなにーちゃん？」

　友美の方から俺をフォローしてくれた。乗っかろう。

「あ、ああ。そういうことだ！　手厚いサポートだと思ってくれ」

　小さ百ゆ合りはじとっと湿った視線を俺に注いだ。

「わかりました。友美さんと彼氏が輝ける未来への第一歩を踏み出すために、長い助走期間を設けたということでしたら、私に異存はありませんけど……」

　俺から視線を友美に移して小百合はさらに確認した。

「ところで、いつ彼氏を紹介してくださるんですか？」

　友美のやつ、俺だけじゃなくて妹たちにも紹介してなかったのか。

　俺に紹介しづらいっていうのはなんとなくわかるけど、よっぽど彼氏のことは秘密にしたいのか。それとも世せ霊れ音ねが言うように……。

　いかんいかん。俺が友美を疑ってどうするんだ。

　信じて協力するのが兄きよう妹だいじゃないか。

「そろそろ行こう。スケジュールがつまってるし」

　俺の方から友美の手をとった。小百合が不機嫌そうに黙り込む。ごめんな小百合。今日は我慢してくれ。

　友美が元気に首を縦に振った。

「うん！　にーちゃんまずはどこに行くんだ？」

　一通りめぼしいお店はスマホの地図にブックマークしてある。

「って！　にーちゃんにーちゃん！　ゲマーズ見たい！」

　さっそく友美が通り沿いのアニメショップに反応した。

「おう。じゃあ行ってみるか」

　休日ということもあって賑にぎわう店内を進む。友美は六階に一直線だ。

　六階のトレーディングカードゲームのコーナーの品しな揃ぞろえに、友美は静かに唸うなりながら頷うなずいた。

「さすがの品揃えだな。うーん大会は夕方からかぁ……ハッ!?　デッキがない！　ううっ……秋あき葉は原ばらと知っていれば。っていうか、さすがに土曜日だし大会も参加定員いっぱいだろうなぁ」

　ちらりと後ろを見ると、外で待っていてもよかったのに小百合は律儀についてきていた。今日は一日、この調子なのかもしれない。

　それから五階の展示スペースを見学した。放映中の魔法少女アニメのミュージアムが開催中だ。

　きっと世せ霊れ音ねがいたら制作意欲を触発されただろうな。

　一通り見て回ってからお店の外に出ると、友とも美みは深呼吸した。

　興奮したのかほんのり顔が上気している。

「なんかすっごいな。サイン入り色紙とか飾ってあるしイベントまでしてるし、まさに秋あき葉は原ばらって感じだよ！」

「買い物は？」

「とりあえず全部ざっくりと回ってから！　めぼしいアイテムはばっちり記憶したし」

　いったいなにをどれだけ買う気なんだろうか。

　心配になって後ろを確認すると、小さ百ゆ合りが早くもふらふらとし始めていた。

「大丈夫か小百合？」

「お気になさらずにデートを楽しんでください。私は影ですから」

　友美がうんと大きく頷うなずく。

「じゃあお言葉に甘えて、にーちゃん次はどこに行くんだ？」

　歩行者天国で有名な中央通りに俺たちは突き当たった。首を上げるとオノオデンボウヤの看板が視界に飛び込んでくる。電車が走る緑の鉄橋が駅から延びていて、高架下からそれを見上げることができた。なんとも不思議な光景だ。

　俺はスマホの地図を確認して、横断歩道は渡らずにそのまま右折する。

　今日は歩行者天国が行われていないので、歩道に人が溢あふれていた。

　外国人の観光客が結構多い。免税店では家電だけにとどまらず、日本的な扇とか半はつ被ぴや提ちよう灯ちん、日本人形なんてものまで売られていた。

　そこに家電やパソコン、スマホといったハイテク機器と、アニメやゲームといったオタク文化が融合している。

　こんな街は世界的にみても珍しいんだろうな。クールジャパン？　だっけ。

　歩道を進んで横断歩道を渡った先で友美が吠ほえた。俺がピックアップしたお店を知ってるみたいに友美は足を止める。それだけ有名なんだろうな。

「キター！　獅し子しの穴！　にーちゃん、未成年なんだしほどほどにしとけよ」

　オレンジの外壁のビルに友美は俺を連れ込んだ。Ａ館とＢ館がある。ちなみに友美が向かったのはＡ館だ。Ｂ館は女性向け……なのだとか。友美は女の子なのに、なんでＢ館に行かないんだろう。

　俺も調査不足だったな。まあ、ここは友美が行きたいという方に行こう。

　見所はずばり「同人誌」なのだそうだ。四階まで上がると友美の足が止まった。

「う、うわああああ！　にーちゃん早く成人したいよ！」

「どうしたんだいきなり？」

　友とも美みは迷いに迷い、悩み尽くしてから「今はお互い、清い身体からだでいようねにーちゃん！」と、上の階に向かうのを断念した。五階から上には、いったいなにがあるんだ？

　一通り買い物の目星をつけて、お店から飛び出したかと思いきや、友美はすぐ隣の青いビルに突入した。

「アニマイト！　入らずにはいられない！」

　なんだか友美のテンションは、改札口を出てからずっとあがりっぱなしだ。俺は元気すぎる飼い犬にリードを引っ張られる飼い主のように、友美に引きずり回された。

「アニマテンチョーグッズ……そういうのもあるのか！」

　こんなテンションじゃついて来る小さ百ゆ合りも大変だろう……と、ふと後方を確認すると、小百合がグッズコーナーにあった真っ赤なサンバイザーを手にして首を傾かしげていた。

　まさか、気に入ったのか!?

　と、驚きよう愕がくする俺の視線に気づくと、小百合はサンバイザーを棚に戻して、ささっと物陰に隠れてしまう。

　トントンと肩を叩たたかれた。

「にーちゃん小百合のこと気にしすぎ！」

「お……おふぅ!?」

　振り返った俺のほっぺたに、友美の指がずぶりと刺さる。

「しょ、小学生かお前は！」

「やーい！　にーちゃん引っかかったぁ！」

　楽しそうな友美に怒る気力も起きなかった。




　まだなにも買い物をしていないのに、やりきったようなすがすがしい表情で友美はビルの外に出た。

「次はどこだにーちゃん!?　早く早く！」

「質問なんだけど……お店ごとに何か違うのか？」

「雰囲気はもちろん、そもそも客層が違うじゃん。それに同じグッズや本でもお店ごとに特典が違うんだよ！」

　うーん、特典っていうのがなんなのかはわからないけど、言われてみればアニマイトは女の子が多かったかもしれない。

　中央通りに戻ると歩道を末すえ広ひろ町ちよう方面に進んで、トンキホーテのあたりで横断歩道を渡って対岸に移った。

　お店がずらっと並ぶ中、友美が足を止める。

「スイカブックスって有名だよな。にーちゃん……ちょっと偵察いってくる！」

　お店はビルの地下にあるみたいだ。

　友とも美みは地下へと続く階段を下りたかと思うと、すぐに戻ってきた。

「にーちゃん、早く大人になりたい！　というか、にーちゃん早く大人になって妹のお願いを聞いてほしいぞ！」

「なれと言われてなれるものじゃないだろ。それより、お店を見なくていいのか？」

「えっとええっと……また今度にする！　だってにーちゃんやばいってマジで！」

　顔を真っ赤にさせて友美は身もだえした。なんだかうれしそうだな。俺も友美が喜んでくれてうれしい。

　中央通り沿いの歩道に戻ると、友美はスマホのメモ帳アプリを起動した。

　なにをどのお店で買うか友美はまとめ始める。買い物をする時間はあらかじめスケジュールに組み込んでおいたんだけど、今のところ順調すぎて時間に余裕が出ていた。

「にーちゃん、買い物はあとでまとめてでいいかな？」

「二度手間にならないか？」

「お願いだよぉ。迅速に済ませるからぁ」

「わかった。そうしよう」

　友美は下見をした上で、最後にまとめて買い物を済ませたいタイプみたいだ。まあ確かにこんなにたくさん友美の興味を引くお店があるなら、全部は無理でも時間の許す限り見て回ってから、納得のいく買い物をしたいだろうな。

「あとね……えっとね……もう一つお願いなんだけど、ゲームしていい？」

「その時間もきちんととってあるぞ」

　駅方面にＵターンするように歩道を行く。

　ソルマップでは新作ゲームのデモ映像が店頭ディスプレイに流されていた。足を止めて見入ってる人も結構多い。

　マスタードーナッツの前を通って、俺たちは印象的な高架下に戻ってきた。

　そばにクラブセカの真っ赤なビルがそびえている。俺はびしっと指さした。

「うっはー！　にーちゃん本当にいいんだな？」

「ああ。一緒に遊ぶのは地元のゲームセンターでもできるから、今日は……思う存分暴れてこい！」

「ひゃっはー！　にーちゃん最高だよ！」

　友美は俺と小さ百ゆ合りを引き連れて入店した。さっそく対戦ゲームフロアに移動する。

　人気のロボット対戦アクションゲームに乱入するなり、友美は十人抜きを達成し、いつのまにやらギャラリーをわんさと背負っていた。

　十一人目の対戦者に惜敗したものの、それは連勝補正というやつがあっての負けなのだとか。勝ち続けると勝っている方に、能力のマイナスが入るらしい。

　負け試合も紙一重の勝負だった。正直、動きが速すぎて俺にはなにが起こっているのかわからなかったのだけど、決着がついたときに相手のゲージは１ミリ残っているだけだった。

　負けて席を立った友とも美みにギャラリーから惜しみない拍手が送られる。

　なんというか……すごいんだな友美って。

　そして小さ百ゆ合りはというと、友美のプレイを食い入るように見ていた。やっぱりお姉ちゃんの活躍は気になるよな。姉妹なんだし。

　クラブセカを出ると友美はうんと胸を張って背筋を伸ばすようにした。

「いやぁ……緊張したなぁ」

「十連勝なんてすごいじゃないか」

「あたしなんてまだまだだって」

　謙けん遜そんするように笑う友美に、そっと小百合が挙手をした。

「影ですけど、発言してもよろしいですか？」

　友美がきょとんとした顔になる。

「ん？　どしたの小百合」

「あの……す、すごかったです。なんだかわからないけど、感動しました」

　瞬間、友美の顔が真っ赤になった。恥ずかしそうにうつむくと人差し指でぽりぽりとほっぺたを掻かく。

「え、えっと……あ、ありがと」

　恥ずかしさが伝染したように小百合まで顔を赤らめた。

「か、影に戻ります！」

　小百合は三歩下がって静かになった。気配が消える。まるで潜水艦みたいだ。

　俺も小百合と同じで、友美がどうすごいのか具体的なことは説明できない。

　けど、攻防の駆け引きというか、ぎりぎりまで追い込まれても諦あきらめず逆転するシーンが何度もあったのは、鮮明に記憶に焼き付いた。

　魅せる戦いだったのかもしれない。正々堂々と戦い抜いたから、負けても拍手喝かつ采さいだったんだろうな。

「にーちゃん、次はどっちに行くんだ？」

　今度はクラブセカのある角を曲がった。秋あき葉は原ばらにはいろんな専門店がある。電源ケーブルのお店の前を通って、十字路で一度立ち止まった。スマホの地図を確認すると、この十字路を右折した通り沿いに次の目的地がある。

「わあ！　にーちゃん見て見て！　メモリーカードが超安いんだけど！」

　外にまで商品がワゴンやプラスチックの箱に積まれて並んでいるお店に、友美が吸い寄せられていった。価格表とにらめっこしながら友美はため息混じりだ。

「クラス10で32ＧＢがこの価格かぁ……いや、今日はこのあとお買い物があるんだし、我慢だあたし！」

　時々、友とも美みは魔法の呪じゆ文もんを唱えることがある。32ＧＢはメモリーカードの容量のことだと思うけど、クラス10ってなんだろう。

　買い物を諦あきらめた友美が、俺の手を取った。

「にーちゃんこのまま進めばいいんだよな？」

「あ、ああ。こっちの道だ」

　パソコンパーツショップのツカモ電機前を通り過ぎる。

「人も多いけど、ここらへんはメイドさんがいっぱいだな」

　中央通りの歩道を歩いているときから、メイド服の女の人をちょくちょく見かけていたけど、ここは密集地帯って感じだ。

　赤と黄色のど派手な看板のデジタル系雑貨店の上に、メイド喫茶があるらしい。

　お店のバルコニーからメイドさんが道行く人に手を振っている。

　改めて、すごい街だと思った。

「にーちゃんびっくりしてるな」

「あ、ああ。すごいな」

「そういうのを小並感っていうんだよ」

「こなみ？」

「小学生並みの感想ってこと」

「しょ、しょうがないだろ！　圧倒されちゃったんだから」

　そんな話をしながらココブキヤ前を通りがかると、ちょうど店内から買い物袋を手にした美み佳かと優ゆう希きが出てきたところだった。

「やあ兄さん。デートは順調かな？」

「そっちは順調そうだな」

「うん。あ！　ちゃんと美佳ちゃんが行っても大丈夫そうなお店を選んでるから、安心してね兄さん」

「お、おう。美佳はなにを買ったんだい？」

「あのねあのね、綺き麗れいな髪飾りなんだよ！」

「髪飾り？　アクセサリーなんかも売ってるのか」

　優希が頷うなずいた。

「アニメのキャラクターにちなんだグッズらしいんだけど、作りがしっかりして良い感じのものがあったんだ。ちょっと高かったんだけど、美佳ちゃんはどうしてもこれがいい！　っていうから、小さな買い物はしないで一点豪華主義にしたんだよ」

　美佳が俺の顔をじっと見上げた。

「にーちゃまが言ってたから、みーちゃんは五千円くらいでお礼するんだよ？」

「お礼？」

「うん。ばっちり！　あ！　もう行かなきゃ。メープルが『デートに水をさすな』だって。お湯ならいいのかな？　ほらほら、次のお買い物は優ゆう希きねーちゃまの番だよ？」

　美み佳かに手を引かれて優希が俺たちに手を振った。

「そ、それじゃあボクらはあっちに行ってみるよ」

「あ、ああ。気をつけてな」

　優希と美佳は俺たちが進んできた道の方に行ってしまった。友とも美みが呟つぶやく。

「優希のやつ、すっかり美佳と仲良しだな。にーちゃんとあたしもあんな風になれるかな？」

「十分仲良し……だろ？」

　俺は友美の手を取って頷うなずいた。

「そっか！　よかった。にーちゃんとあたしって仲良しなんだな。ラブラブなんだな。こういうのを相思相愛っていうんだよね？」

「え、えっと、兄きよう妹だい愛って意味ならそう……かな」

　背後で殺気混じりな、なんとも言えない気配を感じた気がする……けど、あえて振り向かずに俺は次の目的地を目指した。

　通りに軽快な電子音が聞こえてきて、友美は俺の腕を引っ張るように早足になった。













　お店の前に着くなり声を上げる。

「スーパートマトじゃん！　にーちゃんここだよな？　ここだよね？　ここですよね！」

　レトロゲームの専門店に友とも美みの興奮度はマックスになっていた。




　レトロゲームは一期一会。ということで、友美はゲームを一本購入した。

　ファミゲーことファミリーゲームコンピューターの「鉄道王２」である。

　俺たちが遊んだ「スーパー大戦略鉄道王」に連なるシリーズ二作目で、ゲームシステムの根幹となったカードシステムが初めて搭載された記念すべき作品……なのだとか。

　たくさん売れたゲームなので希少価値はほとんど無いらしい。けれど、箱と説明書付きで比較的状態が良いものをゲットできちゃった！　と、友美は満足げだ。

　続いて向かったのはＹブックスだ。本だけじゃなくホビーやグッズも扱っていた。

　キャラクターのフィギュアに友美はご執心である。

　コンビニなどでやっている「一等賞くじ」のチビキャラというフィギュアが、中古美品で選び放題だった。くじでどうしても当たらなかったキャラがゲットできたと、友美はほくほく顔だ。

　それから通りを一つ越えてパソコンパーツショップ街に出た。ここは街並みを見て歩くだけのつもりだったけど、いつの間にか友美は飢えた狼おおかみと化していた。

　買わないけどパーツの値段が気になるのだとか。

　小さ百ゆ合りと俺はすっかりおいてけぼりだ。友美がふらふらとパーツショップに入っていってしまったので、外にあった自販機の前で一休みすることにした。

「あの、お兄様はご一緒なさらなくてよろしいんですか？」

「うーん、さすがにパソコンのパーツはみててもさっぱりだからな。キャラクターのフィギュアとかは、できがいいなぁとか思うんだけど。それより小百合は大丈夫か？」

「最初は街の雰囲気に呑のまれていましたが、だんだんと慣れてきたようです。さすがに、前回のような衝動買いには至りませんし」

　俺はスマホで時刻を確認した。おおむね順調にデートメニューが進んでいる。帰りの買い物タイムを入れても、スケジュールにはだいぶ余裕があるな。

　つい、俺は思いつきを口にしてしまった。

「時間もあるし神かん田だ明みよう神じんに行ってみるのもいいかもな」

　確かここら辺から歩いてそう遠くないはずだ。

「お兄様！　そ、それは今度にしましょう」

「この近くなんだろ？」

「あの……私がしゅ、主役の時に……お願いします。今日は友美さんが主役ですから」

「そっか。お姉ちゃん思いなんだな小百合は」

「は、はい……私は姉思いなんです」

　ちょっと困ったような顔をしてから小さ百ゆ合りは微笑ほほえんだ。そんなやりとりが終わりかけたところに友とも美みが戻ってくる。

「にーちゃんお待たせ！　小百合となに話してたんだ？」

「友美のバイタリティがすごいって話かな」

　友美はフッと口元を緩ませた。

「この街があたしに力を与えてくれてるんだ！」

　友美の帰還に小百合が再び潜水艦モードになる。

「え、えっと……パソコンパーツはどうだったんだ友美？」

「まあ、一言で言うと円安傾向かな」

　友美曰いわく、パーツの価格について突っ込んだことを語り出すと、話が長くなるそうなので……詳細は聞かないことにした。




　蔵くら前まえ橋ばし通りに向かって歩いていると、友美がまた何かを見つけて立ち止まった。

「にーちゃん待って！　ここ見ていい？　なんだかお宝の匂においがするんだよ」

　彩いろ風ふう船せんという看板が出ている。ここもゲームショップ……だろうか？

「あ、ああ。いいけど」

「じゃあ行ってきます！」

　さっきのパソコンショップの時と同じように、友美は単身お店に飛び込んでいった。

　そしてあっという間に戻ってくる。この感じ……スイカブックスというお店の時もそうだったな。

「にーちゃん大変だ！　十八歳未満お断りだ！　具体的に言うとエロスとエロス、それからエロスばっかりだ！」

「具体的に言うな！」

「えへへ。ごめーんね！」

　友美は疲れ知らずというか……さっきが頂点だと思ったのは俺の勘違いで、ますます勢いづいていた。

　駅の近くと比べれば、だんだんと人通りも落ち着いてきている。蔵前橋通りに突き当たったところで右折した。交差点の手前にある雑居ビルの二階が、俺の用意したルートの最後を飾るショップだ。

　エチゼンヤ。エアガンやサバイバルゲーム関連の商品がなんでもそろうお店だった。

「にーちゃん最高！　愛してる！」

「お、おいおい、それは言い過ぎっていうか……」

「照れなくてもいいじゃん」

　ガラスケースに飾られたエアガンに瞳ひとみを輝かせ、友とも美みは銃のフォルムの美しさについて、俺とその後ろでひっそりしている小さ百ゆ合りに講義をしてくれた。




　少し遅めの昼食はマッグの末すえ広ひろ町ちよう店でとることにした。

　秋あき葉は原ばら界かい隈わいだけでも複数店舗があるけど、ネットの情報だとどこも混こむらしい。一駅歩いたこのお店は混み具合もほどほどで、ゆったりできそうだ。

「お昼くらい一緒に食べないか？」

「私はこちらのカウンターで結構です」

　小百合は一人離れてカウンター席についた。そこまで気を遣わなくても……いや、小百合としてはデートの練習がきちんと最後まで、何人の邪魔も入らず無事完遂されることこそが重要なのかもしれない。

　二人で楽しく食事をするのも、デートの重要なイベントの一つ……か。

　そう考え直して俺は友美を連れて窓際のテーブル席についた。

「にーちゃんのスケジュール管理能力って本当にすごいな。こんなご褒美まで用意してくれるなんて、あたし……感動したかも」

　今日が激辛バーガーの販売最終日だったのは、ただの偶然だ。本日の予定をきちんと立てられたのは、小百合のおかげだと思う。

「友美が喜んでくれて、俺もうれしいよ」

　友美はさっそく念願の激辛バーガー攻略に取りかかった。

「いっただっきまーす！」

　包装紙を開いてバーガーにがぶりと噛かみつく。友美の口の端にケチャップみたいなソースが溢あふれた。ああ、ソースをあんなにはみ出させたら……危ない。実に危険だ。

「うひー！　辛い！　マジで辛いよこれ！　あっはっはっはっは！」

　あまりの辛さに友美は笑い出した。

「だろ？　本当に辛いんだよ。なので俺は安全な道を邁まい進しんさせてもらう」

　俺は無難にテリヤキバーガーセットを選んだ。

　甘めの醤しよう油ゆベースにマヨの風味がたまらない。和食とは違うけど、これはこれでいいものだ。ばあちゃんと暮らしている時は、あんまりハンバーガーって食べなかったけど、こうして食べるようになっても和風テイストが好きなんだな。と、自分の味覚の好みを再認識した。

「冒険心がないぞにーちゃん！　こっちはこの辛さに病みつきだ！　はぅう」

　笑っていた友美が涙目になった。というか……泣いていた。その頬ほおに涙がつーっと一筋流れる。

「大丈夫か？　そんなに辛かったか？」

「飲み物が足りないからにーちゃんのコーラを接収する！」

　俺のセットドリンクのコーラが、友とも美みにもっていかれてしまった。

　飲みかけなんだけど……これって、か、間接キス!?

　い、いやいや落ち着け。兄きよう妹だいだしそれくらいは……別に……ふ、普通だよな。

　友美は親指でほっぺたをぬぐうと、コーラを飲み干して笑顔になった。

「ところで今日のデートコースって、全部にーちゃんが調べて考えてくれたのか？」

「そうだとも。友美のことを考えながらだったから、結構楽しかったぞ」

　一部予定にないお店に立ち寄ったりもしたけど、おおむねプラン通りだ。

　急に友美は真顔になった。

　ずっとハイテンションだったのに、どうしたんだ？

　困ったように眉まゆを八の字にさせて、友美は呟つぶやいた。

「そっか。にーちゃんさ……ずっとあたしらにかかりっきりだよな」

「大切な妹のためなんだし、妹の世話を焼くのは兄の特権だろ」

「それじゃあ、にーちゃんはいつにーちゃんの友達と遊んだりするんだ？」

「あいにく友達らしい友達はいないんだ」

　脳裏に万ま里り子この顔が浮かんだけど、万里子はなんていうか……友達って感じでもないんだよな。幼なじみだ。

　友美は続けた。

「あのさ……あたしは……ううん、あたしたちみんなにーちゃんに負担をかけたり、にーちゃんを拘束したりしたくないんだ」

「拘束なんて言い方するなよ。俺はみんなと一緒にいて楽しいし、俺が好きでしてるんだから。友美が気に病むことなんて何一つないんだぞ」

　友美の表情が夜明けの空みたいに少しずつ明るくなった。

「ありがとにーちゃん。あのさ……これからのことなんだけど、もしにーちゃんに友達ができて予定がかぶっちゃったりした時は……少なくとも火曜日にそういうことがあったら、にーちゃんはあたしのことを気にしなくていいんだからな！　もちろん今の暮らしがいつまで続くかわからないけど……だからこそ、にーちゃんには自由でいてほしいんだ」

　優ゆう希きと美み佳かも言ってたけど、友美も俺のことを気にかけてくれるのか。

「お、おう。ありがとう友美」

　友美は頷うなずくと激辛バーガーをもう一口食べて、またしても涙目になった。

　食べ終えて一息吐つくと、友美は満ち足りたような穏やかな表情になる。友美は本当に感情表現が豊かで、見ていて飽きない……なんて本人に直接言ったら「あたしは見世物じゃない！」って怒られそうだ。

「にーちゃん、デートって本当は楽しいんだな」

「本当は……か。この前の渋しぶ谷やデートは、俺たち背伸びしてたかもな」

「うん。靴はスニーカーが好きだし、服も動きやすい格好の方が楽なんだ。ごめんねにーちゃん。女の子っぽくなくて」

「そ、そんなことはないさ。友とも美みはそのままで十分可愛かわいいし」

「お、おだてないでよ恥ずかしい！」

　俺はじっと友美を見つめた。

「な、なんだよにーちゃん」

「友美が彼氏とデートするなら、まず自分が楽しめそうなところをデートコースに提案してみるのがいいんじゃないか？　と、俺は今日のデート練習で確信した。相手に見み栄えを張って背伸びしても、きっと長続きはしないよ。本当の自分を受け入れてくれる……そういう人じゃないと、お兄ちゃんは反対です」

　友美は深く頷うなずくようにうつむいてしまった。上目遣いで俺に言う。

「あう……ちょっとにーちゃん。そ、相談があるんだけど」

　身体からだを前のめりにさせて、友美は俺の耳元でささやいた。

「どうしてもにーちゃんと二人きりになりたいんだ」

「どうしてもって……」

「小さ百ゆ合りがいると……い、言えないんだ」

　友美の瞳ひとみは本気で俺に訴えていた。

　好機はいきなり訪れた。

　小百合が化粧室へと席を立ったのだ。

　それを確認すると、友美は俺の腕を引っ張って立たせた。

「今しか無い！　来て！　にーちゃん！」

「お、おい！　小百合が……」

「いいから早く！」

　小百合をお店に残して、俺は友美に引っ張られるまま外に出る。友美はお店の脇わき道みちを人ひと気けの無い方に向かって走り出した。

　すぐに俺のスマホにメールの着信音が鳴った。友美はハッとなる。

「あっ！　ＧＰＳ！　にーちゃんも電源落として」

「え？　スマホのか？」

「じゃないと見つかるじゃんか」

　小百合から逃げたいみたいだけど、このまま友美の言う通りにしていいんだろうか。

「なあ友美……小百合を傷つけるようなことじゃないだろうな？」

「えっと……もしかしたら……いや、でも……あたしがみんなを……傷つけてるんだ」

　立ち止まると振り返って友美は思い詰めたような顔をした。

「みんなって、小さ百ゆ合りだけじゃなくて世せ霊れ音ねや優ゆう希きや美み佳かもか？」

「うん。それに、にーちゃんのことも。お願いだから……二人だけで話したいんだ」

　いつも元気な友とも美みが、触れば崩れてしまいそうなくらい儚はかなげな表情になった。

　俺はスマホの電源をオフにする。

「わかった。これでいいんだな」

「ありがとにーちゃん。信じてくれて」

　それから友美はジグザグに縫うように歩き続けた。秋あき葉は原ばらからも地下鉄の末すえ広ひろ町ちよう駅からも離れていってる。正確な現在地はスマホの地図がないからわからない。

　五分ほど歩いた。あんまり長く連絡がつかないと、小百合が心配するだろう。

　落ち着いて話せるような公園もなく、灰色やクリーム色をした古い建物が並ぶ路地裏で俺たちは二人きりになった。

　人通りはない。大通りから離れたせいか、車も通らない。

　先ほどまでの賑にぎやかな都会の喧けん噪そうが嘘うそみたいに静かだ。

　ロマンチックな雰囲気などみじんもないのに、友美が急に俺に抱きついてきて、それだけで俺は緊張した。頭の中が真っ白になった。

「お、おい。話があるんだよな？」

　友美はせがむように上目遣いになると、吐息がかかるくらいの距離に顔を近づける。

「にーちゃん……ごめん」

「……どうしたんだ？　いきなり謝るなんて」

　思い詰めた顔で友美は一瞬、目を背けた。

　俺は言葉を待った。友美は怯おびえて物陰に隠れた子猫が、そっとこちらの様子をうかがうように、恐る恐るもう一度俺の顔を見る。

　口元をわなわなさせながら、友美は俺に告白した。

「あのね……あたし……彼氏なんていないんだ」

　言い終えてから友美はぎゅーっと目をつむった。

　同学年の友美ではなく、子供のような友美がそこに……いた。

　そんな気がした。幼くて小さくて今にも泣き出しそうな友美に、俺は……心底ほっとしていた。同じ年齢でも妹なんだと、一層愛いとおしくなった。

　世霊音の推理未満の「なんとなくそう思う」は的を射ていたんだ。

　友美のことを怒ったりする気持ちなんて、みじんもわかない。

「そっか。なんだろう。変な言い方になるけど、安心したよ」

「……へ？　お、怒らないの？」

　俺は頷うなずいた。

「まだ一ヶ月も経たってないけど、友美に……妹に彼氏ができたって話は、俺には少なからず衝撃的な出来事だったんだ。だから、嘘うそだとわかってほっとした。モテる妹を祝福しなきゃいけないはずなのに、俺って本当に未熟な兄だ」

「に、にーちゃん……」

「こんなことを言ったら、俺が友とも美みのことを縛っちゃうな。友美が心から好きになった人がいるなら、俺は応援する。祝福する。俺は友美の……みんなのお兄ちゃんだからな」

　友美は思い詰めたような顔でうつむいたあと、小さく「うん」と頷うなずいた。

　俺、また何かまずいことを言っちゃったのか？

「大丈夫か友美？」

　顔をあげると、友美は笑った。

「だ、大丈夫だよ、にーちゃん」

　怒ったり落ち込んだりはしてなそうで、一安心だ。

　さてと、妹の恋を応援すると決めたわけだけど、それはそれとして……兄として友美にきちんと言わなきゃならないことがある。

「だけど、だめじゃないか友美。嘘をついてみんなを振り回して。小さ百ゆ合りたちには、ちゃんとごめんなさいするんだぞ」

　友美の顔から血の気が引いた。

「そ、そこはお姉ちゃんの威厳を守るために、どうかご内密にしてはいただけませんでしょうかお兄様！」

「お兄様……って、おいおい。そもそもどうしてそんな嘘をついたんだ？」

　友美は涙目になった。

「だって、長女ってねーちゃんで、にーちゃんといちゃいちゃできなくて……」

「いちゃいちゃって言い方はどうかと思うな」

「それで、この前……紫むらさきさんとこ行ったじゃんか」

「あ、ああ。友美は嫌だったのか？」

「ううん。にーちゃんの力になりたいって思ったのは本当だよ！　けど、うまくいかなかったし……それにファミレスも行けなかったし……天気のせいだから仕方ないって思おうとしたんだけど、なんか……急に……自分でもどうしていいのかわかんなくなって……世せ霊れ音ねはにーちゃんと夜にデートしてるし、うらやましくなっちゃったんだよぉ」

　俺はそっと友美の頭を抱き寄せるとゆっくり撫なでた。

「そっか。友美は妹なのに立派なお姉ちゃんにもなろうとして、ちょっと……背伸びしちゃってたんだな」

「ごめん。ごめんよにーちゃぁん。うわああああああああん！　彼氏ができたって言えば、にーちゃんがあたしに構ってくれると思ったんだよおお！　にーちゃんの優しさにつけいって利用しようとした悪い妹だよおおお！」

　友とも美みは鼻を鳴らしてえずきながら泣き出した。

　俺は友美の頭を撫なでながら、そっと背中をさすった。

「俺も一番お姉さんだからって、友美を頼りにしすぎてた。ごめんな」

「にーちゃんは悪くないんだよおおおお。渋しぶ谷やの時も今日も、にーちゃんとデートしてる間も、ずっとにーちゃんを騙だましてて……あたしは悪いやつだよおおおおお」

　友美が落ち着くまで、しばらくかかりそうだった。




「うう、ごめんなさいします」

　らしくない敬語っぽい口ぶりで友美がそう言ったので、俺はスマホの電源をオンにした。ＧＰＳも起動する。ずっとこの場に動かないでいれば、そのうち誰だれかが探しにくるかもしれない。

　まあ、それだと時間ばかりかかるし、メールで小さ百ゆ合りに無事を知らせよう。再集合場所は秋あき葉は原ばらの駅前だ。

　今回は包み隠さず、みんなにちゃんと事情を話して友美がごめんなさいする……という、デート練習の結末は意外な展開で幕を閉じようとしていた。

　──駅に着くまでは。

　秋葉原駅の改札口に、優ゆう希きと美み佳かが先に到着していた。そして……優希に肩を借りて息絶え絶えな、黒ゴス姿の少女が一人。

「……ぜぇ……はぁ……人が……ゴミのようです」

「世せ霊れ音ね!?　一人でここまで来たのか？」

　優希が困ったような顔で頷うなずいた。

「よっぽど秋葉原に来たかったみたいで、本当に来ちゃったんだけど……世霊音ちゃん、息も絶え絶えなんだよ」

　青い顔で世霊音は秋葉原の改札の外に広がる景色に、ぽつりと呟つぶやいた。

「……秋葉原は……本当にあったんですね」

　まるで秘境か黄金郷を見つけながらも、力尽きた探検家の最期の言葉みたいだ。

　そうこうしているうちに、あちこち走り回っていたのだろう、汗ばんだ姿の小百合が合流した。

「お兄様よかったご無事で……って、世霊音さんがどうして!?」

　友美への抗議が吹き飛ぶくらい、世霊音が秋葉原に来ていることに小百合は面食らったみたいだ。

　美佳が世霊音の顔を心配そうにのぞき込む。

「世霊音ねーちゃま。し、死なないで……死んだらだめだよ悲しいよぉ」

「……み、美佳ちゃん……わたしの分まで……生きて」

　これは下手をすれば救急車のお世話になりかねない。

　ここまで自力でやってきた世せ霊れ音ねのがんばりには驚いたけど、そのお出かけした先で救急車騒ぎなんてことになれば一大事だ。世霊音が「外に出ると救急車を呼ばれる、死にたい」みたいなことを言い出して、再び引きこもりかねない。

　俺は決断した。

「ここは……帰るぞ！　撤退だ」

「……せっかく……せっかく秋あき葉は原ばらに……ついたの……に……うっ……人が多くて目が回ります」

「世霊音。よくがんばったな。今日は一いつ旦たん戻ろう。次はさらに万全の態勢で臨もう」

「……悔しいです。無念です」

　ずっと黙っていた友とも美みが頷うなずいた。

「世霊音は人が多すぎて酔ってるっぽいから、目を閉じて深呼吸するんだ」

「……はい。すーはー。すーはー」

　友美に言われた通りに目を閉じて世霊音は呼吸を整えた。

「……少し、落ち着きました」

「じゃあ、あたしが家に着くまでずっと手を引いていくから、帰ろう。落ち着いたら──みんなに言わなきゃいけないことがあるんだ」













　一同にそう告げると、友とも美みはそっと世せ霊れ音ねの手を引いた。目を閉じたままの世霊音は長い後ろ髪をひかれまくりながらも、友美に誘導されて出てきたばかりの改札口から駅構内にとんぼ返りする。

　世霊音の秋あき葉は原ばら滞在時間は五分未満だった。

　そして電車に乗ってから友美はハッとなった。

「しまったにーちゃん！　買い物してない!!」

　自業自得的な部分もあるんだし、残念だけど次回に持ち越しだな。




　ＪＲから私鉄に乗り換えると、世霊音もようやく目を開けられるくらいには回復した。なんとか落ち着いたみたいだ。

　それから友美が席を立って、並んで席に座る妹たちにすべてを打ち明けた。

　友美が話している間、美み佳かはきょとんとしていた。けど「友美ねーちゃまが彼氏にとられなくてよかったぁ」と、最後はとびきりの笑顔になった。

　優ゆう希きにも怒った様子はない。ほっとしたみたいだ。それに、友美をお姉ちゃんと頼りすぎてたかも……とも。

　世霊音は特に驚いた様子もみせず、予想が当たったけどそれがなにか？　という感じで、基本的にはぐったりしていた。まあ、一念発起して外出しただけでエネルギーを使い切ってしまい、思考がままならないのかもしれないな。

　一番激しい反応を示したのは小さ百ゆ合りである。

　俺と友美がいなくなってから、大あわてで探し回っていたのだとか。その直感はかなりするどくて、俺たちのいた路地裏のすぐそばまで、捜査の手が迫っていたらしい。

　人ひと気けのない場所を重点的に探したんだとか。小百合恐るべし。

　その小百合がほっぺたを膨らませて友美に告げた。

「ど、どうせこんなことだろうと思ってました。だいたい、友美さんみたいな女の子らしさのない人に、彼氏ができるはずありません」

「な、なんだとー！　今回の件はあたしが悪かった。けど、それとこれとは別問題だ！　にーちゃんだってあたしのこと、か、可愛かわいいって言ってくれたし！」

　慌てて優希が二人の間に割って入る。

「まあまあ、二人とも落ち着いて」

　美佳が友美をみつめた。

「いいなぁ友美ねーちゃま、にーちゃまに可愛がってもらって。けど、みーちゃんね、今日は優希ねーちゃまとデートしてすっごく楽しかったよ。いいでしょー！」

　逆に自慢しながら美佳は楽しそうに笑った。

　ぐったりしたまま世霊音が呟つぶやく。

「……人類は多すぎる。減らすべきです」

　なにげに怖いこと言い出したー!?

「ふああああ……」

　心の中でツッコミつつも、つい、気が抜けて俺は大あくびをした。つられて美み佳かもあくびをすると、隣に座っている優ゆう希きの肩に頭をくっつけるようにして目を閉じる。

「ふあ～～ぁ。本当に人騒がせですね。今後はこういうことはないようにしてください」

　半日、慣れない街を連れ回された小さ百ゆ合りも眠そうに目をこすった。

　とりあえず小百合も友とも美みの今回の件を許してくれたみたいだ。

　遺恨が残らず、ほっとしたらさらに俺の頭はぼーっとし始めた。

「兄さん、ボクもなんだか眠くなってきたよ」

「……すぅ……すぅ……」

　優希が言ったそばから、世せ霊れ音ねが寝息を立て始めた。

　友美が笑う。

「にーちゃんも優希もデートのエスコートでお疲れみたいだし、寝てていいよ」

　優希が目をこすった。

「いいの？　友美ちゃんも疲れてるんじゃないかな？」

「あたしは元気だからさ。優希も駅まで寝てなって。ついたら起こしてあげるから」

　少しだけ迷っていたけど、優希も頷うなずいた。

「うん。じゃあそうさせてもらうよ」

　美佳と寄り添うように優希が目を閉じる。

「ほらほら、にーちゃんも遠慮すんなって」

「友美、お姉ちゃんとして無理してないよな」

「うん！　今度からは無理なときは無理って我慢しないで言うから」

「そっか。じゃあ……十分だけ」

　目を閉じた瞬間、電車の揺れの心地よさに一瞬で意識がもっていかれそうになった。

　耳元がこそばゆい。

「にーちゃん、ありがとな」

　不意に俺のほっぺたに何か柔らかいものが触れたような気がした。

　それがなんなのかを考える前に、俺の意識は溶けるように眠りの底に墜おちていった。














Ｍａｙ　５／５　ｓｕｎ

　ｅｐｉｌｏｇｕｅ　エピローグ






　やっとのことでマンションに戻った。

　夕飯は宅配サービスをしてくれるお弁当を頼んだ。小さ百ゆ合りは「何か作ります！」と言ってくれたんだけど、立ってるだけでふらふらしていて、包丁を持たせるのが危なっかしかった。

　世せ霊れ音ねは夕飯を食べながら半分寝てたし、優ゆう希きと美み佳かもすっかり遊び疲れたみたいだ。

　友とも美みは……どことなく安らかな表情をしていた。

　すべてを打ち明けられて、ほっとしたんだと思う。

　順番にお風ふ呂ろに入って早めの就寝となった。

　俺も泥のように眠った。




　翌朝、みんなで７０１号室のダイニングで朝ご飯を食べていると、小百合が突然宣言した。

「私にも彼氏ができました！　構ってくださいお兄様！　デートの特訓をお願いします」

　俺が小百合に聞き返そうとすると、世霊音がそっと手をあげる。

「……エア彼氏ができました。二次元キャラです」

　小さ百ゆ合りと世せ霊れ音ねの顔を交互に見てから、恥ずかしそうに優ゆう希きまで挙手をした。

「ボクも……か、彼氏ができたよ兄さん！　元生徒会副会長設定なんだ！」

　美み佳かが両手をばんざいさせる。

「じゃあじゃあみーちゃんもー！　メープルのお父さんになってくれる、すてきな男性を募集中だよ」

　四人の妹たちの視線が俺に注がれた。

「おいおい……待ってくれ。まさか公平にそれぞれとデートの練習……なのか？」

　友とも美みが腕を前に組むと頷うなずいた。

「よし！　ここはあたしがみんなのデートの練習を手伝ってやる。サポートは任せろ！」

　美佳が首を小さく左右に振った。

「あのね、みーちゃん、ばらばらじゃなくてみんな一緒がいい！」

　優希が笑顔になる。

「ボクもその方がいいかな。兄さんと二人きりだと、緊張しちゃいそうだし」

　世霊音が小さく頷いた。

「……知らない人がたくさんいると、怖いです。知ってる人が多い方が、いいです」

　三人は同じ意見みたいだ。小百合にお願いするような眼まな差ざしが集まる。

　できあがってしまった場の空気に、小百合は吐息混じりに肩を落とした。

「わ、わかりました。そんな目でみんなしてわたしのことを見つめないでください……はぁ。それでは明日、全員でデートをします。それでよろしいですねお兄様？」

　俺が寝ている間に妹会議があったのかもしれないな。

「あ、ああ。でも、全員でどこに行くんだ？」

　美佳が楽しそうに声を上げた。

「マウマウランド！」

　小百合が目を細める。

「それでしたら、うってつけのプランを用意してあります。せっかくですし、お弁当を作って行きましょう。園内での飲食はできませんが、園の外にお弁当を広げられるスペースが用意してあるんです。お昼時になったら一時退出の手続きをして、昼食後に園内に戻る……なんてこともできますから」

「それは知らなかったな」

　俺はつい眉み間けんにしわを寄せてしまった。小百合が心配そうに俺の顔を見つめる。

「あの、何か問題がありましたかお兄様？」

　慌てて俺は取りつくろった。

「小百合の計画はナイスだ！　けど、紫むらさきさんが許可してくれるかな」

　友とも美みが首を傾かしげる。

「許可なんてもらわなくてもいいじゃん！　行こうよにーちゃん！」

　前に小さ百ゆ合りに見せてもらったマウマウランドのスケジュールを俺は思い出す。

「小百合のプラン通りに進めると、夜の八時三十五分の打ち上げ花火を見て、それからスーベニアショップでお土産を買って帰宅っていう流れなんだ。もちろん、急な体調不良や疲れちゃった時には、無理しないっていう前提なんだけどさ」

　優ゆう希きがあごを親指と人差し指で挟むようにして、少し思案してから口を開いた。

「そういった事がなければ、帰りが遅くなっちゃうかもしれないんだね」

「そうなんだ優希。もちろん、早めに帰ってくるプランを考えればいいだけのことかもしれないけど、それだと滞在時間が短くて、連休中の混雑も考えると人気のアトラクションをほとんど諦あきらめなきゃいけないし……せめて保護者同伴なら、帰りが遅くなってもいいんだけどな」

　友美が俺に親指を立てつつ白い歯を見せて笑った。

「なら紫むらさきさんに同伴する保護者になってもらえるよう、お願いしに行こうよ！」

　かなりダイナミックな発想だ。

「だ、大丈夫なのか？」

　美み佳か以外、みんな紫さんを苦手にしてると思う。俺も含めて。

　友美は笑顔のまま俺に返した。

「紫さんの弱点を探すには、一緒に色々やってみるといいと思うんだよね。たとえば絶叫マシンに乗せてみる……とか？　まあ、弱点ってのは言い過ぎかもしれないけどさ」

「なるほど。そういえば、俺も紫さんのことをよく知らないもんな。どんな食べ物が好きなのか？　とか、どういう本を読むのか？　とか」

　友美は続けた。

「彼てきを知り己を知れば百戦危うからずってやつだよ、にーちゃん！」

　確か孫子の兵法だったかな。俺は頷うなずいた。

「紫さんともっと仲良くなって色々話せるようになることで、状況が変わるかもしれない……か。みんなはどう思う？」

　世せ霊れ音ねはぽつりと呟つぶやいた。

「……ちょっと怖いかも」

　小百合も不安げだ。

「緊張してしまいそうです」

　優希は俺の顔を見て頷いた。

「ボクは賛成かな。紫さんだって口では否定するかもしれないけど、きっと行きたいはずだよ。みんなで行った方が楽しいしね」

　美み佳かが両手をばんざいさせる。

「紫むらさきねーちゃまも来るの？　やったぁ！」

　喜ぶ末っ子の笑顔に、世せ霊れ音ねが折れた。

「……うん。じゃあ、それで」

　素っ気ない言葉とともに首を縦に振る。追随するように小さ百ゆ合りも小さく頷うなずいた。

「わかりましたお兄様。これも試練なのですね。乗り越えて見せます！」

　意見がまとまったところで友とも美みが立ち上がった。

「じゃあさっそく交渉だ。あっ！　美佳も来てくれるか？　ねーちゃんの後ろに隠れて、じーっと紫さんの顔をみてるだけでいいから」

「うん！　いいよー！」

　友美には何か作戦があるみたいだ。

「だめなときは諦あきらめも肝心だからな」

　予防線を張りつつ、俺も席から立ち上がった。




　朝食の後、メープルを背負った美佳と、なにやら作戦を心に秘めた友美と一緒に、俺は２０２号室を訪れた。

　インターホンを鳴らすと紫さんは「十分待ってください」と、俺たちに告げる。

　きっかり十分で部屋に通された。

　紫さんは冷淡な表情で俺たちを迎え撃とうと待ち構えている。

「事前に連絡いただければお待たせいたしません」

「す、すみません」

「ご用件をうかがいます」

　ここは素直に当たって砕けよう。

「あの、明日みんなでマウマウランドに行こうと思ったんですけど、紫さんも一緒に行きませんか？」

　我ながらなんて大胆な提案だ。

　紫さんは俺たちからこういった要望が来るとは想定していなかったのか、きょとんとした顔になった。

「す、すみません。だめですよね？　休日といってもお仕事とか、色々とありますよね」

「え、ええと……その……明日やらねばならない仕事はありませんが……」

　もしかして紫さん、動揺してるのか!?

　俺の背後には美佳が立っていて、じっと紫さんを見つめていた。

　そのまま美佳が一歩前に出る。

「にーちゃま、おはなしできた？　紫ねーちゃま来るよね？　あのね！　じゃあ次みーちゃんね。紫むらさきねーちゃまに個人的なお話があります」

「は、はい。なんでしょうか？」

　まだマウマウランドに行くかどうか、明言していないうちにたたみかけられて紫さんの声が裏返った。美み佳かはすっかり、紫さんが行くものだと思い込んでるみたいだ。

　美佳はメープルのチャックを開くと、中から小さなプレゼントボックスを取り出した。

　それを紫さんに手渡して、ちょこんとお辞儀する。

「紫ねーちゃま、いつもありがとうございます」

「こ、これはいったい……」

「あのねあのね、にーちゃまがお世話になってる紫さんにプレゼントしたら喜ぶよって。みーちゃん、それは良い考えだと思ったから、プレゼント受け取ってください」

　紫さんは一瞬、機能停止したみたいに動かなくなった。

「開けてみて！」

「は、はい。失礼いたします」

　美佳の声で催眠術が解けた人みたいにびくついてから、震える指で紫さんはプレゼントの包みを開いた。

　中から出てきたのは、美佳が秋あき葉は原ばらで買った髪留めだ。

　アニメのキャラクターが付けているアクセサリーのレプリカ……なんだっけ。もっとおもちゃっぽいものかと思ってたけど、そんなことはなかった。

　美佳からのプレゼントをじっと見つめてから、紫さんは呟つぶやいた。

「素敵な……髪留めですね」

　チワワみたいにプルプルと紫さんは小刻みに震えている。

　うれしいのか、それとも恥ずかしいのだろうか。ちょっと判断がつかない。

「つけてつけて！　あ！　みーちゃんがつけてあげるね」

　美佳は紫さんに駆け寄ると、髪留めを前髪に付けてあげた。髪留めには紫色の綺き麗れいな石がはまっている。紫さんの名前とイメージにもぴったりだ。

　美佳がくりくりの瞳ひとみを輝かせた。

「わぁ、紫ねーちゃますごく似合ってる」

　紫さんの顔に笑顔はない。なにかに耐えているように見える。

「あ、ありがとうございます……」

　声はアクロバット飛行する航空機みたいにひっくり返りっぱなしだ。

　ソファーから立ち上がると、紫さんは俺たちに背を向けた。

「あー！　恥ずかしがらないで！」

　美佳が回り込んで紫さんの顔を見上げている。

　いったいどんな表情をしてるんだろう。というか……プルプルしっぱなしだけど大丈夫なのか？　心配になって俺は声を掛けた。

「あの、紫むらさき……さん？」

　紫さんの小刻みな震えがぴたりと収まった。

「そうですね。入園券は急ぎこちらで手配いたします。七人分。連休中ですから、普通に行っても入園規制で当日券の販売はないでしょうし」

　美み佳かが「やったー！」と、両手を挙げて喜んでいる。

　ええと……七人分ってことは……。

　困惑する俺を友とも美みが肘ひじでこづいた。

「にーちゃん、よかったな！」

　手配してくれるってことは、つまり……作戦成功ってことか!?

「本当にいいんですか？　というか……その」

　紫さんは呼吸を整え直すと、元の冷淡な口ぶりで続けた。

　相変わらず俺と友美には背を向けたままだ。

「未成年だけでは心配ですから。それに、これもあくまで妹選定の一環です。遊園地というシチュエーションにおいて、誰だれがもっとも妹らしくふるまえるか確認したい。陽よう一いちさんはそう、お考えになったのではありませんか？」

「は、はい！　そうです！」

　俺はつい、返事をしてしまった。いいのかそんな理由で!?

　回り込んで紫さんの顔を見上げていた美佳が、うれしそうに両手を何度もばんざいさせた。

「マウマウさんに会えるー！　わーいわーい！」

　俺の隣で友美がそっと小声でささやいた。

「仕掛けのタイミングもばっちり計算通り。けど、なにより美佳の可愛かわいいは大正義だよな」

　こうして俺たちは明日、いきなりマウマウランドに行けるようになったのである。

　小さ百ゆ合りのノートをベースに、マウマウランドの攻略（？）計画が練られた。

　優ゆう希きには美佳の歩けそうな距離を確認する。こまめな休憩を入れて、美佳を疲れさせないようにしてあげないとな。

　世せ霊れ音ねも「みんな一緒なら大丈夫」とのことだ。自力で秋あき葉は原ばらまで行ったことで外出への自信になったのかもしれない。人の多さに酔いそうになったら、アイマスクで自分の殻に閉じこもる……とのことだ。

　友美が乗り物を吟味する。いくつかのアトラクションは美佳の身長が足りないので、それらを外して計画を練ってくれた。

　小百合がそれらの計画をノートにまとめ直す。

　俺はほとんど見てるだけだった。というか、妹たちの盛り上がりっぷりに口を挟む隙すき間まがない。

　遊園地か。陣じん矢やさんが連れて行ってくれたのはマウマウランドじゃなかったけど、なんだかあの時のわくわくした気持ちが、少しだけ戻ってきた気がした。




　その夜、妹たちは明日の準備のためにそれぞれの部屋に帰っていった。

　とは言うものの、スマートキーの関係で深夜十二時までみんな自室に戻れない。

　今日も寝入った美み佳かを部屋に送る格好だ。

　やっぱりこの点に関しては改善してもらった方がいいような気がする。

　マウマウランドの件をお願いするよりも、紫むらさきさんにはこっちを先にお願いすべきだったんじゃ……まあ、ここで思ってみても後の祭りか。

　もちろん、俺としては月曜日の朝までみんながいてくれてもいいんだけど。

　いっそ、七階のこの部屋に全員で住んでしまえば……とさえ思った。

　いつまで今のままでいられるんだろうか。

　どこかで聞いた話が、ふとよぎった。

　人間は自分がいつ死ぬか、基本的にはわからない。

　不治の病でお医者さんに死を宣告されていれば、おおよそ見当がついてしまうから、あくまで基本的にということになる。

　それでも、宣告された期間より長く生きる人もいるし、容態が急変して生きられなかった人もいる。

　健康でも、事故に遭うかもしれない。陣矢さんだってきっと、そうだった。

　終わりがいつ訪れるかなんて、誰だれにもわからない。

　わからないから、その日、一日を悔いなく生きようとする……という話だ。




　そんなことをぼんやり考えながら、自室のベッドに寝転がっていると……ＳＴＲＩＮＧにメッセージが届いた。万ま里り子こからだ。

　再来週の金曜日に時間が空いてるか？　という内容だった。

　金曜日は美佳の日だけど……。自分の時間もしっかりもてと言われたばかりだし、万里子にはずっとごめんなさいしっぱなしだったもんな。

　俺は特に何も考えず「空いてる」とメッセージを返した。




　まさかこの何気ない返事から、あんなことになるなんて思いもせずに。






あとがき



　二巻をお届けすることができました。一巻を読んでいただいたみなさまの応援の賜たま物ものです。ありがとうございま……なんか来たー!?

優ゆう希き「ボクの出番が少ない件について」

　こ、これは……作者が作中のキャラと対談するパターンのやつ。……ごくり。数年後に後悔の念から出家しかねない黒歴史の幕開けか？

優希「今回、控えめだった分、三巻だとボクがいっぱい活躍するのかな？」

　うっ……ええと、そんなキラキラした目で見ないでください。

優希「次回はマウマウランドだよね？　きっと、ボクと紫むらさきさんが美み佳かちゃんを奪い合う泥沼の三角関係になるんだ。けど負けないよ。ボクが美佳ちゃんと一緒にミッキー○ウスと写真を撮るんだ！」

　やめて！　それもうマウマウランドじゃない。ガチのやつだから。

　というか、本編とキャラが変わってませんか？

優希「これくらいはっちゃけていかないと全然目立たないから。というか、カレーとブラックコーヒー好き……って、どこまでボクから女子力を奪うのかな？」

　カレーとブラックコーヒーが好きな女性はいっぱいいるだろ！

優希「そうかもしれないけど、もっとボクの可愛かわいさを引き出すべきだよ。むしろ引いてばかりじゃなく押すべき！　プッシュすべきだよ！」

　プッシュって……そもそも目立ちたがり屋さんじゃないよね。

優希「それは……そうだけど。みんな可愛いからボクなんて埋もれちゃいそうで……一人だけキャラが薄いとか、その薄さと存在感の無さがある種のキャラ立ちになってるなんて状況に陥りそうで怖いんだ」

　なるほど、そういうのも……。

優希「今のはノーカン！　聞かなかったことにして！　ほ、ほらボクにもきっとあるはずだよね？　たとえば……そう！　世せ霊れ音ねちゃんには独特のミステリアスな魅力があるし、服のことに詳しいから今度色々と教えてもらいたいなって思うし。時々本気を見せるあたり、ダウナー系のキャラが立ってると思うんだ」

　え、あ……はい。

優希「友とも美みちゃんは妹なのにお姉ちゃん的な魅力があるし。今回はそのお姉ちゃんなところをこじらせちゃったけど、それだってなんだか女の子っぽくて可愛いよ。なによりうらやましいな。兄さんとあんなにいちゃいちゃデートして……」

　優希もデートしてたじゃないか。

優ゆう希き「美み佳かちゃんとのデートは別腹だよ」

　小さ百ゆ合りのことは？

優希「実は一番うらやましいかも。ストレートに積極的だし。ボクも……兄さんに迫ってみちゃおうかな。けど、キャラがかぶっちゃうし……うう。困ったな」

　美佳のことは……聞くまでもないか。

優希「天使に決まってるじゃないか！　ということで、ボクのこともちゃんと活躍させてくれていいんだからね！」

　ツンデレ風に締めて帰ったーッ!?

　ええと、前向きに検討させていただきます。（ニコッ）




　というわけでお送りいたしました二巻。いかがでしたでしょうか？

　最後になりますが、今回も妹たちの魅力を引き出すために、尽力してくださった担当Ｓさま。一巻以上にますますキュートなイラストを仕上げていただいたkakaoさま。そして、最後までおつきあいいただいたみなさまに感謝を！
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